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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　一言で表すなら「嫌いやな奴やつ」だ。

　九歳の夏に出会った時から、俺にとってあいつはそういう存在だった。

　顔が良いから女子には王子様扱あつかいされていたし、人当たりが良いから男子にも好かれていた。着ているモノも持っているモノも格好良くて、しゃべり方も考え方も大人みたいだった。だけど俺は心と口が正反対なあいつを気味悪く感じていた。

「遅おそかったね、悠ゆう仁じん」

　ドアを開いた途と端たん、居るはずのない相手に声を掛かけられて、思わず手の中のメモをぐしゃりと握にぎり潰つぶす。

　色素の薄うすい髪かみと肌はだをした男は俺を見ると、愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「…………………麻あさ人と」

　そうだ。俺は昔からこいつが嫌きらいだった。なのに麻人はいつも俺の人生に最悪な形で食い込んでくる。

　頭痛を覚えながら、俺はもう一度メモに視線を落とした。メモにはこのマンションの住所が書いてある。皺しわだらけになった紙に書かれた部屋番号は五○四号室だ。

　外に出て壁かべに貼はり付けられた番号を確かく認にんするが、間ま違ちがいはない。

　思わず携けい帯たいを取り出して、今朝出たばかりの実家の番号を押した。

『はい、白しら峰みねですけど』

「どういうことだよ、母さん」

　電話の向こうの母親に困惑をぶつける。マンションを用意したのは母親だ。知り合いを通じて、大学の近くに部屋を借りられることになったと聞いていた。臑すね齧かじりの身分で、住すみ処かに注文をつけるつもりはなかったから、今まで深く追及したことはない。あまり興味がなかったし、期待してもいなかったので間取りすら聞いたことがなかった。

『なぁに、もう東京に着いたの？　これなら新幹線じゃなくて特急でも良かったんじゃ……』

「とりあえず、俺の部屋に麻人がいる理由を説明してくれよ」

　母親の話を遮さえぎる。放って置けばくだらない話題で、近所の主婦と二時間も立ち話ができる母親に付き合っていたら、いつまで経たっても肝かん心じんなことを聞けない。

『小こ泉いずみさんと話したんだけどね、どっちも同じ大学でしょう？　だったら一いつ緒しよに住めば安くすむって話になったのよ。そのマンション、小泉さんの義理のお兄さんがオーナーなんですって。お陰かげで敷しき金きんも礼金もゼロで破格のお家賃なのよ。それに２ＬＤＫなんて贅ぜい沢たくでしょ？』

　俺は今日まで下見もしなかったことを心の底から後こう悔かいする。

　折せつ角かくの２ＬＤＫでも、麻人と一緒に暮らす気苦労を考えると野宿の方がましに思えた。

　予想もしなかった現実に、早々に故郷に帰りたくなる。自分と犬けん猿えんの相手がルームメイトになるなんて。いやそれよりも、今もの凄すごい事を耳にしたような───。

「同じ大学？」

『そうよ。あら、麻人君から聞いてないの？』

「聞くわけないだろ。大体、母さんだって俺と麻人の事知ってるだろ？」

　小学校の時、麻人が東京から転入してきたばかりの頃ころは何度か遊んだが、いつからか遠ざけるようになった。それが気に入らなかったのか、麻人からは再三、嫌がらせを受けた。中学は私立と公立で別れたが、高校時代にバスケの試合で再会した。けれど麻人の俺に対する態度は変わらないどころか酷ひどくなっていて、お陰で高校最後のＩＨインターハイは最悪な幕切れを迎むかえた。

『まだケンカしてるの？　いい年なんだから仲直りしなさいよ。それに、文句言うなら自分で部屋代でもなんでも払はらえばいいでしょ。生活費だけでも幾いくらかかると思ってるの。文句は稼かせいでから言いなさい。お母さんこれからドラマ見なきゃいけないから切るわよ』

　俺の返事も待たずに電話は切られた。

　無機質な電子音を聞きながら、やるせない気持ちになる。

　仲直りもなにも、仲が良かった記き憶おくなんてない。とてもじゃないが麻人とうまく暮らしていけるとは思えなかった。

　しかし、このままここに立っているわけにもいかない。覚かく悟ごを決めて、再びドアを開ける。

「現実逃とう避ひは終わったの？」

　麻人は初めて見たときから変わらない整った顔に、見ているだけで苛いら々いらするような笑え顔がおを貼り付けている。一見すると外国の血が入っているように見えるが、本人は生きつ粋すいの日本人だ。

　背は高い方だが、常にうっすらと弛ゆるんでいる口元のせいか、威い圧あつ感かんはない。

「お前、知ってたのかよ」

「一緒に住むこと？　知ってたよ。あ、因ちなみに俺の部屋は西側だから。東側は眩まぶしいし一畳じよう狭せまいから譲ゆずるよ。あと、リビングに置く物は俺が選ぶ。共有空間だけど悠仁趣しゆ味み悪そうだしね。それから誰だれかを連れてくるときは俺にも了りよう解かいを取ってよ。ついでに言うと……」

　麻人はべらべらと喋しやべり続けた。洗せん濯たく機きの使い方やゴミ出しの方法だとか、隣となりに住んでいる住人についての感想などだ。俺はそれらを聞きながしながら、部屋を見回す。

　リビングにはすでに麻人の荷物が配置されていた。

　テレビやエアコンが設置されていて、窓辺にはダークブラウンのカーテンが掛かっている。

　白いソファの横にはウッディなスタンドが置かれているし、中央にはモデルルームに置いてあるような、ガラスのローテーブルが鎮ちん座ざしていて、その下には白い円形のラグが敷しかれていた。中性的な部屋だった。女性的でも男性的でもない。なんとなく麻人の見た目と被かぶる。

「聞いてる？」

　不意に麻人が俺の顔を覗のぞき込む。茶色の目が至し近きん距きよ離りに近づいた。

　目まで色素が薄いのかと気付く。いや、知っていたはずだ。忘れていただけで。

「お前相変わらず五月蠅うるさいな」

　これから大学や部活でも顔を合わせて、その上家でまでこいつと一緒だなんて、気が滅め入いるのを通り越こして虚むなしくなってくる。

「……説明してあげてるのにそういう事を言うなんて、本当に悠仁って信じられないよね」

　うっすらと笑いながら麻人が言った。

　またこの笑顔だ。作り物の、誤ご魔ま化かしの、気味の悪いそれ。

　そういえば高校の頃に嫌がらせでキスをされたときも、似たような笑みを浮かべていた。

「俺はお前みたいに四六時中へらへら作り笑いしてる方が信じられねぇよ」

　スニーカーを脱ぬいで部屋に上がる。また何か話しかけてきた麻人を無視して、リビングを通って東側の部屋に入る。七畳程度のフローリングだった。角部屋なので、東側には窓が設しつらえてある。南側はベランダに面していた。一畳分のウォークインクローゼットも付いている。

　麻人よりも一畳狭いというのは面おも白しろくないが、学生が暮らすにしてはいい部屋だ。真新しい白い壁かべ紙がみや、傷のないフローリングにも文句はない。けれど、同居人が最悪だ。

　思わず溜ため息を吐ついて何もない部屋にどさりと座る。しばらくして、宅配業者がやってきた。

　荷物を運び込む彼らを手伝いながら、いっそ荷物ごと自分も故郷に送り返して貰もらいたい気分になる。作業が終わった業者の人間を見送ってから、段ボールの解体作業に入った。

「最悪」

　バスケ、と側面に殴なぐり書きがしてある段ボールを開けた。しっとりと手に馴な染じむ、使い古しのボールを取り出すと、去年の夏の記憶が蘇よみがえる。

　過去にも何度か対戦したことはあったから、あいつのやり方は知っていたつもりだった。麻人はいつも狡ずるい手を使う。フェイクが得意で戦略的なバスケをする。同時に、相手のファウルを誘発するのが上手うまかった。

　審しん判ぱんの前で上手く転んで見せたり、わざと腕うでがぶつかるように仕向ける。スポーツマンシップに反しているが、麻人自身はアンスポーツマンライク・ファウルを取られたことはない。

『ごめんね』

　麻人に引っ張られてコートに縺もつれるように転んだ時に、俺にしか聞こえない声で麻人はそう言った。直後、笛が鳴ってファウルをとられた。恐おそらく傍はた目めには俺が麻人を押し倒たおしたように見えたんだろう。それが一回目だった。

「クソッ」

　思い出すと腹が立って、思わず奥歯を嚙かみしめて積み上げられた段ボールの一つを蹴ける。

　途端にジェンガのように崩くずれて、中に入っていた荷物が床ゆかに散らばった。

　八月二日、準々決勝戦。埼玉で行われたその試合で、俺は麻人の高校と対戦した。試合は32対35で、白熱したまま後半戦に縺れ込む。前半の情勢は五分だったが、俺は自分達のチームに勝機を見いだしていた。後半戦が始まり、俺は汗あせまみれになってボールを追いかける。終了時間の十分前、突とつ然ぜん目の前に出てきた麻人を避よけきれずにぶつかった。麻人はコートの外に吹ふっ飛び、俺は笛を吹かれた。その日五回目のファウルに、目の前が真っ暗になった。審判に退場を指示され、呆ぼう然ぜんとした気分でベンチに向かった。試合は結局、二十点差で俺達が負けた。自分のいないコートで、シュートを決められる仲間達を為なす術すべなく見つめた。

　惨みじめな思いをしている俺に向かって、珍めずらしく罪悪感でも覚えたのか、勝利に沸わく仲間に肩かたを抱だかれながら麻人は複雑な表情を俺に見せた。

　あの時のことが忘れられない。最後の試合だったんだ。高校試合最後のＩＨインターハイだった。初めて準々決勝までコマを進めることができたのに、敗因がキャプテンの退場だなんて笑えない。

　一週間、ろくに眠ねむれなかった。自分を責めて、仲間に詫わびて、慰なぐさめられて、割り切れなくて。夏が終わっても、その試合のことばかり悔くやんでいた。唯ゆい一いつの救いは、それでも推すい薦せんで大学に迎え入れられたことだった。冬の選せん抜ばつの成果と、高校一年からの活かつ躍やくが加味されたお陰だった。

　大学でもバスケが出来ることが嬉うれしかった。東京での生活に期待していた。

「なのに、なんで」

　苦々しい思いで口にする。なんで麻人も同じ大学なんだ。

　悪い冗じよう談だんにしか思えなくて、俺は溜め息混じりにもう一度力無く段ボールを蹴った。










　大学の入学式は晴れた日に講堂で行われた。その後は各学部ごとにガイダンスがあり、大教室に集められる。

　昼休きゆう憩けいを挟はさみ、これからオリエンテーションをする予定だ。大おお袈げ裟さな名前が付いているが、要は学友会の先せん輩ぱいに校内を案内して貰うだけらしく、既すでに無断で帰ってしまった新入生もいる。

　学食のテーブルで菓か子しパンを齧りながら時間を潰つぶす俺の横では、関せき根ね正しよう輔すけが貰ったばかりの分厚いシラバスを手にしてぶつぶつ呟つぶやきながらモデルコースと時間割表を見比べていた。

「大学の後半で遊ぶべきか、それとも前半で遊ぶべきか悩なやむな。後々のために一年目はがんばるか？　いや、でもな……」

　正輔は同郷だ。小学生の時に所属していたジュニアチーム以来の知り合いで、今回は俺と同じく推薦で入学している。因みに正輔と麻人は中学と高校が同じだ。

　俺は正輔の呟きを聞きながら、少し離はなれた席に座る麻人の後頭部を見るともなしに見ていた。

　もうすでに仲良くなったのか、同じテーブルの女子と和なごやかに話をしている。あいつの周りに女子が集まるのは、小学生時代から変わらないらしい。

「おい、悠仁……聞いてるのか？　って、もしかして可愛かわいい子いたか？」

　俺の視線が斜ななめ前に向けられていることに気付き、正輔もその視線の先を見る。

「お前、あいつがうちの大学って知ってたか？」

「え？　ああ、麻人のことか。いや、一週間ぐらい前に初めて聞いたけど。別の大学から推薦が来てるって言ってたから、てっきりそこに行くもんだと思ってたよ。まさか一いつ般ぱん受験でここ受けてるなんてな。俺とお前だったら絶対一般じゃ通らなかったよな」

　正輔はそう断言する。図星なので、反論する気も起きない。

　昔から麻人は何をやらせても人並み以上だった。勉強も、運動も、人間関係もだ。中身はどす黒い物質から形成されているが、それを知っているのは恐らく俺と正輔ぐらいだろう。

「本当は麻人と同じ大学嫌いやなんだよな。だって、女の子を全員麻人に持って行かれるしさ」

　正輔は溜め息混じりにそう言った。

　想像に難かたくない話だ。麻人は見かけと外そと面づらが良いので、みんなそれに騙だまされる。女子だけでなく、あいつは優等生の振ふりをして、小学生の時から教師や保護者も手玉に取っていた。

「うちの学校のチアが試合当日に麻人にだけ応おう援えん歌か作ってきたことは忘れられないよ。麻人以外のメンバーのやる気がだだ下がりだったし。キャプテンの俺に彼女が出来なかったのは、完全に副キャプのあいつに持って行かれたからだね」

　確かに麻人がいると女子の目は自然とあいつに向かう。だけど正輔がもてないのはまた別だ。

　陽ひに焼けた肌はだと、俺と変わらない長身。正輔には数々の架か空くうの伝説がある。ヤクザ事務所を潰したとか、走り屋の車を持ち上げて海に捨てたとか。首筋に入った大きな傷は抗こう争そうの時にヤクザにドスで切られたことになっている。女子が近づかないのも道理だ。

　確かに率そつ先せんして近づきたい見た目じゃないが、本人は至って普ふ通つうの男だ。

「悠仁、俺達絶対に夏前に卒業しような」

　正輔は決意を秘ひめたスナイパーのような鋭するどい目で周囲を見み渡わたす。偶ぐう然ぜん目が合った女子は、引きつった顔で慌あわてて視線を逸そらした。

「……お前、外でそれ言うなよ」

「分かってるけどさ……正直焦あせってるんだよ、俺は」

　うちのバスケ部のスタメンで童どう貞ていなの俺だけだったんだよ、と力無く正輔が呟く。

　いくつかある俺と正輔の共通点の一つがそれだ。

　確かに俺もこんなもの早く卒業してしまいたいが、正輔のように焦りは感じていない。

　けれど、折せつ角かく共学校に来たんだから彼女は欲しかった。高校時代は男子校でむさ苦しい三年間を送ったので、その辺りの憧あこがれは正輔よりも強い。先さき程ほど正輔が何気なく口にした「チア」にしても、俺にとっては未知の存在だ。応おう援えんは主にむさ苦しい学ランを着た応援団の仕事だった。

「そんなわけで、早さつ速そく今夜は合コンです。八時に駅前でよろしく」

「は？」

　驚おどろいて声を上げると「知り合いの女の子三人用意してもらったからさ」と瞳ひとみに不安を滲にじませながら口にする。急にそわそわしだした正輔に「なんで今日なんだよ」と文句を言った。

　座っていただけだが、慣れないスーツと式典で結構疲つかれている。それに今日は月曜日だ。

「明日から部活が入るだろ？　それに、聞いたところによると女子はスーツに弱いらしい」

「それが本当なら、サラリーマンは全員モテまくってることになるだろ」

　それに正輔の見た目でスーツ姿だと、ヤクザの上の方の人にしか見えない。

「そこらのサラリーマンと一いつ緒しよにするなよ。どうよ、この日本人離ばなれした長身と長い手足。肉にく食しよく獣じゆうみたいな鋼はがねの筋肉。俺らスタイルは完かん璧ぺきだろ」

　正輔は足を組んで周囲の目を意識したような仕草で、短い髪かみを搔かき上げて見せた。

　その肉食獣みたいな顔のせいで、女子が寄ってこないのだとは言わないで置く。その点に関しては俺も人のことを言えない。確かにスタイルだけなら恵めぐまれていると思うが、スタイルだけじゃ上手くいかないことはこの十八年間でよく知っている。

「あと一人必要なんだけど、とりあえず適当に声でもかけるか。人数が合わない合コンは成功しないって本に書いてあったし。俺らよりもモテなそうな奴やつを吟ぎん味みして……」

「面おも白しろそうだね。俺合コンって行ったことないんだよ。混ぜてくれる？」

　不意に聞こえた声に、正輔の口元が引きつる。

　振り返ると、麻人が立っていた。同じ年のくせに新品のスーツを上手に着こなして、気負いもなく立っている姿は確かに女子が喜びそうだった。実際、周囲の女子の目が吸い寄せられている。きっと女子はスーツに弱いのではなく、スーツを格好良く着こなせる男に弱いんだろう。

「やだ！」

　正輔はぶんぶんと首を振る。

「なんで？」

「お前の総取りになるだろ！　引き立て役になるのは嫌いやだ！　俺は大学で輝かがやくんだ！」

　頑かたくなに首を振る正輔を見ていると、中高校時代の苦労が偲しのばれる。

　麻人はそんな正輔を見ながら、少しだけ首を傾かしげた。

「正輔と悠仁の二人が見知らぬ女と顔を合わせて、会話続くの？」

「………」

　正輔は口を噤つぐんだ。自信がないらしい。正直俺だってない。

「う……ぁ、そこは……ブランドの話とかで」

　麻人はその返答を聞いて、「何のブランドに詳くわしいの？」と聞いた。正輔は俯うつむきながら大手家電メーカーの名前をあげる。

　麻人はあからさまに「バカじゃねえの」って顔をしながら「話、続くといいね」と口にした。

　途と端たんに正輔は組んだ腕うでの中に顔を伏ふせる。漫まん画がなら「わーん」という擬声語が頭上に浮うかびそうだ。しかし、立ち直りは意外に早かった。多感な中高校時代を共に過ごしたことで免めん疫えきがついたのだろう。がばっと起きあがると「分かった。連れて行くよ」と勝手に了りよう承しようする。

「おい」

　相談もなく決意した正輔を思わず睨にらむ。そんな俺に正輔は慌てて言い訳をした。

「立ち上がりだけ利用しよう。盛り上がったら、場所移動して置き去りにすればいいから」

　麻人を置き去りにすることに女子が了承するとは思えない。どちらかというと、俺達の方が伝票と共に置き去りにされそうだ。予言能力はないが、恐おそらくこの先読みは当たるだろう。

「プランは良いとしても、置き去り対象にそれを言うのはどうかな」

　くすりと笑いながら余よ裕ゆうの笑えみで麻人は俺の肩かたに手を掛かける。

　その手を邪じや険けんに振り払はらいながら「こいつが行くなら、俺は行かない」と口にすると、ぐわっと身を乗り出した正輔に両手を摑つかまれた。

「馬ば鹿か！　数少ないチャンスだぞ！　今日運命の相手が来るかもしれないんだぞ!!」

「部活と家以外の時間までこいつと一緒にいるつもりはない」

　麻人は別の学科なので、カリキュラムは意図しなければ被かぶらない。だから学校とプライベートな時間は極力こいつから離はなれていたかった。

「むりむりむり、初めての合コンで麻人と二人きりにされたら俺きっと心に傷を負うよ！　こんな悪の化け身しんに生け贄にえにされるなんて嫌だ」

「それが分かってるなら誘さそうなよ」

　俺だって初うい陣じんに麻人と参戦するなんて嫌だ。悲劇は目に見えている。

「だって、どう考えても俺ら経験スキル足りないし。経験値と防ぼう御ぎよ力のステータスが異様に低いじゃん。麻人を召しよう還かんする事でライフを削けずられても、このまま参戦したら惨ざん敗ぱいは確実だろ」

「だからって……」

「悠仁！　友達だろ！　今のところこの大学でお互たがい唯ゆい一いつの友達だろ！」

「まぁ、そうだけど」

　俺がそう言うと、麻人が「二人ともひどいな」と笑いながら呟つぶやくが、無視する。

　結局正輔に押し切られる形で、合コンに行くことを了承した。

　オリエンテーションで学内を見回る間、正輔は「合コンで好みのタイプがいたとき」「そろそろ電話番号を交こう換かんするとき」「二次会に場所を移すとき」等のサインを俺に伝える。

「俺が最初に髪かみ型がたを褒ほめた女の子は俺のタイプだから手を出すなよ。それから俺が耳朶みみたぶを触さわった後に顎あごを擦こすったら、席せき替がえしようって事だからな」

「なんで、お前の仕草に注視してなきゃならないんだよ」

　そんな風にやりとりをしていると、女子や男子の集団から抜ぬけてふらっと近づいてきた麻人が、通り過ぎ様にサインの練習をしている正輔を気の毒な物を見るような目で一いち瞥べつする。

　正輔は思わずぐっと拳こぶしを握にぎりしめて「マジ、むかつく」と口にした。

「お前、よくあいつと一緒に住めるよな」

「出来るだけ早く出ていくつもりだよ」

「え？　でも、親がそこに決めたんだろ？」

「とりあえず部活と大学の様子が分かったらバイト始める」

「なら二人でホストになるか？　ホストなら部活終わってからでいいし、経験値も上がるし」

　馬鹿げた提案を眼まな差ざしだけで拒きよ絶ぜつする。ただでさえもてないのに、金が絡からんだら余計だ。

　研究棟とうから駐ちゆう車しや場じようまで校内をだらだらと歩きながら、俺達の前で入れ替かわり立ち替わり麻人と携けい帯たい番号を交換している女子を見るともなしに眺ながめる。

　外見と外面だけはいい。小学校の時も、正体を知っているのは俺だけだった。

「彼女を作るんだ。あの悪あく魔まにバカにされるのはうんざりだ」

　決意を秘めて、正輔はそう言った。

　俺達の視線の先で麻人は気味の悪い笑顔を振ふりまいていた。










　駅前は平日でも人が溢あふれていた。

　東口を出ると、宝くじ売り場の横で待っている正輔に気付く。

「早いな」

　期待が窺うかがえる正輔にそう声をかけると、俺の顔を見た途端「なんでだよ」と眉まゆを寄せた。

「なんで、スーツ脱ぬいでんだよ！」

「肩かた凝こるんだよ。ああいう格好」

　着慣れてないし、汚よごしたらクリーニングに回さなきゃならないので面めん倒どうだ。

　入学式のために一回着たぐらいなら、そのままクローゼットにかけておいても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「そこポイントだって言っただろ！」

「どうせ今日は負け戦いくさだろ。それより、夜なんだからサングラスは外せ」

「バカ、始める前から負ける気でどうするんだよ！」

　正輔はサングラスを外しながら憤いきどおるが、麻人が一緒にいる時点で負けは目に見えている。

「それで、相手は？」

　視線を落とした時計は待ち合わせの五分前を指している。

　中学時代から使っている時計のガラスは擦すれて見にくいし、子供っぽいデザインだった。そろそろ替え時かもしれない。

「え？　ああ、あれだ、あの子達」

　正輔が少し離れた場所に立っている女子の一団を指す。ちょうど目が合ったが、その途端彼女たちがびくり、と肩を震ふるわせたのが分かった。いつもの反応だ。

　正輔が近づくと、その中の一人が「何でスーツなの？」と口にした。

　どうやら彼女が幹事らしい。

「や、ちょっと入学式で」

「ああ、そうだっけ。で、そっち関根の友達？」

　視線が俺に向けられる。妙みように馴なれ馴れしい。刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きや、人を斜ななめ下から見る仕草が、好きになれそうにないと思った。合コンなんて初めてで分からないが、初見でお互い気が合わなくても、一応食事ぐらいはするものなのだろうか。

「すいません、こいつ、緊きん張ちようしちゃって。普ふ段だんはもっと愛あい想そういいんですよー」

　黙だまっていると、正輔がそう言って俺を視線で咎とがめる。愛想が良かった事なんて一度もないが、始まる前から雰囲気を悪くさせるのは張り切っている正輔にも悪いので、肯こう定ていするように頷うなずく。

「もう一人は？」

　彼女の言葉に、正輔がきょろきょろと辺りを見み渡わたした。

「あ、あれです！」

　駅の方を見て正輔が声をあげる。視線の先には女子に話しかけられている麻人がいた。遠くから見ても、可愛かわいらしい女子の前で断るように手を挙げて、こちらに歩いてくる。

「お前、今の……」

　近づいてきた麻人に正輔が恐る恐る口を開く。

「何？」

　まるで何事も無かったかのように、強こわ張ばった正輔に向かって首を傾かしげる。「女子から声を掛けられることなんて日常茶さ飯はん事じですが、何か？」と言いたげな口くち振ぶりだ。

「遅おくれてごめんね」

　麻人は俺達にそう言うと、例の気味の悪い笑顔を女子に向ける。俺はどうしてもこいつの笑顔は好きになれない。見る度たびに、下手へたな映画の吹ふき替えみたいな違い和わ感かんが付きまとう。

　けれどそう感じるのは俺だけらしい。

「あ、全然！　私達も今来たところだし」

「えっと、どこ、行く？」

「あ、関根クン、お店予約しておいてくれた？」

　さっきまで不ふ貞て不ぶ貞てしい態度だった幹事も語ご尾びを上げて「関根クン」と口にする。麻人の顔は、女子にはかなり効果があるようだ。

「あ、えっと、どっか適当に駅前に入ればいいかなって」

　その返答に、彼女の視線がきつくなった。途と端たんに正輔がたじたじになる。

　コート上では敵将として威い圧あつ感かんのあった男だ。後こう輩はいを叱しつ責せきしている姿も度々目にしている。その正輔が女子相手に困ったように視線を彷徨さまよわせるところは、できれば見たくなかった。

「決まってないなら、俺の知ってる店でいい？」

　麻人はそう言うと周りの返答も聞かずに携けい帯たい電でん話わを取り出し、人数を告げて席を確保した。

「空いてるみたいだから、行こうか？」

　悔くやしいがスマートだった。歩き出した麻人の後に、女子が付いていく。俺と正輔はオリエンテーションの時と同様に、麻人の背中を見ながら歩いた。自然と空いてしまった女子との距きよ離りが、勝敗を物語っている。

「……言っただろ、悠仁。これが経験値だ」

　早くも燃もえ尽つきた顔で正輔が口にする。

「正輔、お前が諦あきらめるなって言ったんだろ？」

「いや、もうこれはコーチがタオルを投げ入れるレベルだよ」

　店についても形勢は変わらなかった。むしろ女子はさらに麻人に対する評価を上げたようだ。

　店内は、西洋の教会風の作りをしていた。天てん井じようからは黒こく檀たんのシャンデリアが吊つり下がっていて、明かりを落とした室内は落ち着いている。流れている音楽も、いかにも女子が好きそうだ。俺と正輔なら、間ま違ちがっても二人で訪おとずれないだろう。

「初めて来たけど、雰囲気いいね」

「料理も美味おいしいよ」

　席に案内され、渡わたされたメニューリストを見ながら、慣れた様子で麻人が口にした。

　全員分の料理を注文してグラスが運ばれてから、麻人の仕切りで自己紹しよう介かいが始まる。相手は三人とも女子大生だった。正輔が幹事とバイトで知り合った事や、彼女だけ年上で残りの二人は俺達と同い年であると知った。強気な態度は年の差が理由だったらしい。

「や、でも年上って俺好きです！　なんかお姉さんって憧あこがれるし！」

「一歳しか離はなれてないから年上扱あつかいやめて」

「そうですよね！　たった一歳ですもんね！」

　おかしな風にテンションの上がった正輔と冷めた幹事のやりとりを見て、場を和なごませるように麻人が上手うまく舵かじ取とりして話題を変える。

　その様を端はたで見ながら、何となく二人のコンビプレイに通じる物を感じた。高校時代は引き立て役だったと正輔は言ったが、コート上では麻人が正輔を引き立てている。今も決して正輔を貶おとしめるような盛り上げ方はしていない。やはり麻人は、俺以外には基本的に優やさしいようだ。

「三人ともバスケしてるんだ？　だから背が高いんだね」

「バスケなんて小学校以来やってないけど、ドリブル凄く苦手だったぁ。足の爪つま先さきにぶつかって、どっかに行っちゃうんだよねぇ」

「慣れれば簡単ですよ！　なんなら俺が教えますし！」

「正輔よりも俺の方がドリブル上手いけどね」

　正輔が胸を張り、麻人が笑いながら口を挟はさんだ後で「でも、リバウンド率は遥はるかに正輔の方が上だけど」と付け加える。

　確かにその通りだった。麻人は身長もウェイトも正輔に劣おとるので、ゴール下では競せり負けることが多い。

「ドリブルに上手い下手があるの？　できるできないじゃなくて？」

　俺の横の子がそう口にする。先さき程ほどドリブルが苦手だと言った彼女の手はとても華きや奢しやに見えた。

「あるよ。手が小さいと確かに難しいかもな」

　彼女が俺に掌てのひらを見せた。合わせてみると第一関節が丸々余る。

「悠仁君の手、大きいねぇ」

「悠仁の手よりも正輔の手の方が大きいよ」

　麻人がそう言うと、正輔の掌にも女子の掌が触ふれ合った。会話が止まりそうになると、麻人が話を回す。見知らぬ同士なのに話題は尽きなかった。確かに俺と正輔だけではこうは行かなかっただろう。俺も麻人の方を見さえしなければ、それなりに楽しく過ごすことができた。

　何度か自然に席が替かわって、俺の横には先程とは違う女子が座る。

「悠仁君て、最初怖こわそうだと思ったけどそうでもないんだね」

「よく言われる」

「正輔君と並んでると余計怖く見える。最初見たときどうしようって思った」

　笑いながらそう言われて、苦く笑しようする。身長があるのに愛想がないから、そう見えるんだろうが、麻人みたいに振ふる舞まうことは出来ない。やろうとしても上手くいかないだろう。

「でも……かなり格好良いとも思ったんだ。今話してても結構どきどきしてる」

　そう言って摑つかまれた右手が、そのままラウンドネックのワンピースから剝むき出しになってる胸の上の方に当てられる。

「分かる？」

　手の甲こうの関節部分が、柔やわらかな肉に触れる。白くて丸いそこに触れたのは初めてだ。

　思わず、固まっていると「悠仁君？」と不思議そうに名前を呼ばれる。

　慌あわてて手を引っ込めると、笑え顔がおを深めながら「意外と、純情な感じなの？」と微笑ほほえまれた。

　その口振りからすると、胸の鼓こ動どうを伝えるのだけが目的じゃなかったらしい。動どう揺ようしていると、くすりと麻人が笑う声が聞こえた。

「騙だまされちゃだめだよ。悠仁は、かなり遊んでるから。それで地元にいづらくなってこっちに出てきたんだしね」

「言ってろよ」

　麻人の噓うそにうんざりしながら投げやりに言ったが、周りは俺の言葉を信じなかった。

　事実を誰だれより知っている正輔は曖あい昧まいな顔をしていた。俺をフォローしたいのかもしれないが、だからといって本当の事を口にするわけにも行かず、口元をもごもご動かしている。

「でも私はそういう人の方が好き。ちょっと、Ｍ……入ってるし。結構なんでも言うこと聞いちゃうな」

　甘い吐と息いき混じりに彼女が笑った。初対面の女子に、あからさまな好意を寄せられて戸と惑まどう。

「そうなんだ」

　それ以外に言葉が見つからなかった。突つき放されたと思ったのか、彼女は少し不満そうな顔をしたが、すぐに「そういうところ、悠仁君て格好良いよね。なんか余よ裕ゆうって感じ」と言った。

　良い雰ふん囲い気きになっていたんだと思う。正輔も隣となりの子と旅行話で盛り上がっていたし、麻人はいつものように気味の悪い笑顔を浮うかべながら幹事を笑わせていた。

　だけどその場が突とつ然ぜん凍こおり付いたのは、正輔の隣に座った女子の一言がきっかけだった。

「去年カナダに行って来たんだけど、その時は全身毛皮だったな。首はラビットファーのマフラーで、コートはミンクで、帽ぼう子しはロシアンセーブルにしたのにそれでも寒かった」

「全身毛皮って凄すごいね。もしかしてお嬢じよう様さまなの？」

「そんなことないけど、ママも好きだから毛皮のコートは二十着近くあるよ。最近は毎年一着は必ずコート買ってるんだけどぉ、二百万以下の毛皮って良い物がないから、いつも大体それ以上のやつ買ってるかな」

「へぇ、凄いね。うちなんて……」

　そう言いかけた正輔が、はっとしたように麻人を振り返り、ぎくりと顔を強こわ張ばらせた。

　途端に、正輔がごそごそ顔を触さわりだす。額を擦こすった後に唇くちびるを触る動作を繰くり返している。確かコレは「エマージェンシー」のサインだ。

　けれどそんなサインを出されても、今の話のどこが悪かったのか分からない。

　首を傾かしげると、途端に麻人が「ねぇ」と口を開く。それまで気味の悪い笑みを浮かべて話していたのに、今は無表情に正輔の横に座る女子を見ていた。

　顔が整っていて普ふ段だん愛あい想そうがいいだけに、表情を消した麻人は酷ひどく冷たく見える。

「毛皮ってどうやって作るか知ってる？」

　先程までの穏おだやかな口調とは違い、責めるような声こわ音ねだった。

「え？」

「そういうの、ろくに考えないで自じ慢まんできるって、かなり図太い神経してるね」

　言葉は多分に棘とげを含ふくんでいた。俺は麻人らしくない台詞せりふに思わず目を瞬まばたく。麻人は俺や正輔以外の奴やつに対して、驚おどろくぐらい〝優等生〟として接する。

　誰かを怒おこるときは、まるで教師が優しく言い含めるように窘たしなめていた。こんな風に嫌いや味みな口調で人を非難するのを見たのは初めてだ。しかも相手は女子だ。

「……なんか、感じ悪い。作り方なんて知ってるけど、動物なんて毎日どっかで殺されてるんだからぁ、それだったら毛皮だけでも有効に活用した方がよくない？」

　あーあ、と正輔が頭を抱かかえる。その理由は俺にも分かった。

　俺は未いまだかつて、麻人に口で勝った人間を見たことがない。恐おそらく正輔もそうだろう。

「それにアタシはぁ、野の良ら犬とか野良猫ねこは可哀かわい想そうだから早めに殺してあげた方がいいと思うし。だって、生きるの大変だもん。生まれ変わったら、いい環かん境きように生まれられるかもしれないでしょ。ウサギやイタチだって野生で生きるよりも殺されて、毛皮になる方が幸せだよ」

　毛皮なんてあまり身近に感じたことがないから、それまで深く考えなかった。フェイクファーとリアルファーの区別もつかないので、何を麻人が怒っているのか分からなかった。

　けれど「殺す」という単語を聞いて、ようやく何が問題なのか気付く。

「その論法だと君も殺してあげた方がいいのかな？　君みたいな人間も生まれ変わったら、もっとましになれるかもしれないね」

「はぁ？　なんなの、いきなり。なんでそこまで言われなきゃならないの？」

　彼女は麻人を睨にらみ付けながらも、徐じよ々じよに目元を潤うるませる。非難するように他ほかの女子が麻人を見た。幹事が「今のは酷くない？」と口にする。

「ファーなんてみんな持ってるじゃない。どんな動物の毛かなんて知らずに使ってる人だっているのに、なんでそういうこと言うの？　私達だけじゃなく他の人達にもそう言えば？」

「みんながしてるから良いなんて、小学生レベルの言い訳だと思わない？」

　麻人が非難するように言うと、とうとう責められていた女子が泣き出す。

　先程まで盛り上がっていた雰囲気が、急速に冷えていく。

「もういい、捨てればいんでしょ」

「捨てられたら……それこそ何のために殺されたのか分からないな」

「麻人」

　これ以上責めるな、という意味で名前を呼ぶ。麻人の視線が俺に向けられた時、女子は泣きながらも麻人を睨み付け、立ち上がる。それを追いかけるように他の女子も席を立った。

「関根、後で電話するから」

　幹事は正輔に鋭するどい視線を向け、「後で文句を言ってやる」という意味合いでそう言うと、レストランを出ていく。彼女の後ろ姿が見えなくなると、正輔はぐったりと背せ凭もたれに崩くずれた。

「あーさーとーぉー……」

　非難と落らく胆たんが混じった声で名前を呼びながら、正輔は両方の耳朶みみたぶを摘つまむ。サインの意味は思いだせないが、恐らく「がっかり」か「帰りたい」のどちらかだろう。

「お前さぁ、ちょっとは我が慢まんしてくれよぉ。女の子に殺すとか、生まれ変われはないでしょ」

　泣き出した女子の語ご尾びを伸のばす話し方が移っている。

「合コンなんだからさぁ、空気読んで抑おさえてくれよぉ。そういう話題はもっとこう、真面目まじめな席ですればいいじゃん。楽しい席でわざわざ暗い話題持ち出す必要ないだろぉ。それにお前だって殺された動物の肉食うじゃん」

　そう言って正輔はサラダに載のっていた生ハムを指で摘むと、口の中に放り込んだ。

「空気なんかどうでもいい。食べるために動物を殺して、その皮や毛を利用するのは理解できるけど、装そう飾しよくのために殺すのは間ま違ちがってる。毛皮を自慢するのは動物虐ぎやく待たいを自慢するのと同じ。それに俺が肉を食べるのは残して捨てるのが嫌いやだからで、自分から注文することはないよ」

　確かに麻人が注文した料理は肉を使わない野菜中心のものがほとんどだった。肉料理は、追加で正輔が頼たのんだものだ。

「お前が動物大好きなの知ってるけどぉ、その意見を他人に押しつけるのはやめてくれよ。あと少し我慢してくれたら、お持ち帰りだったのにぃ」

　正輔の下心を含んだ野望をうち砕くだいた事に対して、麻人が悪びれる様子はない。

「毛皮がそんなに嫌きらいなら、デザイナーとかブランドに直接抗こう議ぎしろよぉ」

　正輔はそう続けたが、麻人がそれに対して口を開きかけたのを見て、慌てて両手を顔の横で上げて負けをアピールする。麻人と口論する技術も気力もない、という意思表示だ。

　なんとか言ってやってくれよ、と正輔が俺に視線を向ける。

　俺は何も言わずに首を振ふった。女子が帰ってしまったんだから、合コンはこれで終しゆう了りようだ。

　予想通りの事態だから、それほど落胆はしていない。

　唯ゆい一いつ予想と違ちがうのは、麻人までもが俺達や伝票と共に置き去りにされていることだ。

「台無しにしちゃったから、ここは俺が奢おごる」

「うー……今日卒業できるかもしれなかったのにぃ」

「なら、今度は俺が幹事やるよ。週末でいいだろ？」

　麻人が提案すると、正輔はこくりと頷うなずく。

「…………今日の子より可愛かわいいのをお願いします」

　正輔はそう言うと、意い気き消しよう沈ちんしたようにふらふら立ち上がる。

　三人で店を出て電車に乗ると、正輔は途と中ちゆうの駅で降りた。行き先が同じなので、残念ながら俺と麻人は同じ電車に乗っている。俺は立ったままだが、麻人は傍かたわらの席に座った。

「悠仁も、残念に思ってる？」

　隣に座った女子のことを思い出す。胸の柔やわらかな感かん触しよくは、まだ手に残っている。

「別に」

「噓つかなくてもいいのに」

　噓うそでも、格好つけているわけでもない。本心だ。初めからこれは負け戦いくさだった。

　それに一ひと目め惚ぼれでもしない限り、合コンで初めて会った相手にそれほど執しゆう着ちやくできそうにない。顔は可愛いと思ったが、だからってこの後を期待するつもりもなかった。正輔のように初対面の相手と寝ねたいとは思わない。そんな風に考えてしまう辺り、こういう出会い方は向いていないんだろうと漠ばく然ぜんと考えながら、麻人を見下ろす。

「悠仁はああいう子がタイプ？」

　目が合うと、麻人は笑ってそう聞いてくる。

　誰だれを指しているのかは分からないが、好みの相手はいなかった。そもそもあんな短い間では好みかどうかも分からない。

「別に」

「悠仁の好きな子のタイプ教えてよ。小学生の時とまだ一いつ緒しよ？　スポーツができる明るくて元気な子が好き？」

　俺は麻人の質問を無視した。どうせ何を答えても、馬ば鹿かにした答えが返ってくるだけだ。

「最初から壊こわすつもりだっただろ」

「…………どうしてそう思うの？」

「お前が俺のことを嫌いだからだよ」

「どうして？」

　同じことを同じ口調で聞かれると同時に、服の袖そでをツンと引っ張られた。

　鬱うつ陶とうしくなって、何も言わずに思わず麻人の腕うでを振り払はらう。目的の駅に着いてからは、距きよ離りを作りたくて足早に歩いた。家に着くまで時折後ろから名前を呼ばれたが、振り返らなかった。

　真後ろにいるのは分かっていたが、俺はできるだけ大きな音を立てて玄げん関かんを閉め、そのまま自分の部屋に向かう。一人きりの部屋に入るとようやく落ち着く。

　しばらくして、携けい帯たい電でん話わが震ふるえた。

『もしもし、悠仁？』

　正輔からだった。今夜の愚ぐ痴ちだろうと思いながらも用件を尋たずねる。

『そのさ、一応言って置こうと思うんだけど、麻人の前で動物の悲ひ惨さんな話題は禁止な』

「……どういうことだ？」

　女子に対する未練と、麻人に対する憤いきどおりの電話だと思っていただけに、拍ひよう子し抜ぬけする。

『高校のときも何度かあったけど、動物虐待とか、あと毛皮や革かわ製品とか、あいつそういうの本当にダメでさ。前に先せん輩ぱいにも突つっかかってたし……。クラスの女子にも化け粧しよう品ひんの実験がどうとかって言ってたし。お前知ってるかと思ってたよ』

「知らなかった」

　小学校時代はあんな風に怒おこったことはなかった。

『だよな、悠仁驚おどろいてたし。あいつ動物が関かかわると、空気読まなくなるんだよ。環かん境きようが劣れつ悪あくだってブチギレて、ペットショップの店長を泣かしたこともあるし……。学校の近くに住んでた寝たきりの爺じいさんの代わりに、犬の世話してた時期もあったぐらいだから』

「あいつがか？」

　外そと面づらが良いのは知っているが、そこまでするのは行き過ぎのような気がする。麻人は基本的に冷めた人間だと知っているから、そんな話を聞いても素す直なおに納なつ得とくできない。

『俺も初めて知ったときは信じられなかった』

　とにかくそういうことだから悠仁も気を付けて、と正輔の電話は切れる。

　動物好き、というのと麻人の印象が一いつ致ちしない。

　俺は昨日届いたばかりの安いパイプベッドに座りながら、子供時代の麻人を思い返す。

　小学生の時、麻人が転入して来たばかりの頃ころは家が近いこともあって、何度かあいつが住んでいたマンションに行ったことがある。だけど覚えているのは白で統一された無機質な部屋と、田舎いなか町には不ふ釣つり合いなほど綺き麗れいな母親の顔だけだった。

「あいつ動物なんか飼ってなかったよな」

　口に出して呟つぶやいてみる。少ない思い出の中で、動物を可愛がっている姿は思い出せなかった。

　けれどその代わりに、瞼まぶたの裏に麻人の泣き顔が浮うかぶ。一体どこで見たのか、少しも記き憶おくにない。中ちゆう途と半はん端ぱに思い出したその光景に、胸の中がもやもやする。

「あいつが泣くなんてことあるのか……？」

　いつの間にか俺は、台無しにされた合コンに憤るよりも、麻人の泣き顔の理由を思い出すことに夢中になっていた。

　でもどんなに考えてもそれ以上は思い出すことは出来なかった。諦あきらめて風ふ呂ろに向かう。

　リビングを通ったときに、二人掛がけ用の少し狭せまいソファの上で丸まって横になる麻人が目に入ったが、自分から話しかけようとは思わなかった。

　風呂から出ても同じ体勢だったが、無視して自分の部屋の布ふ団とんにくるまる。安物だけど、新品の布団は肌はだ触ざわりが良くて、俺はすぐに眠ねむりに落ちた。

　その眠りが、一時間と経たたずに邪じや魔まされるなんて知りもせずに。










　最初に違い和わ感かんを覚えたのは首筋だった。何かが触ふれている。

「ぅ……」

　逃のがれようとするがうまく行かない。体勢を変えたくて動かした足が、何かにぶつかり邪魔される。自分が狭い場所で眠っていると気付き、睡すい魔まと戦いながらうっすらと目を開けた。

　原因が分からずにぼやけた視界が闇やみに慣れるまで瞬まばたきを繰くり返し、自分の首に触れている物の正体に気付く。

「髪かみ……」

　ぼんやりと呟いて、それを手で確かめる。すると「ん」とくぐもった声が聞こえて、はっと目が覚めた。よくよく見ればそこにいたのは麻人だった。

「！」

　慌あわてて起きあがって、ベッドから飛び下りて照明を点ける。

　眩まぶしいのか、むずがるように腕で光を遮さえぎった麻人が、ゆっくりと震える瞼を持ち上げる。

「……お前、何してんだよ！」

　思わず怒ど鳴なりつけると、麻人が緩かん慢まんな仕草で欠伸あくびをした。

「うるさいな、何時だと思ってるんだよ？　田舎いなかと違うんだから大きな声出すと怒られるよ」

　その言い草を聞いて、目覚めてすぐに蹴けり落とすべきだったと後こう悔かいしながら、ベッドにぼんやりと座っている麻人の目が俺を捉とらえるのを待つ。

　カーキ色の緩ゆるそうなパンツや、白に黒のステッチが入ったラグランの長なが袖そで姿は普ふ段だんの気取った格好とは違い、子供じみて見える。布団の端はしから出ていた爪つま先さきが床ゆかの上に落ちたが、麻人は立ち上がろうとはしなかった。

「人のベッドで何してるんだよ」

　ベッドに座ったままの麻人は悪びれもせずに「寝てた」と非難めいた口調で答える。

　まるでその眠りを邪魔した俺が悪いと言われているような気がした。

「なんでお前が俺のベッドで寝てるんだ」

　怒いかりを通り越こして、困こん惑わくしながら尋ねると麻人は「俺のベッド、海外からの取り寄せだからまだ届かないんだよね。たぶん今いま頃ごろまだ海の上じゃないかな」と言った。

「だったら、ソファで寝てればいいだろ」

「そうしてたんだけど、寒くて。この時期に風邪かぜは引きたくないし」

「知るかよ。さっさと下りろ」

　いくら眠りが深いとはいえ、こんな奴やつが横にいて目覚めなかった俺も俺だ。

　危機管理能力が低下しているのかもしれない。過去に麻人からされた数々の悪行が頭の中を過よぎり、忌いま々いましい気分で奥歯を嚙かみしめた。

「ねぇ悠仁、この部屋いくらすると思う？」

　不意に、今までの寝ぼけたトーンとは違ちがう口調で尋ねられる。

「あ？」

「悠仁の家から貰もらってる金額だと、本来ならこの一部屋だって借りられないんだよ。立地がいいし、新築だからね。実際はその三倍以上はするマンションなんだよ」

「だから何だ。出ていけっていうのか？」

　それなら出ていってやる、と見下ろすと麻人は芝しば居いがかった動作で呆あきれたように、普段は綺麗にセットされている前まえ髪がみを搔かき上げる。

「悠仁を追い出したら、俺が親に怒られるよ」

　麻人はうんざりと口にした。さすがに麻人でも、自分の親には敵かなわないのだろうか。

「そうじゃなくて、一晩ベッドを貸すぐらいいいと思うんだよね。別に、占せん領りようしようってわけじゃない。二人で仲良くシェアすればいいだろ」

「ふざけんな」

　一いつ緒しよのベッドに眠るなんて絶対に嫌いやだと吐はき捨てようとして、それが目的なのだと気付く。男同士で狭いベッドで眠るなんて麻人だって嫌に決まっているが、それを押してまで俺に嫌がらせしたいのだろう。考えてみれば、昔からこいつはそういう奴だった。今回の同居を麻人が了りよう承しようしたのだって、母親を恐おそれただけでなく俺が嫌がる顔を見たかったからだろう。

「でも、悠仁が俺にベッドを譲ゆずってくれるならそれでもいい。床で寝ねるのは少し痛いし、ソファで寝るのもあんまりオススメじゃないけど、悠仁なら頑がん丈じようだし平気だろ？」

　そう言って、再び麻人は俺のベッドに潜もぐり込んで「どこで寝てもいいけど、電気は消してよ」と掠かすれた声で口にする。

「マジで死ね」

　俺の言葉に、小さな笑い声が返ってくる。

　しばらく逡しゆん巡じゆんした。力ずくで麻人を追い出すか否いなかをだ。

　だけど金の話をされた後だと、手を出しにくい。親が幾いくら払はらっているのかは知らないが、このマンションの間取りが大学生の一人暮らしに適しているとは思えなかった。部屋は広々としていて、セキュリティも整っている。駅からも近く、すれ違う住民はみんな金持ちそうだった。

　溜ため息の代わりに舌打ちをする。麻人を追い出さないにしても、俺が床で寝るのは癪しやくだ。

　だからといって、こいつと同じベッドで寝るというのも気持ちが悪い。

　悩なやんでいたら寝ね息いきが聞こえてきて、余計に腹が立った。こいつがベッドで寝て、俺だけが床で寝るなんて許せない。せいぜいお前も嫌がれ、と思いながらベッドに潜り込む。

　スプリングが撓たわんだ。一人でさえでかい男が二人も寝そべる事で、新品のベッドがギシギシと音を立てる。掛かけ布ぶ団とんに潜り込むと、背中同士が触れ合う。それが嫌で出来る限り端に寄っる。意地を張って一緒に寝ることが正しいのかどうか、考えれば考えるほど分からなくなりそうで、麻人の気配を無視して目を瞑つぶった。

　そしてその夜、俺は悪夢に魘うなされた。










　翌朝も、俺の眠りを妨さまたげたのは麻人だった。

　温かいな、と思った瞬しゆん間かんに腕うでの中で何かが動く気配があり、俺は重い瞼を上げてすぐに飛び退のいた。その途と端たんぐらりと体が傾かたむいて、どたっと音を立ててフローリングの床に落ちる。

「う、ってぇ」

　打ち付けた肘ひじと腰こしに顔を蹙しかめながら起きると、ベッドの中ではこちらを向いて眠っている麻人がいた。俺の心情を一ミリも慮おもんぱかる様子もなく、安らかな寝ね顔がおを晒さらしている。

　遠くの方からじわじわ昨夜の記憶が戻もどってきて、俺は苛いら立だち紛まぎれに頭を搔く。

　麻人が俺にくっついて眠っていたのは、掛け布団を剝はがされて寒かったからだろう。俺がこいつを抱だきしめていたのは、無意識のなせる技わざだ。

「気分悪い……」

　記憶にある限り、最悪の目覚めだ。まだ明け方だったが、再び寝直す気にはなれない。

「ランニングでもするか」

　仕方ないから溜め息混じりに服を着き替がえて顔を洗い、スポーツドリンクの入ったペットボトルを一本空にしてから部屋を出た。マンションの鍵かぎをポケットに入れて、三年前に買った音楽プレイヤーを弄いじる。洋楽ばかりが入っているリストを選んで、再生ボタンに触ふれた。

　耳に差し込んだイヤフォンから流れ出すロックを聴ききながら、不ふ愉ゆ快かいな気分を振ふり払はらうように走り出す。見慣れない街を走るのは楽しかった。ただ気のせいかもしれないが、田舎いなかと違ってアスファルトが硬かたい気がして、膝ひざが少し心配になる。一時間ほど近所の散策を兼かねたランニングを終えてから、汗あせだくになって部屋に戻ると、麻人はシャワーを浴びていた。

　俺は帰りのコンビニで買った朝食を自室で食べながら、シャワーが終わるのを待つ。

　三十分も経たった頃ころ、いい加減自室に戻っているだろうと思ってドアを開けると、丁度体を拭ふいているところに遭そう遇ぐうする。

　男の裸はだかは見慣れているが、麻人のはどこか違って見えた。美術の時間に目にしたことがある彫ちよう刻こくを彷ほう彿ふつとさせられるのは、肌はだが白いせいかもしれない。

「悠仁も使う？」

　声を掛けられて、思わず見とれていたことに気付く。

　それを気取られないように、麻人を無視して着ていたパーカーを脱ぬぐ。部活でも使っている通気性の良い灰色のＴシャツも脱いで、無造作に洗せん濯たく機きに入れた。

　不意に視線を感じて振り返ると、麻人が俺を見ている。

「なんだよ？」

「え？」

　きょとんとしたように目を開いたのを見て、以前洗濯機の使い方がどうの、と言っていたのを思い出す。

　何か文句があるのかと構えていたが、麻人はへらりといつもの笑えみを浮うかべると、珍めずらしく何も言わずに出ていく。

　一体なんだったんだと思いながら、シャワーで汗を流した。

　浴室には俺とは違うメーカーのソープが並んでいる。ただし洗顔だけは俺と同じメンズ用のスクラブが入った物だった。

　どうせ共同生活をするなら女子とが良かったと思いながら、シェービングフォームを手にして、うっすらと出始めている髭ひげをカミソリで剃そる。

　十分も経っていないだろうが、俺が浴室を出る頃には麻人は部屋にいなかった。自室にいる気配もない。けれど一緒に大学に行くなんて空寒いので、いない方が都合が良かった。

　早起きした分、朝はゆったりとしていたがバスケ部は朝練もあるので、こんなにゆっくりと家を出られるのは今後はあまりないだろう。

　一限を受けている最中にシラバスを捲めくってどの講義を受けるか大体決めた。どの講義も一回目は授業内容の説明が主だったので、三十分ぐらいで終しゆう了りようする。

「とりあえず、俺は前半に遊んで後半に頑がん張ばることに決めた」

　二限で顔を合わせた正輔は食堂でそう言うと、事務局に出す時間割のマークシートを見せた。空き時間が多くて、隙すき間まだらけだ。他人ひと事ごとながらこれで卒業できるのか心配になる。

　呆れる俺の前で、正輔は注文したＡプレートに手を着けた。

「ま、俺らは部活で入ってるから。活かつ躍やくを求められるのは主にそっちだろ」

　正輔の言い訳には一理あると思いながら、パスタをフォークに絡からめて口に運ぶ。

　カリキュラムや部活に関する話をしていると、横の席に女子が座った。ちらりと確かく認にんするように正輔の視線が動く。つられて俺も横を見たが、正輔の好みに近い顔立ちをしていた。

　それまで陽気に話していたのに、途端に正輔は隣となりの話に聞き耳を立てて、無口になる。

　心持ち体が傾いているから、凄すごく分かり易やすい。半ば呆れながら、パスタに付いてきたパンをちぎって口の中に入れる。美味うまいが高いし、量が少ない。

「モデル仲間でもあんな格好良い子いないよ」

「一年だって。誰だれか学部知らないかなぁ」

　耳をすまさなくても、彼女たちの会話が聞こえる。嫌な予感がしたのか、正輔の眉まゆ根ねが寄った。恐らく俺の顔も似たようなものだろう。

「学部は知らないけど、確か入学の辞述べたらしいよ」

「っていうことは試験トップだったんだ。凄いね」

　正輔の顔が落らく胆たんに変わる。入学の辞を述べたのは、麻人だった。

「……男は顔じゃないよな」

「ああ」

「成績でもないよな」

「ああ」

「やっぱ、男はスポーツだよ。うん」

　自分に言い聞かせるようにそう言った正輔は、ぐっと拳こぶしを握にぎる。服の上からでも上じよう腕わん筋が盛り上がったのが分かる。

　しかし、放課後の部活で親しん睦ぼくのために先せん輩ぱいと行った試合で、敵チームに配置された麻人に自らのパスを悉ことごとくカットされた挙げ句、目の前でスリーポイントを決められて、正輔はとうとう「男は筋肉だ」と言い出す。さすがにそれは同意できなかった。

　人数が多いので、新入部員は二チームに分けられた。俺は次の試合に出るので、先輩や他ほかの新入生に交じってプレイする正輔や麻人を眺ながめる。

「やっぱり、まだ割り切れなかったりするのか？」

　不意にそう聞かれて振り返ると、二年の先輩が立っていた。大学リーグで去年活躍したポイントガードの一人で、麻人や正輔と同校だったはずだ。俺も試合で対戦したことがある。

　確か名前は原はらだった。

「どういう意味ですか？」

「白峰は麻人にぶつかってファウル貰もらっただろ？　それで、退場だったよな？」

　にやにや笑いながら聞かれる。性格悪いな、と思いながらも先輩なので「別に、気にしていません」と答えた。

「終わったことですから」

「ならいいけど。麻人は理想的なシューティングガードだから、仲良くしないとさ」

　先輩の視線の先に麻人がいる。先輩の視線にはただの後輩を見る以上の意味が込められているように見えた。まるで好きな相手を見るような、そういうおかしな雰囲気がある。

　試合は麻人のチームが勝った。悔くやしそうな正輔に対して、麻人は「子こ供ども騙だましのフェイクに引っかかるの、どうにかした方が良いよ」と煽あおる。

「お前なんかフェイクばっかりの人生のくせに」

　正輔の言葉に、麻人は肩かたを竦すくめてリストバンドを外す。

　俺の傍かたわらを通り過ぎる時に、その細い指先が肩に掛かかった。

「嬉うれしいな。久ひさし振ぶりに、悠仁のプレイが見られる」

　嫌いやみな奴やつだ。先輩には気にしていないと言ったが、我が慢まんできずに邪じや険けんに振り払う。

「膝はもう大だい丈じよう夫ぶなんだな？」

　ヘッドコーチにそう尋たずねられる。ＩＨ以降、何度も聞かれた質問だ。

　膝を痛めたのは去年の夏の話で、すでに痛みも違い和わ感かんもなく動く。冬の選せん抜ばつを見ているはずなのにまだ心配しているコーチを安心させるように頷うなずく。

「問題ありません」

　それを証明するために、コートに入る。同じチームとして二十分間試合をすることになった仲間の輪に加わる。話したことはなくても、顔見知りは多い。ＩＨで対戦したことのある奴もいる。

　試合の始まる直前、俺の近くに立っていた奴が話しかけて来た。

「去年の夏、準決勝で俺たちと戦うのは白峰のところだと思ってたよ」

　その言葉に、苦い想おもいが込み上げる。俺だってそう信じていた。

　だけど何も言わずに、ボールの行方ゆくえを見て走り出す。試合が始まれば、過去のことなんて考えずに済んだ。考える必要があるのは、過去じゃなくて先の話だ。新人戦、関東リーグ、全日選抜。ＩＨはもう既すでに、終わった話だ。

　自分に言い聞かせながら、コートの外から俺を見ている麻人の視線を振り払うように奪うばったボールでシュートを決めた。










　その夜、俺は再びベッドの中で目を覚ました。

　慣れない他人の温ぬくもりに、ごそごそと寝ね返がえりを打つ。そこには昨日と同じように、俺の方を向いて眠ねむる麻人がいた。久し振りの部活で疲つかれたのか、無防備な顔をしている。

　うっすら開いた唇くちびるから、かすかな呼吸音が聞こえた。

　一いつ緒しよにプレイしたことがあるから知っているが、麻人に大したパワーはない。俺だけでなく、色んな選手によく吹ふっ飛ばされている。力では簡単に麻人を押さえつけられるだろう。

　スピードは麻人の方が多少優すぐれていても、逃にげる隙すきを与あたえなければ勝てる。

　だからこんな風に、無防備に眠る麻人のことが信じられない。腹を空かせた猫ねこの横で鼠ねずみが眠るようなものだ。俺の苛いら立だちを知っているのに、何故なぜ平然とベッドに入れるのか分からない。

「お前の危機管理能力も壊こわれてんじゃねえの？」

　思わずそう呟つぶやいて、柔やわらかそうな口元を眺めた。

　一度、俺はこいつに手を上げたことがある。

　麻人達がうちの学校に練習試合に訪おとずれた時、人ひと気けのない校舎裏で戯たわむれにキスをされて、ほとんど反射的に殴なぐりつけた。思った以上に力が乗ってしまい、麻人の唇は切れた。

　そのとき反はん撃げきするでもなく、麻人は気味の悪い笑みを浮かべると、「初めてだったの？」とからかった。腹が立った。けれど壊してしまいそうに思えて、それ以上は殴れなかった。

『変態かよ』

　侮ぶ蔑べつを込めて吐はき捨ててから、背を向けた。その後で皮が剝むけるほど擦こすった唇には、しばらく麻人の唇の感覚が残った。同時に、あいつを殴った時の感覚も手に残っていた。

　ベッドを占せん領りようされても、何をされても俺がこいつを殴れないのは、恐おそらくその時の記き憶おくがあるせいだ。滲にじんだ赤い鮮あざやかな血の色が、頭の中から離はなれない。

「全部こいつが悪いんだけどな」

　なのに何で俺が、未いまだに罪悪感を感じないといけないんだ。

　溜ため息を吐くと、麻人の前まえ髪がみが少し揺ゆれる。伏ふせた長い睫まつげが作り物じみて見えた。

　初めて会った時は、無口で少し暗い奴だった。

　こいつが気味の悪い笑顔を見せるようになったのは、いつからだっただろうか。いつから、クラスで目立つようになったのか。今まで気にもしなかったことが、急に気になった。

　麻人は頭も良くて、人にも好かれる。けれど、何にも興味が無いように見えた。唯ゆい一いつバスケだけは熱中しているようだが、それ以外は義務的に行っているように思える。例えば勉強にしても運動にしても、俺が知っている小学生時代の麻人が何かに強く惹ひき付けられているようには見えなかった。

「何、考えてるんだ？」

　答えない寝ね顔がおを見ながら、こいつが目を閉じていれば少しは好きになれるかもしれないと不意に思った。










「すまん！」

　金曜の夜、シャワーを浴び終わって更こう衣い室で着き替がえていると、正輔が俺に向かって拝んだ。

「何が？」

「今日の合コンは諦あきらめてくれ！」

「は？」

　一体何の話だと言いかけて、そういえば先日台無しになった合コンの代わりに麻人が場を設けるという話だったのを思い出す。

「麻人が〝悠仁と正輔が並んだら銀行強ごう盗とうにしか見えないよ〟って。次は必ず誘さそうから！」

　下手へたな声真似まねをしながらそう言う正輔に「別に、最初から行くつもりなかった」と答える。

　けれど正輔は申し訳なさそうな顔で「次こそは！」と言いながら、香こう水すいをかぶれそうなほど耳の後ろに振ふりかけて、更衣室を出ていった。

「なぁ白峰、言いにくいと思うけど香水つけすぎだってことと、傭よう兵へいみたいな格好はやめろってあいつにアドバイスしてやれよ」

　先輩の一人が鼻の頭に皺しわを寄せてそう口にする。しかし俺が言わなくても麻人が言うだろう。

　合コンは忘れていたが、正輔と飯を食いに行くつもりだった。実家とは違ちがい、真っ直すぐ家に帰っても食事はない。一人で外食をすることに決めて、香水の匂においが充じゆう満まんする更衣室を出た。

　自宅や大学の近くで食べたい気分じゃないが、それ以外の店はどこも知らないので、本屋に寄ってガイド本を開く。近場の店を探していると、値段も安くて近い店を見つけた。

　掲けい載さいされている料理も美味うまそうで、地図を覚えてから本ほん棚だなに戻もどす。ついでにいつも買っているバスケ雑誌を一冊買って、記憶をなぞりながら店に向かう。恋こい人びと達の横を通り過ぎながら、彼女がいる連中が羨うらやましくなった。小学校の時や中学の時に好きになった女子はいたが、結局告白はしなかった。

　高校は男子校だったのでそもそも出会いもなかったし、見知らぬ子に告白されても付き合う気にはなれなかった。今は好きな女子はいない。だけど恋人は欲しい。

　矛む盾じゆんしているような気がした。

　正輔は今いま頃ごろ運命の相手と出会えただろうか。俺も積極的にそういう会に参加すべきなんだろうが、ああいうところで相手を探すのも間ま違ちがっている気がした。

　先さき程ほど覚えたばかりの店の名前が付いた看板の前で足を止めて、結論を焦あせっている自分に苦く笑しようする。腹が減っているからマイナス方向に考えるんだろう。

　さっさと空腹を満たしたいと思いながらドアを開けた。しかし店は賑にぎわっているようで、店の中は案内待ちの客で混雑している。

　ただ飯を食うだけに並んだり、待つつもりはなかった。

　出直そうとした時に、列の一番前にいた女子のグループが俺を見て「あ！」と声をあげる。

　見覚えがない子達だった。思わず自分の背後を振り返ったが、誰だれもいない。

「白峰君、だよね？」

「え、うそ！　本当だ、白峰君だ」

　名前を呼ばれ頷うなずくと、彼女達は笑顔を浮うかべたが、誰だったか思い出せない。

　けれど、中の一人が眼鏡めがねのブリッジを上げる仕草を見て、小学生の時の学級会が頭に浮かぶ。

「もしかして、委員長？」

　そう聞くと、彼女は笑顔で頷く。地元では小学生以来会うことは無かったのに、東京で偶ぐう然ぜん顔を合わせるとは思わなかった。

「久ひさし振ぶりだね！　一人で来たの？　良かったら私達と一緒に食べない？」

　誘いを断る理由はなかった。大して仲良くは無かったが、一応同郷という共通点もある。

　案内された個室は少し狭せまく、五人だと窮きゆう屈くつになる気がしたが、女子は小こ柄がらなので懸け念ねんしたほどではなかった。これがバスケ部の連中なら、酸欠になりそうなほどの圧あつ迫ぱく感かんだっただろう。

　適当に料理を注文してから改めて彼女達を見回したが、思い出せたのは委員長だけだった。

「東京に出てきてるの？」

「ああ」

「私達もこっちの大学なの。委員長だけ神奈川だけど」

「横よこ浜はまって言って」

　言い直しを要求してから、委員長は「今度、こっちに出てきてる仲間で同窓会しようって話してたんだけど、白峰君も参加しない？　あ、因ちなみに他ほかに誰か知ってたら声かけて欲しいな」と口にする。

「正輔なら同じ大学だけど」

　言ってから正輔は同じ小学校じゃなかったと思い出す。

　しかし、委員長は知っていたようで「正輔って、関根君のこと？」と聞いてくる。

「私達、中学で一緒だったけど、関根君って凄く見た目怖こわくない？」

　その言葉を否定できずにいると、他の女子が「どんな感じなの？」と口を挟はさむ。

「これから強盗に行くぞって、感じ」

　今日は迷めい彩さい柄がらのパンツに黒のタンクトップで「これから戦争に行くぞ」って感じだった。

「良い奴やつだよ。見た目が怖いだけで」

「それって白峰君みたいに？」

「俺、そんなに顔怖いか？」

　夜道で目の前の女子が逃げるように走り出すことがあったり、学生時代に後こう輩はいから脅おびえられた経験があるので、ある程度の自覚はあるが改めて聞いてみる。

　三人の女子は首を傾かしげるが、俺を怖いと言った一人の女子は強く頷いた。

「私、みんなが声かけた時に驚おどろいた」

　四人の中では一番派手な格好をした女子がそう言うと、周りは「そっか、小学校一緒じゃないんだよね」と口にする。

「うん、私みんなとは中学からだから。白峰君と会うのも今日が初めて」

　ね？　と聞かれて曖あい昧まいに頷く。委員長以外の女子とは全員今日が初対面の気分だが、それは今いま更さら言えない。

「確かに見た目は怖いけど、でも話してみたら案外怖くない」

　笑え顔がおでそう言われて、少し安心する。

「白峰君は怖くないよ。正義感が強くて、五年生の頃ころに友達を虐いじめてた六年生と喧けん嘩かしたこともあったもんね。白峰君はいじめとか、そういうのが大だい嫌きらいだったよね」

　委員長にそう言われて、バスケ部の友達が先せん輩ぱいに嫌いやがらせを受けていたことを思い出す。

　喧嘩になり、最後は先輩を部から追い出す形になった。他の奴からは感謝されたものの、後味は悪かった。いじめは嫌きらいだが、今考えるとあそこまでする必要は無かったのかもしれない。

「他には誰かいない？」

　子供時代の自分を反省していると、別の女子にそう聞かれた。

　運ばれてきた料理に口を付けながら考える。同じ高校や中学の奴なら何人か知っていたが、小学生時代の知り合いで東京に出てきている奴は他に一人しかいない。

「……麻人」

　苦々しく呟つぶやくと、途と端たんに女子の顔色が変わる。

「麻人って、もしかして小泉君!?」

「うそ！　小泉君もこっちにいるの!?」

　小学校以来の懐なつかしい女子の反応だった。予想はしていたが、若じやつ干かんうんざりする。

　麻人が絡むと、女子がうるさくなる。高学年になったとき、一時期女子の間で軽いいじめが流行はやったことがあった。

　原因は麻人だった。麻人の好きな女子がクラス内にいると噂うわさが流れ、それっぽい女子がクラスで無視された。そういえば、確か委員長も標的になったことがある。

「ちょっと、彼氏いるんでしょ？　だったら小泉君狙ねらわないでよ」

「小泉君と親しくできるなら別れるもん！」

「ねぇねぇ、白峰君！　もしかして携けい帯たいのアドレスとか知ってる？」

　そう聞かれて、俺は首を振る。住所は知っているが、携帯は知らないし知る必要もない。

「知らないけど同じ大学」

　聞かれるままに大学名を答えると、女子はさらに盛り上がった。

「やっぱり、小泉君て頭いいんだ。っていうか白峰君も」

「俺は推すい薦せんだから」

「でも、凄すごいよ。そういえば小学校のときって、男子は小泉派と白峰派に別れてたもんね」

「は？」

　初めて聞いた。確かによく遊ぶ連中は固まっていたが、だからといって派は閥ばつなんて作った覚えはないし、教室では誰にでも隔へだてなく話しかけていたつもりだ。

「でも小泉君って、達観してるよね。輪の中心にいるんだけど、騒さわぎの中心にはいない感じ」

「そうそう。引率者、みたいな。そういうところが凄く大人っぽかったな」

　その言葉に「そんなことないだろ」と言った。麻人は小学生の時から嫌みだったし、下らない悪戯いたずらや嫌がらせを仕し掛かけてきていた。とても大人な対応じゃない。

「白峰君だけ例外だったんじゃない？」

　委員長がデザートのザッハトルテを口に運びながら苦笑する。

「小泉君、よく白峰君のこと気にしてたし。ライバルだって認めてたのかも。なんかいいね、男同士のそういうの」

「うん、女子はライバルと友情ってあんまり両立しないもんね」

　勝手に美化されたその意見に思うところはあったが、今まで麻人にされたことを一つ一つあげつらう気にはなれないので、この話題を終わらせるために「同窓会の件、麻人に伝えておく」と口にした。

「あ、じゃあこれ渡わたしてくれる？」

　慌あわてて自分のアドレスや名前、メッセージなんかをメモに書き始めた女子を見ながら、俺は小学生の時の嫌な出来事を思い出していた。六年の時、教科書や上うわ履ばきがプールに捨てられたことがあった。それだけでなく、家のポストに虫が入れられたり、変な噂を流されたりもした。

　その犯人が麻人だと言われた時に、俺はあいつが大嫌いになった。もともと好きじゃなかったが、それが決定打だった。話しかけられたら最低限返事はしていたが、それ以外は無視した。

　そんな俺を窘たしなめる女子も一時期はいたが、俺が態度を改めることはなかったし、そのうち麻人も俺に話しかけなくなった。

　だから卒業式の日、あいつが「友達になりたい」と言った時に「絶対に無理だ」と拒きよ絶ぜつした。

　麻人は「言うと思った」と笑った。あの時のあいつの表情を今でも思い出せる。俺が嫌いな気味の悪い笑顔を浮かべていた。きっとからかわれていたんだろう。思い出すだけで、不快な気分になる。

　気が削そがれたので、食事の後に委員長達に映画に誘さそわれたが断った。

　帰りがけに「絶対に小泉君に同窓会の件伝えておいてね」と複数の女子に念を押される。

　家路を辿りながら、どうしてみんなあいつの演技を見み抜ぬけないのかと不思議に思う。

　あの笑顔は作り物だ。裏側にどんな感情が隠かくれているかは分からないが、あれが偽にせ物ものだということだけはよく分かる。そういう得体の知れないところが、余計に好きになれない。

　マンションが近づいて見上げると、窓に明かりが見えた。カーテンの向こうで影かげが動いている。

「あいつ、帰ってきてるのか」

　まだそれほど遅おそい時間じゃない。この間と同じように途と中ちゆうで終わらせてきたのだろうか。

　麻人が帰っているなら、どこかで時間を潰つぶすべきだった。顔を合わせれば険悪な雰ふん囲い気きになるのは分かっている。けれどだからといって踵きびすを返すのは俺があいつに臆おくしているようで嫌だ。

「そういえば、最初にあいつを嫌いになったのはなんでだっけ」

　きっかけはとても些さ細さいだった気がするが思い出せない。

　小学生時代の記憶を探りながらマンションのドアを開けると、話し声が聞こえた。対面キッチンのシンクのあたりで、麻人が携帯を片手に話している。

「すみませんが、そういう風にはつきあえないんです。今まで通り、良い関係でいましょう」

　麻人の柔やわらかい声が聞こえて、俺は女子の見る目の無さを実感する。会話の内容から推測すると、恐おそらく年上の女子にでも告白されたんだろう。

　麻人の横にある冷蔵庫を開けると、丁度電話を切った麻人はあからさまに驚いてみせた。

　気配を消したつもりはない。どうやら玄げん関かんのドアが閉まる音すら聞こえなくなるぐらい、電話に熱中していたようだ。

「外で食べてきたの？」

「ああ」

　そう言いながら冷蔵庫から出したサイダーを飲む。

「相変わらずもてるな。大学の奴やつ等か？　それとも合コンの相手か？」

　気まぐれで訊たずねた。普段は俺から話しかけることはあまりないが、何故なぜか気になった。

　麻人は答えない。

　話しかけたことを後こう悔かいしながら背を向けようとして、バッグの中に入れたメモの存在を思い出す。手で探り出したそれは、多少皺しわがついていたが文字の判読に問題はない。

「ほら」

　麻人は渡された紙切れに目を落とすと、すぐにそれを横にあったダストボックスに捨てる。

「おい」

　誰だれにでも外そと面づらは良かったが、中でも女子には特に優やさしかったはずだ。

「面めん倒どうだろ、こういうの。それより、悠仁がまだ彼女達と繫つながってたなんて知らなかったな。女とご飯食べてきたんだ？」

「偶ぐう然ぜん会っただけだ。お前だって女子と合コンだったんだろ」

　何故か責めるように言われて、ぶっきらぼうにそう返す。

「俺は女にはもう飽あきてるから。今日も、盛り上げてすぐに帰ってきた」

「だったら行かなきゃよかっただろ」

　麻人の知り合いとの合コンだからといって、必ずしも麻人が参加する必要はない。

「正輔との取引で仕方なかったんだよ。もてないからって俺に当たらないでよ。もしかして、悠仁って童どう貞てい？」

「悪いかよ」

　隠し立てするような秘密じゃない。バカにされるのは分かっていたが、素す直なおにそう答える。

「薄うす々うすそうかも、って思ってたけどやっぱりそうなんだ？」

　嬉うれしそうに麻人の口角が上がる。至し極ごく楽しそうな感情を乗せた瞳ひとみを見て、口にしたことをにわかに後悔した途と端たんに、「童貞って」と麻人が微笑ほほえむ。

「ある種のプレミアだよね。俺が失ったものを、悠仁には守り通してほしいな」

「お前、ちょっとこっち来いよ。しばらく喋しやべれなくなるぐらい殴なぐってやるから」

　右手を伸のばすとひょいっと避よけられる。

　諦あきらめずに今度は左手で摑つかもうとすると、パチンと軽く弾はじかれた。

　目が合うと、麻人はにやりと笑う。いつもの気味の悪い笑えみとは違ちがうが、だからといって好感を持てるような笑みじゃない。麻人がパスをカットしたとき、ディフェンスをかわしてシュートを決めたときに、この得意そうで少し子供じみた顔を何度か目にしたことがある。

「相変わらずとろいよね」

　お前が素す早ばやいだけだと思ったが、それを口にしても調子づかせるだけなので、何も言わずに麻人を摑まえようとするが逃にげられる。むきになって手を伸ばして腕うでを摑んだ瞬しゆん間かんに、麻人の足を引っかけた。そのまま床ゆかに倒たおれ込みそうになる。ぐらりと体が傾かたむいた瞬間、慌てて自分の腕を麻人の背中に回した。咄とつ嗟さに麻人の体を押し潰さないように膝ひざを立てると、床とぶつかって軽く痛みが走る。まるでじゃれているみたいだと、痛みを感じながら思う。

　何をやってるんだ、と自分の行動に呆あきれながら腕の中を見下ろす。

　麻人は少し赤い顔をして俺の顔を見てから「近い」と呟つぶやく。珍めずらしく動どう揺ようしているらしい。

　俺に摑まえられたことが、それほど意外だったんだろうか。

「麻人？」

　名前を呼んだが、視線は向けられなかった。聞き取りにくい声で何か言っていたから、顔を近づける。庇かばったつもりだが、頭を打ち付けたのかと心配になる。以前殴った時の記憶が蘇よみがえって、不安になった。無意識に背中に腕を回して庇ったのも、それが原因かもしれない。

「……、ろ」

「何？」

「顔近づけるな……。離はなれろよ、気持ち悪い」

「───いい、度胸だな」

　力では敵かなわないことを知っているのに、俺を挑ちよう発はつする麻人の気が知れない。

「気持ち悪いなら、人のベッドに毎晩潜もぐり込んでくるんじゃねえよ」

　そう言いながらも、頭を心配して額にかかった髪かみを搔かき上げると、白い額が現れた。

　体育館でもよく弾き飛ばされているが、審しん判ぱんがいないときはすぐに立ち上がる。転び方が上手うまいのは、嫌というほど知っていた。その麻人が起き上がらないことに不安を覚える。

「触さわるなよ」

　小さな声だった。真っ赤な顔で告げられて、身動きが取れなくなる。

　手を当てたままの額が、じわりと熱くなった気がした。上気した頰ほおと頼たよりない眼まな差ざしにはおかしな色気がある。思わず見入っていると、臍へその辺りに蹴けりがどかっと一発入った。

「っ、お前」

　重い痛みに、蹴られた腹を抱かかえると、その隙すきに逃げ出した麻人が「いくら俺が格好良いからって、触るのはやめてくれる？　俺、悠仁なんか趣しゆ味みじゃないし」と上うわ擦ずった声で口にする。

「俺だってお前なんか好みじゃない」

　腹立たしい言葉を即そく座ざに否定すると麻人の足が空を切って、俺の横顔を蹴ろうとする。

　慌あわてて腕を立てて防ぐ。バスケは飛び跳はね、走るスポーツだ。特に膝を酷こく使しし、足の筋肉はかなり発達する。一見細身でも中学時代からバスケを続けている麻人の足は、もちろんそれなりに筋肉がついている。

「お前、渾こん身しんの力で蹴っただろ」

　受け止めた瞬間、骨が撓しなった気がした。じぃんと未いまだ痺しびれている右みぎ腕うでを庇いながら、睨にらむ。

「むかついたから」

「じゃあ俺も同じ理由で蹴っていいんだよな？」

　怒いかりを押し殺せずに、低い声で脅おどす。

　麻人は蹴ったことで満足したのか、冷めたように「遠えん慮りよする」と素そっ気なく口にして、さっさと自分の部屋に向かう。逃がすかと、伸ばした指は麻人の部屋のドアにぶつかった。

　突つき指になりそうな痛みに、苛いら立だち混じりにドアを軽く殴る。本気で殴れば木製のドアなんて壊こわれてしまいそうだった。手加減しても、大きな音を立てる。自分から仕し掛かけたくせに、逃げた麻人に腹を立てながらも、結局そのドアを開けることはしなかった。

　これ以上麻人と顔を合わせてもお互たがい不快になるだけだ。それに、俺はあいつを殴れない。

　だとしたら続けても、一方的にやられるだけだ。

「こんな家、さっさと出ていってやる」

　自らに宣言するように口にして、俺は自室に引っ込んだ。しばらく麻人に腹を立てていたが、ベッドに入れば怒りよりも睡すい眠みん欲よくの方が勝って、すぐに眠ねむってしまった。

　けれどその穏おだやかな眠りは、布ふ団とんに入ってきた麻人のせいで途と切ぎれる。

「……お前なんで毎回人のベッドに入りこんでくるんだよ」

　さっきあんなに嫌いやがっていたくせに、と思いながら背中に当たる体温に問いかける。

　理解できない。俺から触ふれられるのは嫌でも、自分が嫌がらせで触れるのは良いんだろうか。

　眠る前までは怒おこっていたし、今でも不快には感じているがとにかく眠くて、追い出すのも面倒だ。どうせその辺りも、麻人には読まれているんだろう。

「同じ事、何回も言わせるなよ。ベッドがまだ届かないからだ」

「……天てん罰ばつだな」

　寝ねぼけた声で言った。もし本当に天罰なら、軽すぎる。ベッドの配送が遅おくれるぐらいでは、今までの所行に見合わない。

　麻人は返答しなかった。随ずい分ぶん時間が経たって、俺はいつの間にか微睡まどろんでいた。

「……なんなら、俺で童貞捨てさせてあげようか？」

　不意にそんな声が耳に届いた。意味を理解するのに、しばらく時間がかかった。

「ふざけんな。お前だけは嫌だ」

　掠かすれた声で背後の男にそう告げる。

　経験がないことを、そんな風にからかわれるのは腹が立つ。先さき程ほどリビングで麻人に見み惚とれていたことを見み抜ぬいて、馬ば鹿かにしているんだろう。

「……悠仁のくせに生意気だな。じゃあ一生童貞でいればいいよ」

　小さい声は俺以上に掠れていた。

　気になったけれど、俺はそのまま眠ってしまった。










　翌日は部活後に当番制の掃そう除じを終えると、もう既すでに九時を過ぎていた。

　腹はもの凄すごく空いていたが、財さい布ふを見ると残金が残り少ない。

　このところ新生活に伴ともなう買い物のせいで、散財していた。心こころ許もとない金額に外食を諦めて、部屋に帰ってからラーメンを食べることに決める。

「あれ、悠仁帰るの？　これから一いつ緒しよに飯行こうぜ。卒業のための戦略会議しないとな」

　更こう衣い室で着き替がえていた正輔は俺を見ると、拳こぶしを握にぎった。

「正輔が奢おごってくれるのか？」

「じゃ、お疲つかれ！　気を付けて帰れよ！」

「……」

　同じ懐ふところ事情を抱えている長年の友達に背を向けると、空腹を堪こらえて家路を急いだ。時折、飲食店から美味うまそうな匂においがする。足を止めたくなったが、ここで金を使えば明日以降はろくな食事が取れない。麻人との同居問題がなくても、さっさとアルバイトを見つけるべきだと思い、駅前にあった無料の薄うすい求人誌を手に取って鞄かばんに入れる。

　様々な食の誘ゆう惑わくから逃のがれて部屋に帰り着くと、麻人がリビングにいるのが玄げん関かんから見えた。

「おかえり。掃除ご苦労さま」

　そう言いながら、麻人はしゃがみ込んだまま動かない。近づくと、床に並べられたジグソーパズルに気付いた。真しん剣けんにピースを組み合わせている姿に、少し呆れる。

　俺は確かに麻人が嫌きらいだし突っかかられるとむかつくが、子供っぽく無視するのは気が引けて仕方なく「ああ」と返す。

　こいつの機き嫌げんはよく分からない。昨日は不ふ機き嫌げんだったくせに、俺のベッドに入ってきた。一夜明ければ、こんな風に屈くつ託たくなく接してくる。態度を頻ひん繁ぱんに変えられると、俺もどう接していいのか分からない。一緒に暮らしてから、振ふり回されてばかりだ。

　麻人から視線を外して、キッチンを探さぐる。その時にふと、何も入っていないダストボックスに気付く。シンクも空だった。

「お前……また飯食わないのか？」

　この時間に帰宅しているということは、外食をしてきたわけでもないだろう。

　一緒に暮らして気付いたが、ときどき麻人は食事を抜ぬいているようだ。運動量はさほど変わらないのに、摂せつ取しゆカロリーは俺よりもずっと低い。だから細いのだろう。

「そう言えばお腹なか空いたな。悠仁も、食べてないの？」

「……ああ」

　キッチンにあるはずだったインスタント食品の買い置きを探すが、見当たらない。

　今から外に買いに出るのは面めん倒どうだが、それ以外の選せん択たく肢しはなさそうだ。

　外に出ようとした時に、カウンターの脇わきに置かれた段ボールに気付く。

「なんだ、これ」

　伝票を見ると、俺の実家からだった。べりべりと音を立ててガムテープを剝はがすと、中には野菜とカレーのルーが入っていた。ついでに母親からの手紙も添そえられている。

　封ふう筒とうではなく、透とう明めいなビニール袋ぶくろに入っていたそれには「外食はお金がかかるので、自じ炊すいしなさい」というアドバイスとも命令ともつかない言葉が、素っ気ない白い便びん箋せんに書いてあった。

「自炊って……」

　作れる物なんてせいぜいスクランブルエッグか、具のないインスタントラーメンぐらいだ。

　ドリンクしか入っていない冷蔵庫の中を物色していた麻人は、俺が手にした段ボールを見ると、中に入っている野菜を確かく認にんした。

「カレーでいいならこれから作るけど」

　意外な提案だった。

「お前作れるのかよ？」

　今まで麻人が料理をしているところを見たことがない。せいぜいが電子レンジを使って冷れい凍とう食しよく品ひんを温めている姿ぐらいだ。

「まあね。今日はカレーでいいよね。ルーもあるし」

　念を押すように聞かれる。もしかしたらカレーしか作れないのかもしれない。追及するのも面倒だし、どちらにしろカレーすら作れない俺よりも上だ。

　麻人は箱に入ったままだった新品の炊すい飯はんジャーの釜かまを取り出すと、その中に計量カップで量った米と水を入れて洗い始めた。使い方は何となく分かるが、炊飯ジャーと積極的に接する機会がなかったので、炊飯は慣れた様子の麻人に任せる。

「米なんてどこにあったんだ？」

「この間自炊しようと思って買ってきたんだよ」

　部活と授業で疲れているのによくそんな気分になる。

　半ば感心しながら、野菜を手にした麻人の姿を見ていると、「手伝ってよ」と言われた。

「何すればいいんだよ」

「とりあえず、剝むいて」

　渡わたされたジャガイモと小さめの包丁を手にしながらキッチンを見み渡わたすが、ピーラーは見当たらなかった。仕方なく、包丁をジャガイモに当てる。包丁で皮を剝くのは初めてだった。

　剝けることには剝けるが、皮と共に食べるべき場所がかなり削けずられていく。できるだけ薄く剝こうと思い、刃はを寝かせた途と端たんに力加減を誤る。

　まずい、と思った瞬しゆん間かんにスッと刃が皮ひ膚ふを滑すべったのが分かった。すぐに離はなしたが、それでも人差し指の側面を切ってしまう。

「……あー、悪い」

　じわりと滲にじんだ血が、皮を剝かれたジャガイモの白い表面に広がっていく。

　麻人はそれを見て、さあっと表情を変えた。

「これもう食えないよな？」

　洗えば血は落ちるし、俺は自分の血なので大して気にならないが、麻人は他人の血にまみれたジャガイモなんて食べたくないだろう。勿もつ体たいないが、捨てるしかない。

「そんなことより、早く止血しろよ！」

「大おお袈げ裟さだな、お前」

　慌あわてたように麻人が俺の手首を摑つかむ。その瞬間に、ごろんとジャガイモがシンクに転がる。

　麻人は持っていた包丁を置くと、自分の部屋に引っ込み、消毒薬と絆ばん創そう膏こうを手にして戻もどってきた。

「結構切れてる」

　麻人はそう言いながら、大量の消毒液を俺の手に振りかける。染しみる痛みに顔を蹙しかめると、大きめの絆創膏が巻き付けられた。少し切っただけなのに、随ずい分ぶん大袈裟に見える。

　再び別のジャガイモを手に取ろうとすると「もういい」とそれを奪うばわれた。

「これ以上ジャガイモを駄だ目めにされるのも、台所を血まみれにされるのも遠えん慮りよするよ」

　呆あきれた口調にむっとする俺を、麻人はキッチンから追い払う。

　リビングでテレビを点つけて麻人が運び込んだソファに座ると、床ゆかの上にある作りかけのジグソーパズルに目が留まる。外そと枠わくから作られたパズルは古い世界地図をモチーフにした物のようで、現在の地図とは国名や地形、大陸の大きさが異なっている。

　一人でパズルかよと一いつ瞬しゆん思ったが、それを口にすれば言い負かされるのは目に見えている。

　近くにあった箱には三千ピースと書かれていた。色調が似ているピースごとに小山を作り、効率よくしているところが麻人らしい。

　ソファを下りて、完成図を頼たよりにパチ、パチ、と一つずつピースをはめ込んでみる。

　海には人魚や海かい賊ぞく、雪山にはイエティのような生き物が描えがかれていた。地図の端はしには巨きよ人じんの姿があり、地球は巨人が支えているという説があったのを思い出す。

「勝手にやらないでよ」

　南半球の辺りを重点的に埋うめていると、キッチンから咎とがめる声が聞こえた。

　食しよく欲よくをそそる匂いがしてくる。時計を見れば、麻人が準備を始めてから一時間近く経たっていた。いつの間にかパズルに夢中になって、空腹を忘れていた。

「まだ終わらねぇの？」

　もう既すでに夕飯と言うには遅おそい時間だ。

「人に任せておいて催さい促そくしないでくれる？」

　不満げな声を聞いて立ちあがる。久ひさし振ぶりに嗅かいだカレーの濃のう厚こうで美味そうな匂いに惹ひき付けられるように、キッチンに向かう。

「変な物入れてないよな」

「…………どういう意味？」

　じとりと睨にらまれ、視線を避さけて鍋なべの中を覗のぞき込む。マグマのようにぐつぐつと煮に立たっていた。

「これ、もう良いだろ」

　待ちきれずにそう言うと「子供じゃないんだから出来るまで待ってなよ」とバカにされる。

　大人しく引き下がって再びパズルを弄いじったが、一度空腹を思い出すとそればかりが気になった。ちらちらとキッチンを振り返っていると、しばらくしてから「悠仁」と呼ばれる。

「ご飯盛って。俺の皿使っていいから」

　早さつ速そくカウンターの下の棚たなに仕し舞まわれている白磁の皿を取り出す。炊たきあがった白米を盛ると、麻人がその半分にカレーをかけた。それを見て、何かが足りないと気付く。

「肉がないな。その赤いのは？」

「トマト。そんなに肉が食べたいなら、自分で買って来なよ」

「トマト？　ビーフストロガノフでもないのに？」

「うちは入れるんだよ」

　カレーは家によって味が違ちがうから、こういうカレーもありかもしれないが、せめて肉は入れて欲しかった。じっと見ていると「文句があるなら食べるなよ。ろくに手伝わなかった人間に文句を言う権利はないから」と冷たい声で言われる。

　一時間も待ったのに、今いま更さら飯なしはきつい。それに麻人の言っていることは尤もつともだ。

「食べる」

　怒おこっているというよりは、拗すねた幼い顔つきのままで麻人は皿を俺に渡す。

　スプーンを手にしてリビングに戻り、手を合わせてから待ちわびたカレーを口に運ぶ。

「意外と美味うまいな」

　トマトの入った肉無しのカレーなんて、水っぽくて不味まずそうだと思っていたが、予想以上に美味い。ルー以外に何か入れたのか、少し辛からくてペッパーの匂においがした。

　麻人は黙もく々もくと食べていた。一時間も待ったのに、食べるのはあっという間だった。

「まだ食べるの？」

　二杯はい目も白米を大盛りにしてカレーをかける。

「腹が減ってるんだよ」

「そういうときは〝君の作った料理が美味おいしかったから〟って言うんだよ」

　言い方は嫌いやみだったが、麻人の顔は満まん更ざらでも無さそうだった。

　食事が終わると、洗い物は自主的に俺が行った。その間、麻人はリビングでパズルを再開する。俺が手を着けた南半球ではなく、北半球から片付けているようだ。

「悠仁、ピースが違う。無む理り矢や理りねじ込むのやめてよ」

　呆れた調子で麻人は俺が嵌はめたピースを分解する。

「合ってただろ？」

「合ってない」

　フローリングに腹はら這ばいになって、麻人はピースを嵌めていく。

　その向かいに片かた膝ひざを立てて座ると、麻人はそんな俺を少し驚おどろいたように見つめた。麻人がいるときにリビングに長居をするのは珍めずらしいことだった。そういえば、一いつ緒しよに食事をしたのも初めてだ。今日の自分は少しおかしい。そう思いながら、ピースを一つ手に取った。

「悠仁、パズル好きだよね」

　ピースを探す麻人の顔を見て、以前俺の家で麻人とパズルをしたことを思い出す。

　小学校四年生の時だった。まだ、麻人が引っ越こしてきたばかりだったから、夏休みの最中だ。そのときのパズルは銀河系の地図で、今のように絵の繫つながりや色調から判断することができなかったため、作るのに随ずい分ぶん時間がかかった。全部で五千ピースもあり、完成すれば一畳じよう分ほどもある巨きよ大だいなパズルになる予定だった。けれど、最後の最後でピースは一つ揃そろわなかった。

　失なくしたのだろうと親は言ったが、俺は納なつ得とくできなかった。

「あれ以来一度もしてない」

　失くなったピースは、ある日学校で見つけた。麻人が、ポケットからそれを落としたのだ。

　間ま違ちがえて持ち帰ったわけでもなさそうだった。麻人はそれを慌てて拾うと、何事もなかったように作り笑え顔がおで誤ご魔ま化かそうとした。

　あの日から俺は麻人を信用しなくなった。あの日から、俺はこいつの笑顔が嫌きらいになった。

　些さ細さいなきっかけだ。だから今日までずっと忘れていた。

「そんなに根に持ってるなら、仕返しでもする？」

　同じことを思い出したのか、麻人はピースを一つ手にして、俺を見上げて首を傾かしげた。

「……ピース一つで今までの分が全部チャラになるわけねぇだろ」

「俺そんなに悪いことしてないと思うけど」

「よく言えるな。上うわ履ばきや体操着隠かくしたり、教科書水みず浸びたしにしたり、変な噂うわさ流したり、小学生のときから酷いもんだっただろ。再会した後も最悪だったしな」

「…………上履きと体操着と、教科書は俺じゃない」

「噓うそ吐つけ。俺はお前だって聞いたぞ」

「……当時は、俺達二人がクラスどころか学校の中心だったの忘れたの？」

　田舎いなかだったので、小学校は一学年二クラスか、三クラスしかなかった。クラスが少なかったので比ひ較かく的てき合同授業が多く、そういうときにクラスを仕切るのは麻人だった。

　俺は仕切っていた記き憶おくはないが、確かに男子の先頭に立つことは多かった。

「それがなんだよ」

　麻人は俺が嵌め込んだばかりのピースを手にして「これも、違う」と分解する。

「悠仁は、性善説を信じ切ってるから分からないだろうけど、自分より人気があるってだけで人を恨うらむ奴やつもいるんだよ」

　間違ったピースは麻人が、別の場所に嵌めた。

「だからそれがお前だろ？」

「もしも俺が犯人なら、誰だれかに見破られるようなドジは踏ふまないよ」

「普ふ段だんはそうかもしれないけど、お前俺が絡からむと結構ドジ踏むだろ？」

　盗ぬすんだピースを学校に持って来て本人の目の前で落とすなんて、間ま抜ぬけな犯人だ。

「……でもその件は俺じゃない。信用しなくてもいいけど、犯人は他ほかの男だよ」

「知ってるなら教えろよ」

「教えない。俺を疑ってた罰ばつだ」

　責めるような口調に「変な噂流したのはお前なんだろ？」と口にすると、麻人はそれに関しては否定しなかった。

「〝高校生の彼女がいるから、小学生の女は相手にしない〟ってやつ？」

　今考えてもリアリティのない噓うそだ。それを当時のクラスメイトが信じたのは、麻人が相当信しん頼らいされていた証あかしだろう。

「ああ」

　頷うなずいてピースを手にすると、麻人が俺の手を摑つかむ。白い指先だった。

　麻人の指には痛いほど力が込められている。その目は射貫ぬくように俺を見つめていた。

　何故なぜ急に麻人が怒り出したのか分からずに、指先からピースを落とす。

「どうしてそんな噂を流したかとか、少し考えれば分かるだろ？　どうして俺が……」

　薄うすい色の唇くちびるが震ふるえた後で何か言おうとしたとき、けたたましい音を立てて携けい帯たいが鳴り出す。

　麻人の手を振ふり払はらって、慌あわててソファの上に置きっぱなしにしていたそれを手にした。先日登録したばかりの、委員長からの電話だった。

　内容は同窓会の件で希望の開かい催さい日を聞かれ、頭の中にカレンダーを浮うかべながら答える。

『分かった。多数決だから、白峰君のダメな日で決まったらごめんね』

　相変わらず〝委員長〟として動いていることがおかしくて、少し笑った。

　麻人のきつい視線から逃のがれられたことに対しても、ほっとしたのかもしれない。

『何？　なんか笑うようなこと言った？』

「いや、相変わらず委員長してるなって思っただけだ」

『白峰君も相変わらずだよね、……格好良いところとか』

　女子からそんなことを直接言われることに慣れていないので、返答に困って思わず黙だまり込む。

『あ、へ、変なこと言ってごめん、あ、後で場所とか色々決まったら、また連れん絡らくするね！』

　慌てた様子で電話が切られる。

「女から？」

　麻人からそう聞かれ、隠す必要もないので頷く。会話が漏もれ聞こえていたのかもしれない。

「ああ」

「ふーん、良かったな。飢うえてたもんね、女に。悠仁は意外と女好きだよね」

「別に、普ふ通つうだろ」

　麻人は不ふ機き嫌げんな様子で俺を無視すると、何も言わずに部屋に入ってしまう。

　ころころ態度が変わる麻人についていけず、俺は摑まれたせいで赤くなった手を見下ろしながら、先さき程ほどまで麻人が持っていたピースの一つを手に取る。

　けれど嚙かみ合うピースは見つからなかった。

　盗んだピースを麻人がどうしたのかは知らない。何故それを学校にまで持ってきたのかも分からない。だけど俺の前で落としたのは、恐おそらく故意じゃなかった。

「相変わらず、何考えてんのか全然分からないな」

　きっとまだ他のピースが揃わないから、収まる場所が見つからないんだろうと思い、俺は手にしたピースを作りかけのパズルの上に放った。










「やっぱり、俺はお前を裏切れないよ！」

　突とつ然ぜん休講になった授業に不満を覚えながら図書館に顔を出すと、隅すみにある談話スペースにいた正輔がいきなり俺の手を摑んだ。

「ごめんな！　でも悪いのは全部麻人なんだ！　俺を許してくれるよな！　なぁ、悠仁！」

「話が見えない」

「実は、あの時の合コンの幹事を通して女の子から悠仁の番号教えてって頼たのまれてたんだけど、それをうっかり麻人に話したら、悠仁に内ない緒しよにする代わりにモデルと合コンさせてくれるって言われて、それで……それで俺っ、ごめん！　でも、そこで知り合ったモデルの子と今日飲み会の予定だから！」

「なるほどな。お前は十年来の友達よりも見ず知らずのモデルを取ったんだな」

　合コンで知り合った女子なんて、既すでに名前も覚えていないし再び会う気もなかったが、知らないところで行われていた正輔の裏切りと麻人の企たくらみを非難するように目の前の男を睨にらむ。

　以前麻人が「正輔との取引だ」と言っていたのは、これのことかも知れない。

「本当にすまないと思っている」

　正輔は俺の目の前で両手を合わせたままそう言った。

「麻人はなんでそんな小細工をしたんだ？」

　俺に対する嫌いやがらせだろうか。けれど、それにしては小さい。

「お前等一いつ緒しよに住んでるんだし、本人に直接聞けば？　って言っても、今日俺と被かぶってる授業に出てなかったな。優等生ぶってる麻人が休むなんて、体調でも悪いのかも」

　体調が悪いと言われても、思い当たる節はなかった。

「ま、鬼おにのいぬ間にって奴で、今日は俺達だけで頑がん張ばろうぜ」

　正輔が拳こぶしを作ってそう言った。

　今日は朝練も午後練もないので、学校が終わると正輔に合コンに引っ張り出された。

　数合わせに誘さそった同じ学部の男が場慣れしていたお陰かげで、飲み会はそれなりに盛り上がったし、女子も楽しそうな子達ばかりだった。

　それでも俺は乗り切れずに、グラスばかりを重ねる。

　周囲の雰ふん囲い気きを悪くしない程度に会話をしながら、冷めている自分がいた。

　可愛かわいらしく着き飾かざった初対面の女子達を眺ながめる。麻人の知り合いだけあって、みんな可愛い。だけど、だからと言って、すぐに恋れん愛あい感情を抱いだけるかは別だった。

　甘い香こう水すいの匂におい、高い笑い声、柔やわらかなしゃべり方。高校時代は縁えんがなかったそれらに、確かに憧あこがれに近い物は抱いているが、女子なら誰でも良いわけじゃない。

「悠仁、飲み過ぎだぞ」

　窘たしなめる正輔の声に「悪い」と返す。

　大学を休んだ麻人のことが気になっていたので、酔よっているのを理由に二次会を断って、一人で電車に乗って家に帰った。指し摘てきされた通り、酔いが回っていて家までの道が倍の長さに感じられた。定まらない指先で、なんとか部屋のドアを開け、真っ暗な部屋に入る。

　麻人の部屋のドアはぴたりと閉まっていて、部屋にいるのかどうかも分からない。

　立ったままではスニーカーが脱ぬげず、玄げん関かん先さきに座り込んで靴くつ紐ひもを解いた。硬かたい床ゆかの感かん触しよくが、ジーンズを通して伝わる。冷たい床が心地ここちよい。そのまま背中を倒たおし、腕うでを伸のばす。床との接触面を広げて、涼りようを取ろうとした。

「何してるの？　悠仁」

「あさ、と？」

　降ってきた声に、いつの間にか閉じていた瞼まぶたを開く。白い足の指が見えた。男のくせに綺き麗れいな爪つめが乗っている。首を動かして見上げる。麻人が呆あきれた顔をして俺を見下ろしていた。

「こんなところで寝ねないでよ」

　不機嫌な顔をした麻人に腕を引かれて、無む理り矢や理り起きあがらされる。

「そんなに酔うほど誰だれに飲まされたわけ？」

「正輔と、モデルの……」

　突とつ然ぜん麻人が腕を放す。そのせいで、床に頭をぶつけた。がつんと、音がしたがあまり痛くない。酒のせいで痛覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

「正輔が、紹しよう介かいしたんだ？　そういえば女物の香こう水すい臭くさいな」

　低い声で麻人が俺を責める。重ねて「可愛かっただろ」と聞かれ、無表情な麻人の顔を見上げた。誘わなかったことに腹を立てているのかと思ったが、今日の相手は元々は麻人の知り合いだ。怒おこるぐらいなら、正輔に紹介したりしないだろう。

「……お前、体調悪かったんじゃないのか？」

　自分が早く帰ってきた理由を思い出して尋たずねると、麻人は小さく首を傾かしげた。

「なんで？」

「学校行ってないんだろ？」

「ああ、授業出るの面めん倒どうだっただけ。どうせ部活今日休みだし。それよりどうだった？」

「何が？」

「女。言って置くけど、モデルなんかとつきあったらお金かかるよ。それに、悠仁にはあの子達は向いてないと思うけど。遊ばれて捨てられるのがオチだよ」

「お前には関係ないだろ」

　彼女達の誰かとつきあったり、今後再び会うつもりはなかったが、麻人にそんな風に言われるとむっとする。

「関係、あるよ。だって……あの子達は俺の知り合いでもあるし」

「じゃあ正輔に紹介しなきゃ良かっただろ」

　女子に対する独どく占せん欲よくで俺を牽けん制せいするぐらいなら、誰にも紹介しなければ良かったんだ。

「……別に、俺だって紹介したかったわけじゃない」

「そうだよな。俺に嫌がらせするための取引だったんだもんな」

　そう言って立ちあがる。足あし下もとがふらついた。

　そんな俺を支えようとしたのか、麻人の手が伸ばされる。思わず弾はじいた。ここまで馬ば鹿かにされて、こいつの手を借りる気にはなれない。

　傷ついた顔の麻人が視界に入ったが、どうせそれも演技かなにかなんだろう。

　部屋に入って、そのままベッドに倒れ込んだ。柔じゆう軟なん剤ざいの匂いに埋うもれる。掛かけ布ぶ団とんの上に倒れ込んだのは分かったが、今いま更さら起きあがってそれを引っ張り出すのは面倒だった。

　やっぱり、俺は麻人と同居できそうにない。できるだけ早くこの部屋から出ていこう。

　それまでは、極力麻人とは関かかわらないようにすればいい。もう、話しかけられても何をされてもあいつのことを無視してしまおう。そう決めて、目を閉じた。

　それなのに。

「な、んでこんなことになってんだよ」

　うっすらと目を開けたのは、生暖かい感覚を下半身に感じたからだった。

　自分がどれぐらい寝ていたのか分からない。けれどそれは重要ではなかった。

　目にした光景が信じられない。夢だと思ったが、やけにリアルな舌の感覚がその期待を裏切る。だけど意味が分からない。妄もう想そうや想像だという方がずっと理り屈くつが通る。

「俺溜たまってたんだよ。だからちょっと相手してよ」

　何も着ていない麻人が上うわ目め遣づかいに俺を見て、赤い舌で根本から勃ぼつ起きした陰いん茎けいに舌を這はわせる。

　先せん端たんに行き着くと、今度は口の中に迎むかえ入れられた。弾だん力りよくのある舌と、頰ほおの内側の肉の軟やわらかさに思わず目を閉じる。わざと音を立てて喉のどの奥の方まで吸われて、知らず体が強こわ張ばった。

「酔ってるのに、もっと大きくなるんだ？」

　からかうように、だけど確かに欲よく情じように掠かすれた声で、麻人が濡ぬれたそれを手で扱しごく。

　括くびれを指で撫なでながら、陰いん囊のうまでしゃぶられる。

「マジかよ」

　まだ信じられなかった。見下ろすと、自分の立ち上がったそれ越ごしに麻人の顔が見える。

　潤うるんだ目で必死に奉ほう仕ししている様は、鳥とり肌はだが立つほどエロくて、見てはいけないものを見ている気分になった。裏筋を唇くちびるで辿たどられて、再び喉の奥まで受け入れられる。

　意味が分からなかった。酒が見せる幻げん覚かくなのかもしれない。確かめるように手を伸ばす。

　麻人の髪かみに触ふれる。しっとりと少し水気を含ふくんでいた。紅潮した頰と、濡れた唇が卑ひ猥わいに見える。先を吸われて、思わず眉まゆが寄る。快感だけがやけにリアルだった。

「うく、ぅ」

　苦しげな声が麻人の唇の隙すき間まから漏もれた。無理矢理させているような気分になる。喉にぶつかった先端に、えずくように麻人の舌が波打つ。苦しそうに、麻人が俺を見上げた。

　本当はずっと綺麗だと思っていた深い蜂はち蜜みつ色の目に滲にじんだ生理的な涙なみだが、こぼれ落ちそうに盛り上がる。

「っ、は……麻人」

　限界だった。出そうになる。だけど、まさかこいつの口の中に出すわけにも行かない。

　無理矢理顔を引き離はなすと、抵てい抗こうもなく口の中から濡れそぼったそれは吐はき出される。

　麻人は濡れた唇を手の甲こうで拭ぬぐう。ぼんやりとした目は熱を孕はらんでいた。俺はそれを見ながら、麻人がこんな行動を起こす理由を熟うれた頭で考える。

「お前も、酔ってるのかよ」

　そう聞くと、麻人は小さく笑いながら「かもしれない」と言った。それからぎしりと音を立てて俺の上に跨またがる。

「入れるから、これ」

　頼たよりなく震ふるえた声だった。返事を待たずに、麻人は俺のそれに再び手を這わした。

「悠仁も、限界だろ？」

　見下ろす目は熱を孕んでいるが、哀かなしそうに見えた。行動とは裏腹に、不安げに揺ゆれている。

「悠仁」

　聞いたことのない麻人の声こわ音ねに誘さそわれるように、その顔を見上げた。硬い尻しりの肉に擦こすれる自分の先端が、期待するように膨ふくらむ。

「俺の中で、気持ちよくしてあげるから」

　酩めい酊てい感と混ぜ合った性せい欲よくと、わけの分からない何か。その何かに、覚えがある気がした。

　中学の時に、煙草たばこを誘われた時の事を思い出す。あの時、俺の中にあったのは純じゆん粋すいな好こう奇き心しん、見み栄え、緊きん張ちよう、誘ゆう惑わく、後ろめたさ、メッキの正義感、安いプライド、それから引力。気付けばふらふらと煙草を手にしていた。でも手にした途と端たん我に返って、結局口にはしなかった。

　今の気持ちはあの時に似ている。引力だ。麻人から引力を感じる。不純な好奇心、見栄、緊張、誘惑、後ろめたさ、そして───性欲。複雑に絡からみ合って、それらに引っ張られている。

「何、考えてるんだよ」

　問いつめる俺の声は熱に掠かすれていた。舌を舐なめて濡らす。口の中がからからだ。

「やらしいこと」

　麻人は目を伏ふせながら答える。首筋が赤くなっていた。頰も、色づいている。

　それを見てじわりと腹の奥が重くなる。期待してんのか、びびってんのか分からないけど、吐き出す呼吸が震える。生暖かい自分の息を鬱うつ陶とうしく感じながらも、思わず麻人の腰こしを摑つかむ。

　細い腰だ。筋肉はついているけど、俺よりもずっと華きや奢しやに見えた。

「悠仁」

　吐と息いきに掠れた声が降ってくる。麻人の陰茎も硬かたく屹きつ立りつしていた。赤い亀き頭とうの先、排はい泄せつするための穴が小さく開いている。それは確かに男のものなのに、それなのに触れたいと思った。触れたらどんな声を出すのか、想像したら余計に喉が渇かわく。

　腰を摑んだ手をゆっくり下げる。尻の肉を摑むと、発火しているみたいに熱い。体中どこもかしこもそうだった。俺以上に麻人の体が熱いのは、興奮しているからだろうか。

「ふ……っ」

　俺の先端が麻人の太ふと腿ももに擦れる。汗あせばんだ肌はだの感かん触しよくに、誘われるように腰を落とさせる。

　奥まった穴にそれを触れさせると、腰を摑んだ腕うでの上に麻人の手が重なった。

「悠仁」

　麻人は腰を下ろしながら、その場所で俺のものを受け入れようとする。

「……ゆう、じん」

　麻人の眉が寄る。ゆっくり入れていく。食いちぎるような締しめ付けだった。筋肉という筋肉が、俺のそれを締め付けるために動いているみたいだ。

　眉を寄せて、奥歯を嚙かむ。ぎゅうぎゅう締め付けられすぎて、頭に血が上る。

「力抜ぬけよ」

　鳥肌の立っていた背中を宥なだめるように撫でてやる。少しだけ麻人が力を抜いたのが分かった。

　最後まで入れるために、びくつく麻人に合わせて時間をかける。

「童どう貞ていのくせに、大きいね。処女なんか、絶対無理だよ、これ」

　麻人は根本まで吞のみ込んだ後で、途と切ぎれた息の合間に文句を言う。こいつが口を開くと、いつも苛いら々いらさせられる。それなのに今は怒いかりが沸わいて来ない。

　何も言わない俺に、麻人が再び薄うすい唇を開く。

「良かったね」

「……何が、だよ」

　自分の声は思った以上に掠れていた。早口になったせいで、余よ裕ゆうがないことを見破られたような気がして怖こわくなる。

　繫つながっている場所を見下ろしたまま、麻人が小さく笑った。

　嫌いや味みなものとも、楽しげなものとも違ちがう。よく分からない、複雑な笑えみだった。どんな意味が込められたものなのか、考えるのを邪じや魔まするように麻人の手が俺の頰を撫でる。

「もう童貞じゃないよ」

「黙だまれよ」

「これって、レイプになるのかな。初めてがレイプだったら、相当記き憶おくに残るよね」

「……最悪だな、お前」

　麻人はかすかに空気を揺らした。笑ったのかもしれない。もしくは、痛みを堪こらえたのかも。

　分かってるんだ。強がってはいるけれど、苦しんでいるのは。馬ば鹿かな奴やつ。俺に最悪な記憶を植え付けようと、自分が痛い目に遭あっているなら救いようがない。

「そんなことは知ってただろ？」

　窮きゆう屈くつで濡れた熱い肉の隙間は拒こばむように、時折俺の陰茎を吐き出そうと蠢うごめく。かと思えば、包み込むようにねっとりと絡みついて来る事もある。他人の体の内側は想像していたよりも、ずっときつくて熱くて生々しい。

「……ぁ、まだ、動かないで」

　小さな声で麻人が言った。力の入った体は震えている。それでも、麻人のそれは萎なえていない。口を開けた排泄口を、透とう明めいな先走りが濡ぬらしている。

　衝しよう動どう的に触れたくなった。

　足を開かせてそこに触れる。髪よりも色素が薄い陰いん毛もうは細くて柔やわらかい。

「悠仁」

　指をまとわりつかせると、か細い吐息のような声を麻人が落とす。その姿を初めて可愛かわいいと思った。自分の感情に戸と惑まどいながら、指先に触れる欲よく望ぼうを擦る。柔らかで滑なめらかな皮ひ膚ふの下で、痛いくらいに硬くなった性器を慰なぐさめると、麻人の腰が揺らめく。連動するように、内ない壁へきも蠢いた。淫いん猥わいなそれに早くも持って行かれそうになって、奥歯を嚙みしめる。

　このままじゃ、まずい。

「あ、っ」

　腕を摑んで自分の方に引き寄せると、麻人が恍こう惚こつとしたような吐息を吐き出す。

　頰ほおに柔らかな髪が擦れる。子供が母親にするような仕草で、麻人が頰を寄せてきた。

　無意識なのか意識的なのか分からないが、その幼い行動に煽あおられる。

　抱だきしめたまま小刻みに揺さぶると、麻人は荒あらい呼吸を繰くり返した。時折唇を嚙んで、声を殺す。殺しきれないくぐもった声が漏もれ、それが静かな部屋にいやらしく響ひびく。

「お前、初めてなの？」

　思わずそう尋ねたのは、麻人の体が強こわ張ばったままだったからだ。

　俺の言葉に麻人は嘲ちよう笑しようするような笑みを浮うかべて、途切れ途切れに小さな声で否定をする。

「慣れてなかったら、こんな大きいの、最後まで入れられない。言っただろ、処女には無理だって。さすがに俺でも、ここまでは、きついけど。でも、すぐに気持ちよく、してあげるよ。初めてがレイプだった上に、気持ち良くなかったら、さすがに、可哀かわい想そう、だし」

　気持ちが良くてもトラウマだと思いながら、強張っている尻を撫なでる。男の体はどこも硬いばかりだと思っていた。そこは引き締まっていても柔らかさを残している。

　麻人はゆるゆると腰を持ち上げ、ゆっくりと下ろす。さっきまで腰の辺りに、麻人の体重が全部乗っていたが、それがなくなった。自分の体を自分で支えながら、焦じらすような動きで腰こしを動かしている。それを下から見上げて、何でこんなことになったんだろうと再び考えた。

「お前、何考えてんだよ」

　二度目の質問に、麻人は答える代わりに熱っぽい舌で耳の下をやらしく舐めた。

　ぞくりとした。それを見み抜ぬかれて、笑われる。悔くやしく思うと同時に、性的な欲よつ求きゆうを煽られた。

　こいつ相手に欲よく情じようしているなんて、悪い夢みたいだ。同様に麻人が俺に欲情しているということも。男は単純だ、と誰だれかが言った言葉が脳のう裏りを過よぎる。確かにそうかもしれない。

　こんな異常な状じよう況きようでも「気持ちがいいから」という理由だけで勃起している。

「悠仁こそ、何考えてる？　どうせ、大した答えが弾はじき出せる頭じゃないんだから、考えるのなんて止めなよ。素す直なおに気持ちよくなってればいい。明日になったら、酔すい夢むにしていいから」

　俺を見下ろす麻人の目は赤く潤うるんでいた。

「考えなくて、いいんだよ、もう。何も、考えるな」

　そう言って、麻人は俺の目を手で覆おおう。指の隙すき間まから蛍けい光こう灯とうの光が落ちてくる。

　それが鬱陶しくて、邪魔な手を振ふり払はらうと、麻人の腰に手を回した。探さぐるような緩かん慢まんな動きだけでは満足できずに、その体を突つき上げる。

「は……ぁっ」

　脅おびえるように、ぎゅっと麻人がしがみついてくる。動きにくかったから「しがみつくなよ」と耳朶みみたぶに直接吹ふき込んだ。

「もっと、良くしてくれるんだろ？」

　普ふ段だんだったら麻人が怒おこりそうな言い方をわざとした。

　食ってかかってくるかと思ったが、麻人は体を起こすと悩なやましげな顔をしながらも、ぎこちなく動き出す。素直に従う麻人に拍ひよう子し抜ぬけしながらも、先さき程ほどよりも明確な刺し激げきが与あたえられて、奥歯を嚙みながら時折訪おとずれる大きな波をやり過ごした。

「ん……ん、ぁ」

　不本意に漏れる自分の声が嫌いやなのか、顔を蹙しかめながら麻人が腰こしを揺ゆらした。

　顔が見たくて上げた目に、小さく尖とがっている胸の先が映る。思わず手を伸のばした。指の間で弄いじっている内にそれはだんだんと硬かたくなり、引っ搔かくように指を動かすと麻人が息を吞のみ込む。

　嫌がるのも構わずに、執しつ拗ように弄った。そのうち麻人が小さな声で「あ」と喘あえぐ。もっと甘い声が聞きたくて反対側も指の腹で撫で回すと、尻しり肉に力が入って中の陰いん茎けいが締め付けられる。

「お前、これ気持ちいいの？」

　熱く狭せまい場所から与えられる快感に目を細めながら、問いかける。

「……っ、う、るさい」

　麻人は嫌がるように首を振った。それでも逃のがれられないことは分かっているのか、俺の手を止めようとはせずに、ひたすら耐たえるように体を縮めている。胸を弄る度たびにびくびくと、波打つように大きく震ふるえる。嫌がる顔を見ると、まるで俺が無む理り矢や理り抱だいているみたいだ。

「こんなとこも良いのか」

　感心するように言って、尖った胸の先を親指と人差し指の間でゆっくりと潰つぶすと、「ひ」と小さな声が漏れる。痛みを与えないぎりぎりの強さで、その場所を愛あい撫ぶしながら突き上げた。

　ぎゅうぎゅう締まる。気持ちがいい。もういきそうだ。

　それでも余よ裕ゆうがないのを知られるのが嫌で、もう少しこの感覚を味わっていたくて、自分からはあまり腰を動かさなかった。それなのに不意に腹が濡れる。

「あ、……ゆう、じん」

　腰を揺らめかせる度に揺れる麻人の陰茎の先端から、先走りが零こぼれている。いつから零れていたのか、夢中になっていたので気付かなかった。

　手を伸ばすと逃にげるように麻人の腰が後ろに下がり、そのせいで中が擦こすれた。

「っん、っ」

　手の中に濡れた陰茎を握にぎり込む。しっとりとしたそれの剝むき出しになった先端は痛々しいほど赤い。恐おそらく色素が薄うすいせいだろう。指の腹でそっと境目を辿たどり、小さな穴に触ふれると麻人は高い声を出して腰を揺らめかせた。繫がっているのに逃げようと麻人の体が反る。抱きしめて、手て筒づつで陰茎を扱しごいてやる。他人の物は少し扱あつかいにくいが、感じているのが直接掌てのひらに伝わるのが面おも白しろかった。先の方を弄れば弄るほど、麻人の声が甘くなっていく。

「お前、男なんだよな」

　紛まぎれもない。しかも相手はあの麻人だ。よく分かっている。なのにどうして。

　───こんなに欲情するんだろう。

　急に逃れようとする麻人の腰を抱いたまま、動きやすいように体の位置を入れ替かえた。押し倒たおして、足を開かせる。乱暴にした。自分でもその自覚はあったが、気き遣づかう余裕がない。

　排はい泄せつ口から零れた先走りが、今度は麻人の腹を濡らしていく。嘗なめ取ってみたいと、乾かわいた唇くちびるを嘗めながら思う。それから尖った胸のそれも。掠かすれた喘ぎ声をもっと聞きたい。

　欲望は止めどない。だけど今は、ただ奥へ奥へと進むことだけに集中した。打ち付けて、引いて、もう一度打ち付ける。テクニックも何もなく、それでも時折麻人は高い声を漏らした。

「悠仁、悠仁」

　迷子の子供のような不安げな声で、麻人が俺の名前を呼ぶ。

「麻人」

　嫌きらいだとか、過去のこととか、どうでも良かった。ただ、目の前の体を貪むさぼるように抱く。

　視界がぼやける。汗あせが目に入ったのか、目が潤んでいるのか、そんなことすら分からずに麻人を抱きしめて、中で限界を迎むかえた。引き抜ぬいてしまうのが惜おしくて何度か揺さぶると、その度に精液がぐちゅぐちゅと音を立てる。

　麻人は震えながら受け入れていた。体を起こすと麻人がその衝しよう撃げきで達する。声を漏らさないためか、麻人は左手で自分の口を押さえていた。

「っ……」

　右手の指先は力の入れすぎで先が白くなっている。射精された粘ねん液えきが麻人の体を汚よごしていた。

　汚れるのも気にせずに抱だきしめると、熱い体が温ぬくもりを求めるように擦なすり付けられる。

「悠仁……、悠仁…」

　耳元で甘い声がする。柔やわらかくて心地よい声だと思った。目を閉じると、余計に優やさしく聞こえて誘さそわれるように眠ねむりに落ちた。










　準備体操で一番嫌いなのはシャトルランだった。

　自分がまるで犬かハムスターにでもなった気分にさせられるし、やたらと疲つかれる。

　だけど今日だけは、この単純なトレーニングが有り難がたかった。走っている間は本当に何も考えないでいられる。笛の音だけ聞いていればいい。難しいことは何一つない。

「ピッ」

　それまで全力で走っていた方向から、笛の音一つで反対方向に走り始める。ラインを越こえそうになった途と端たん、再び笛が鳴りまた方向転てん換かんする。

「なぁ悠仁、これ何も先せん輩ぱいがいないときまで真面目まじめにやらなくてもいいよな」

　三分間の休きゆう憩けいが言い渡わたされたときに、近づいてきた正輔がそう言った。

「折せつ角かくコート広く使えるんだからさぁ」

　ぶつぶつ文句を言うが、コーチがいる状態では俺達の裁量で好きにできない。

　それに先輩も何人か残っていた。補欠から外された先輩達と、怪け我がと素行不良が原因で留守番を言い渡された原先輩がいる。

　大会に向けて大事を取った形だろうが、見学にも同行させて貰もらえないのは監かん督とくと揉もめたせいだ。個人プレイと自己主張が激しい原先輩を、監督は扱いかねているように見える。

「そういえば、麻人見ないな」

　無意識に麻人を目で捜さがしていると、正輔に聞かれた。どうやら同じことを考えていたらしい。

　俺は動どう揺ようした内心を誤ご魔ま化かすように、タオルで汗を拭ぬぐって軽くストレッチをした。

　麻人の名前を聞くと、どうして良いのか分からなくなる。昨日の夜のことが時間が経たつほど鮮せん明めいになっていく。あいつの息づかいや内側の熱さ。匂においも感覚も声も全部残らず覚えている。

『悠仁』

　子供のような表情で俺を呼んだ時のことを思い出すと、じわりと首から上が赤くなった。

　あんな熟うれた声をあいつが出すなんて、想像もしなかった。

「今日は学校に来てんのかな」

　どことなく心配げに正輔が口にした言葉で、俺は頭に浮うかんだ麻人の痴ち態たいから意識を戻もどす。

　普段は嫌がっていても元チームメイトの正輔としては、麻人のことが気になるのだろう。

　選手としては実力があっても、部活の出席率が悪ければ麻人への評価は厳しくなる。

「お前、昨日家帰ってあいつと話した？」

　そう聞かれて頷うなずく。たださぼっただけだと口にしていたが、それをこの場で口にするのは気が引ける。先輩達が近くにいるのに「さぼり」とは言いにくい。

「麻人なら、〝風邪かぜ〟だって」

　横から聞こえた声に振ふり返ると、原先輩は携けい帯たいを片手に俺を見ていた。

　原先輩は入部して以来、しつこいほどに麻人に話しかけていた。麻人は当たり障さわりなく返していたが、あいつも原先輩の持つ〝そういう雰ふん囲い気き〟に気付いているようだった。

　いや、俺が気付いたんだから、聡さとい麻人が気付かない筈はずがない。

　どうせ誰だれでも良かったなら、麻人は先輩を誘えば良かったんじゃないのか。

　そう思って溜ため息を吐つく。

「お前、一いつ緒しよに住んでるのになんで聞いてねぇの？」

　正輔は不思議そうに口にする。

「嫌いだから」

　子供のように言い切ると、正輔は「それは、まぁ、そうだろうけど」と頭を搔く。

「一緒に住んでるんだ？」

　原先輩は携帯を仕舞いながら、含ふくみのある口調でそう言った。

「あんな美人と一緒に住んでたら、相手が男でも間ま違ちがいが起こっちゃいそうだなぁ」

　美人、と言われて一いつ瞬しゆんそれが麻人のことだと分からなかった。なんとなく「美人」というのは女子に対してのみ使われる言葉のような気がして、違い和わ感かんに首を傾かしげる。

「麻人相手に？　悠仁が？　ないないない、絶対ないですよ。先輩」

　先輩の言葉に一瞬言葉に詰つまった俺をよそに、正輔が即そつ行こうで否定した。

　俺に探さぐるような目を向ける原先輩を見て、もう既すでに麻人と先輩の間には何かあるのかもしれないと勘かんぐったが、昨日の麻人は慣れているようには見えなかった。もしかしたら、抱だかれるより抱く方が多いのかもしない。それともあいつが言うとおり、俺のサイズの問題なのか。

「間違いなんてないですよ」

　俺の返答を待っている先輩に、きっぱりと否定する。

「なら、いいけど。麻人は俺にとって、大事な後こう輩はいだからな」

　原先輩はそう言って、俺達の側を離はなれる。

「そんなに麻人と先輩って仲良かったのか？」

　正輔は俺の疑問に、スポーツドリンクを飲みながら「っていうよりも、先輩がかなり一方的に麻人大好きなんだよね」と答えながら、微び妙みような顔をする。

　もしかしたら〝そういう雰囲気〟に正輔も気付いているのかもしれない。

　だけど、俺には関係ない話だ。麻人のことも先輩のことも忘れて、部活に集中する。

　体を動かしているときは上手うまくいった。だけど忘れたつもりでも、立ち止まれば不意に昨日のことを思い出す。

　部活が終わってから、掃そう除じ当番でもないのに残って片づけを手伝ったのは、そのせいだ。

　今あいつが居る家には帰りたくなかった。一度、麻人のことをあんな風に抱いてしまったら、もう元には戻れないんじゃないかと怖こわくなった。

　あいつを、自分が〝そういう目〟で見るのは嫌いやだった。あの一度きりで、今までの全すべてが変わるのが嫌だ。俺とあいつは、そういう関係にはならない。なりたくない。じゃあ何故なぜあのとき麻人を突つき飛ばさずに抱いたのかと聞かれれば、答えなんて出ないけれど。

「今日、泊とめろよ」

　着き替がえを済ませ、体育館を出た正輔に付いて歩きながらそう言うと、正輔は「いいけど、寝ね込み襲おそうなよ」としなを作って口にする。今の俺には笑えない冗じよう談だんだ。

「お前こそな」

「悠仁が実は女の子だったとしても、厳しいな」

　正輔が俺の胸を見ながらそう言った。下らない想像を鼻で笑う。

　俺も正輔が女子になったところを想像してみたが、途と中ちゆうで気分が悪くなって止めた。

「そういえば、昨日の女の子からお前の連れん絡らく先さき聞かれたから教えといた」

「勝手に教えるなよ」

　真っ暗なキャンパスの中を正門に向かって歩きながら、正輔の尻しりを軽く蹴ける。

「なんでダメなんだよ。嬉うれしくないのか？　女の子の方から連絡先聞かれたんだぞ？」

　蹴り返してくる正輔の足を避よけると、むきになった正輔から二発目が来る。完全に避けるには至らず、軽く膝ひざのあたりを爪つま先さきが掠かすめていく。それで満足したのか、正輔はぶらぶら歩きながら「まぁ、俺と仲良くなった子の方が可愛かわいかったけどな」と意味の分からない自じ慢まんをする。

「面めん倒どうだから次からは勝手に教えるなよ」

　嬉しいどころか煩わずらわしく感じている自分に驚おどろきながらも、心底面倒でそう口にした。

「格好つけるなよ。麻人じゃあるまいし。そういえば高校時代にあいつの番号を勝手に女の子に教えたら怒いかり狂くるってさぁ、生きていることを後こう悔かいするような罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べられたよ」

「ああ、想像付くな」

　小学校のときですら、女子は麻人に群がっていた。思春期に当たる中学、高校は余計だろう。

　優等生を気取っている分、そのフラストレーションが正輔に向けられていたのかもしれない。小学校の時にそれを引き受けるのは俺の役目だったから、麻人はその後あと釜がまに正輔を選んだのだろう。何故選ばれたのかは知らないが、正輔には心から同情する。

「もてすぎてストイックになってたよ。そういえばお前、麻人の片思いの相手知ってる？」

「いや、初めて聞いた」

　麻人に「片思い」なんて響ひびきが似合うとはとても思えない。

「なんでも片思い歴十年以上なんだって」

　それを聞いて小学生時代に女子の中で流行はやったいじめを思い出す。もし正輔の言うことが本当なら、あのときからずっと麻人は同じ相手を想おもっていることになる。

「もっとも、その片思いの最中に色んな女とつきあっては別れてたけどな」

「一いち途ずとは程ほど遠い片思いだな」

　片思いの相手がいるのに、同居人と簡単に寝るなんて一体あいつはどんな思考回路をしてるんだろう。それとも麻人にとって、性せい欲よくと恋れん愛あいは別なんだろうか。

　もっとも、酔よった勢いで麻人を抱いてしまった俺が言えた義理じゃない。

　数歩前を歩く正輔を見ながら、「こいつを酔った勢いで抱けるだろうか」と馬ば鹿かなことを考えたが、女になったところを想像したときよりも不快感が胸に込み上げた。

　こいつを抱くぐらいなら、一生童どう貞ていで良い。麻人のことも、そうだったはずなのに。

「あいつのことなんてどうでもいい」

　正輔に聞こえるように呟つぶやく。それは確かだったはずなのに、噓うそっぽく響いた。もう一度、声に出さずに繰くり返す。だけどやっぱり、舌には馴な染じまなかった。

　甘く掠れた麻人の声が蘇よみがえる。好きじゃないのに、考えずにはいられない。

　まるで呪まじないのようだと、あいつの毒が回った頭でそう思った。










　翌日、二時から始まった練習に、麻人はまた参加しなかった。

　コーチは「お前達も風邪をこじらせるなよ。新人戦が控ひかえてるんだからな」と口にする。

　昨日は正輔の部屋に泊まったが、ろくに眠ねむれなかった。今日、部活で顔を合わせたらどんな態度を取ればいいのかと悩み、麻人が何故あんなことをしたのかと考えた。でも結局答えは出ずに、寝ね不ぶ足そくのまま学校に来た。どんな顔して会えばいいのかと考えていたのに、いざ麻人がいないとなると気になってしまう。

　普ふ段だんよりもやけに疲つかれた部活が終わり、疲れた足を引きずってロッカーからタオルと着替えを手に、シャワールームに向かった。

「麻人が来ないとなんか調子出ないんだよなぁ」

　俺の横に立った正輔が呟く。

　幽ゆう霊れいが出るという噂うわさがあるらしく、シャワールームを使うのは俺と正輔ぐらいだ。

　二人の間にあるのは、膝から肩かたの辺りまである衝つい立たてだけなので、正輔の蹙しかめた顔はシャワーから出るお湯と湯気越ごしに見ることができた。

「お前結構あいつのこと気に掛かけてるよな」

　虐しいたげられているのに、事ある毎ごとに麻人を心配している正輔が意外だった。

「いや、なんていうか、こう……一日に一回罵ののしられないと不安になるっていうか。中学生の頃ころからあいつに調教されて、とうとうそういう性せい癖へきにされちゃったのかも……。お前もない？」

「……ない」

　一いつ緒しよにするな、と思いながらそう口にした。

　コックを捻ひねってお湯を止め、正輔とは反対側の衝立の上にかけたタオルを手に取る。

　髪かみを拭ふいていると、いきなり正輔が「お前！　それなんだよ！」と叫さけんだ。

「あ？」

　意味が分からずに首を傾げると、「背中！　すげぇ爪つめ痕あと！」と言われて顔を後ろに捻るが、確かく認にんできなかった。けれど確かにお湯が背中に当たったときに、ひりひりと痛かった気がする。麻人が背中を引っ搔かいた記き憶おくはなかった。爪つめを立てられた事にすら、気付かなかった。

　それだけ夢中になっていたのかもしれない。

「ねぇ、それなんなの？　俺、聞いてないよ！　俺の知らないところで何やったの？」

　泣きそうな顔で、自分のブースから出てきた正輔が、俺の両りよう肩かたをがしっと背後から摑つかんだ。

「これ、どう考えても、なあ、あれのときの、あれだよな？」

「おい、正輔、そこ…指先で辿たどるのやめろ……っ」

　ソフトタッチの指先がくすぐったい。

　タイルに手を突いて後ろから押さえつけてくる正輔をどうにか振ふり払はらおうとするが、足場も悪くて上手くいかない。馬ば鹿か力ぢからを無む駄だに発揮する男を睨にらみ付けるために首を捻ると、近きん距きよ離りにある真しん剣けんな目と視線がぶつかる。

「誰だれと!?　どこで!?　いつ!?　なんで言わないんだよ！　バカぁ！」

「猫ねこだよ、猫！」

　咄とつ嗟さに有り得ない言い訳を口にすると、正輔は血走った目を揺ゆらしながら「本当に？」と聞いてくる。その隙すきに体の向きを入れ替かえた。背後から押さえつけられるよりも、正面から来られた方が抵てい抗こうしやすい。

「ああ、野の良ら猫ねこだ。麻人が連れてきた」

　苦しい噓を重ねながらも、真っ直ぐ正輔の目を見て口にする。

「良かった、本当に！　俺達まだ仲間なんだな！」

　そう言った正輔が抱だきついて来るのを全力で止めていると、いきなりシャワールームのドアが開いて、今日の掃除当番だった先せん輩ぱい達が珍めずらしく入ってきた。しかし、入り口で足を止める。

「……悪い」

　俺達を見ると一言、先頭に立っていた先輩がそう口にしてドアを閉める。

「ち、違ちがいます！　先輩、違いますから!!」

　正輔の絶ぜつ叫きようにも似た言い訳が、虚むなしくシャワールームに響く。

　更こう衣い室に向かうと、誤解した先輩達が生なま温ぬるい視線を俺達に向けていた。正輔は必死に言い訳をしていたが、すればするほど藻も搔がけば藻搔くほど深い穴に落ちていくように思えて、俺は何も言わずに学校を出る。いらぬ誤解を招いたせいで、正輔に泊とめて欲しいとは言えなかった。

　それに麻人が体調不良で休んでいるのは気になる。けれどどんな態度で向き合えばいいのか分からないまま、家路を急ぐ。だけど家に帰ると、部屋は真っ暗だった。

　麻人と顔を合わせないで済む事にほっとしながらも、明かりを点つける。すると誰もいないと思っていたリビングのソファの上に、麻人が横たわっているのが見えた。眠っているわけではなく、目は半分開いて天てん井じようを見ている。何の感情も乗せていない、人形みたいな顔をしていた。

　その薄うすい色の瞳ひとみが向けられると、無意識に体が強こわ張ばる。

　それを見み透すかしたように、麻人は「おかえり」と乾かわいた声で言う。

「今日も帰ってこないかと思った」

　皮肉な口調だったが、それよりも覇は気きの無さが気になった。だらりと垂れた腕うでや力無く伸のびた足、疲れた顔は本当に体調が悪そうだ。

「風邪かぜ、引いたのか？」

　俺がそう口にすると、ほんの少し麻人の唇くちびるの端はしが持ち上がる。

「悠仁が下手へただから腰こしが痛くて動けなかったけど、今はもう平気。まさか先輩やコーチに本当のことを話すわけにはいかないだろ？」

　そう言って麻人が起きあがる。俺に向けられていた視線はすぐに逸そらされた。

　重苦しい沈ちん黙もくに耐たえきれずに、俺は冷蔵庫を開けて冷えたペットボトルを取り出す。

　不意に、リビングに何かが散らばっていることに気付く。それはパズルのピースだった。先日二人で組み上げたはずのそれが、今では最初の状態に戻もどっている。

　麻人の口調はいつも通りだが、壊こわれたパズルを見る限り、それほど平静でもないようだ。

「この前のことだけど……」

　こいつが物に当たる人間だとは思わなかった。理由はあの夜以外に思いつかない。

　もしかしたら麻人は後こう悔かいしているのかもしれない。俺がこいつを敵視するように、麻人だって俺を嫌っている。酔って俺と寝ねたのは失敗だと思っているからこそ、こんなに酷ひどい顔をしているのだろう。

「ああ、もしかしてそれで帰って来られなかったの？　意外と繊せん細さいなんだね。あんなの大したことないのに。溜たまったからしただけだ」

　俺に背を向けたまま、麻人は面めん倒どう臭くさそうに言った。

「後悔してるなら、忘れなよ。忘れていいって、言っておいただろ？」

　確かにそうだ。夢にして良いと、俺を宥なだめるように麻人が口にしたのは覚えている。

「明日は部にも出るよ。あと今日ベッドが届いたから、もう悠仁の部屋には行かない」

　麻人は早口にそう言うと、俺の言葉を待たずに自分の部屋に引き上げた。

　言葉とは裏腹に先日のことをあいつが気にしているのは分かっていたが、それを口にしたところで麻人は認めないし、認められたからと言って俺もどう反応すればいいのか分からない。

「無かったことにするのが、一番良いんだろうな」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　寝不足で疲れているはずなのに、その日の夜は結局また眠れなかった。

　寝ね返がえりを打って、無意識に麻人を待っていることに気付く。自分のベッドなのに、あいつの体温がないまま眠ることに違い和わ感かんを覚えた。そんな自分に舌打ちをする。自分達がここで何をしたのか、思い出したら欲よつ求きゆうが生まれた。気付かないふりをしても、一向に熱が冷めない。一時間も経たってから、頭を冷やすために低い温度に設定したシャワーを浴びた。

　中ちゆう途と半はん端ぱに硬かたくなったそれが萎なえるのを待ってから、バスルームを出る。リビングを通るとき、自分の部屋とは反対にある麻人の部屋のドアに視線が向かう。

　半ば無意識にリビングのソファに座った。真っ暗な部屋で、麻人は何を見ていたんだろうかと天井を見上げる。ソファから余って、床ゆかに落ちた足にパズルのピースが触ふれる。こんなにばらばらになっていたら、俺が隠かくさなくても失なくしてしまいそうだ。

　麻人の部屋からは物音は一つも聞こえない。衝しよう動どう的にそのドアを開けてみたくなったが、結局それはしないまま、自分の部屋に戻った。

　どうしてか、ばらばらになってしまったピースが残念で仕方なかった。










　麻人は何もなかったかのように振る舞まったから、俺も同じようにした。

　翌日、部活に出た麻人は少し辛つらそうだった。

　体育館を使える時間が限られているので、部活は大体二部練習になる。一部は体育館を使えるが、二部は近くの市民体育館や社会人体育館を借りての練習になる。麻人は一部にも二部にも参加したが、走るのは辛そうだった。

　気になって何度か声をかけたが、五月蠅うるさそうな顔をされただけだった。

「次の練習は軽く試合させるから、一年……ちょっとこっちに来い」

　コーチの言葉で召しよう集しゆうされ、一年がぞろぞろ集まる。

　とりあえず二チームに分けられ、試合をするように命じられた。第二ピリオドまでだった親しん睦ぼく試合とは違い、正式なタイムで行うのは新人戦を意識しているからだろう。

　俺と麻人は敵同士だ。その代わりに正輔は味方になった。試合のために作戦を立てポジションを決める時間が与あたえられる。正輔はセンター、俺はシューティングガードだ。

　正輔は他ほかのメンバーに「麻人のフェイントには気を付けろ」と注意したが、実際に試合が始まってみると麻人はフェイクを入れなかった。フェイクを警けい戒かいしているからこそ、敢あえてフェイクはあまり使わない。そういうところが麻人らしい。

「俺達が速そつ攻こうかけるから、ちゃんと止められるように頑がん張ばってね」

　試合が始まってすぐに、麻人は俺達に自分のチームメイトを指しながらそう宣言した。敢えて手の内を見せるその挑ちよう発はつに、鼻白む。

「お前を潰つぶす良い機会だ」

　正輔は冷静に言い返したが、実際に速攻を止められずに、むきになってペースを崩くずす。

　麻人はランニングの時こそ辛そうだったが、試合中はそんな気配を微み塵じんも感じさせない。

　俺や正輔だけでなく、メンバー一人一人の癖くせを頭に入れているので、麻人は仲間に効率的にパスを回す事ができる。そのせいか、ボールの支配率は向こうの方が上だった。

　挙げ句に、俺は麻人にフェイクを誘さそわれてファウルを取られた。

「お前、いい加減懲こりろよ！　悠仁！」

　自分もファウルを取られたくせに、頭を抱かかえながら怒ど鳴なる正輔に「うるさい」と返しながらも、自分でも腹が立った。審しん判ぱんを睨にらみ付けようとして、主しゆ審しんも線せん審しんも先輩だったと思い出す。文句を言うこともできずに、自分の不運を呪のろう。

　麻人はにやにや笑いながら「相変わらず単純だね」と楽しそうに笑い、もぎ取ったフリースローを放つ。ボールは綺き麗れいな弧こを描えがいてネットを揺らす。

　結果的に俺達のチームは勝利したが、点差は三点だった。しかもチームメイトの一人が麻人によって退場させられた。慣れているはずの正輔ですら、ファウルを誘われてまんまと何度目かの笛を吹かれた。

「潰すんじゃなかったの？」

　麻人の疑問に、正輔は「黙だまれ」と言うに留まる。

　やたらと体力を消しよう耗もうしたのは、相手が麻人だったからだろう。あいつがコートの上にいると、常に動向を気にしなくてはいけないので、普ふ段だんの倍は疲つかれる。試合終了後は両チームで笛を吹かれた選手が掃そう除じを行うはめになった。

　シャワーを浴びてから部室に戻ると、麻人と原先せん輩ぱいだけが残っていた。

　二人が何か話しているのを聞きながら、自分の荷物を手にする。

「悠仁、ちょっと待って」

　背後から声を掛かけられて振ふり返ると、麻人はいつもの気味の悪い笑え顔がおを浮うかべていた。

　やたらとにこにこしているが、目は笑っていない。

　───なんだ？

　横にいた原先輩に視線を向けると、先輩は不ふ愉ゆ快かいそうに俺を見返した。

「今日約束してただろ？　先に帰るなよ」

　約束をした覚えはなかったが、原先輩と麻人を見比べて「ああ」と頷うなずく。

　その途と端たん、麻人はほっとしたように口元を緩ゆるめた。どんな場面でも器用に切り抜ぬけているように見えたから、こんな風に麻人からそれとなく助けを求められたのは初めてだった。

「じゃあ、すみません先輩。お先に失礼します」

　そう言って、麻人が俺を促うながして部室を出る。

　体育館を離はなれると、麻人は「話し合わせて貰って助かったよ」と煩わずらわしそうに口にした。

　麻人の薄うすいシャツが風を含ふくんでふわりと揺ゆれるのを見ながら、少し後ろを歩く。後ろ姿を見ながら、「お前さ」と切り出した。

「原先輩に狙ねらわれてるのか？」

「……悠仁でも分かるんだ？」

　暗に鈍にぶいと言われて、むっとする。

「あそこまで分かり易やすいとな」

　原先輩はいつも麻人を視線で追っていた。休きゆう憩けい時間も、よく二人で話している。もしかしたら、部活以外の時間も付きまとっているのかもしれない。

「男にそういう対象にされること、結構あるのか？」

「女の方が圧あつ倒とう的てきに多いけど、たまに男もあるよ」

　麻人は振り返らないまま、俺の少し先を歩きながら答えた。

「なんで？」

「同類は分かるんだろ」

　麻人はそう言ったが、俺はこいつから〝そういう雰ふん囲い気き〟を感じたことはない。そもそも、俺はこいつが女だけでなく男を相手にしているとはどうしても思えなかった。

　それに何故なぜか麻人が男に組み敷しかれている様を想像すると、不快な気分になる。

「気になる？」

「別に」

「言うと思った」

　麻人はそれきり黙ってしまう。なんとなく気まずい空気が生まれ、それは電車に乗るまで続いた。危あやういバランスを保つような、そんな沈ちん黙もくだった。

　電車の窓の外を見ていると、ビルの上にあるバスケットボールとバットの巨きよ大だいな看板が見えた。スポーツ用品店がテナントで入っているのかもしれない。ぼんやり見ていると、麻人もそれを見ていたのか「今日の試合、悠仁シュート成功率低かったよね」と口にする。

　微び妙みような沈黙が消えたことにほっとした。吊つり革かわに摑つかまらずに立っている麻人を窓ガラスを介かいして見ながら、今日の試合を振り返る。

「悪かったな」

　確かにシュートの成功率は低かった。麻人のことを意識していないつもりでも、完全にはそれが出来ていなかったのだろう。

「もしかしてまた膝ひざが痛むの？」

　そう聞かれて、何故なぜ麻人がそれを知っているのか疑問に感じた。

　去年の夏に故障した膝は、一時期真っ直ぐに歩けないほど酷ひどい状態だった。手術と静養が必要だと言われたがＩＨ中に出来るわけもなく、医者の言葉を無視して試合に出た。そのせいで余計に悪化して、国体の直前まで不安を抱えるはめになった。

「どうして知ってるんだよ」

「悠仁と同じ接骨だから。捻ねん挫ざで行った時に先生から聞いた」

　ことも無げに麻人が口にする。

　守秘義務はどうしたんだと、人の好よい顔をした先生を思い出して溜ため息を漏もらす。

　高校は隣りん県けんだったが、地元から通っていた。家の近くの接骨院を利用していたから、そういう偶ぐう然ぜんもあるだろう。

「試合では絶対サポーター巻いてたし、途と中ちゆうも辛そうにしてたから見てれば分かるよ」

　知っていたならどうしてあの時、と言いかけて止める。ＩＨの時のことを今いま更さら口にしても仕方がない。誘われてファウルをした方が悪い。スポーツマンシップに反すると憤いきどおっていたが、相手のファウルを誘うこと自体は戦法の一つだ。引っかかった方にも責任がある。

　分かっているが、未いまだに割り切れなくて、麻人から視線を逸そらした。

「もう治った。今日のはただ本調子じゃなかっただけだ」

「もっと頑張りなよ。推すい薦せんで入ったんだから一いつ般ぱん入試の俺とは違ちがうところ見せないと」

　相変わらず嫌いやみな男に閉口しながらも、少しだけほっとしている。

　あんな風に抱だいても何も変わらないことに安心した。俺はこいつをそういう目で見ていないし、こいつも俺をそういう目で見ていない。やっぱりあの日は何かの間ま違ちがいだったんだろう。

　うるさい麻人を無視していると電車が少し揺れて、その瞬しゆん間かん麻人の手がだらりと下げた俺の片手に触ふれる。

　手の甲こうと甲が触れただけだ。それだけの接せつ触しよくに、心が騒さわぐ。

　反射的にそっちの手をネズミ色のパーカーのポケットに入れる。あんなことまでしたのに、手が触れただけでどうしていいか分からなくなった。動どう揺ようがばれたら麻人に変な風に思われそうで、俺は駅に着くまで口を開かなかった。麻人も再び黙り込む。

　やっぱり元通りなんて無理だと思いながら、触れた場所が熱を持ったみたいに、じわりと熱くなるのを感じていた。
















　翌日の部活はコーチの眼鏡めがねにかなった新人上位五人対先輩チームとの試合が、部活後に待っていた。それは別に特筆すべきことじゃないが、何故か今日に限って体育館の二階席にはギャラリーがいて、普段は体育館で見ないタイプの学生達がコートを見下ろしている。

「なんなんですか？　これ」

　正輔が先輩の一人に尋たずねる。先輩は「毎年恒こう例れいなんだよ」と言っただけで、それ以上は教えてはくれなかった。六限が終わり、学校前から出るバスの本数も少なくなっているにも拘かかわらず、かなりの人数が観客として並んでいる。

「負けたチームは新しん歓かんと文化祭で活かつ躍やくしてもらうからなー」

　試合に参加しない先輩達が、間延びした声で罰ばつゲームの存在を示し唆さする。胡座あぐらを搔かいて、足の間にボールを入れた状態で見守っているのはキャプテンだ。キャプテンは参加しないらしい。しかし相手チームはスタメンばかりで、全日メンバーも混ざっている。もちろん原先輩もいた。

「一年なんかに絶対に負けるなよ」

「今年こそは〝笑う側〟に回るんだ！」

　そんな風にいつになく真しん剣けんにお互いを鼓こ舞ぶしている先輩を遠目で眺ながめる。

　殺気立っていると思ったら、同じ一年で選ばれなかった奴が「去年負けたチームにいた先輩達は、文化祭と新歓で泥ど鰌じようすくいと腹踊おどりやらされたらしいよ」と口にした。

「泥鰌すくい？　なんだそれ」

　首を傾かしげると、そいつは「彼女には絶対に見られたくない踊りだよ」と言ったが、いまいちどんな物か分からない。腹踊りと似たようなものなんだろうか。

「別にいいよな、彼女いないし。なぁ、悠仁、いないんだよな？」

　正輔はまだかすかに疑いを含んだ目で俺を見つめながら言った。

「彼女の有う無むは関係なく、嫌だ」

「悠仁も正輔も、無む駄だ話ばなしはいいから。キャプテンは……俺でいいよね。とりあえず、俺にボール集めてくれれば適当に捌さばくからそれでよろしく」

「おい」

　何勝手に決めてるんだ、と麻人を見るが「異論はないだろ？」と俺以外のメンバーを見て口にする。確かに誰だれも文句を言うつもりはないようだ。自己主張の激しい連中が黙だまっているのは、麻人がコート上でいかに優ゆう秀しゆうな司令官であるかを昨日実感したからだろう。

　どうやら多数決では俺の惨ざん敗ぱいらしい。コーチは力量を判断するためなのか、新入生チームには何の指示も出さなかった。

「オールコートで当たろう。悠仁は原先せん輩ぱいについて、それで正輔は……」

　麻人はそう言ってメンバーに指示を出す。麻人の言うことを聞くのは気に入らなかったが、その指示は的確だった。いくら嫌きらいな相手からの指図でも、正しいと思った以上は逆らうつもりはない。今回だけだと自分に言い聞かせて、原先輩の位置を確かく認にんする。

　試合が始まる前に、麻人は俺を見て「昨日みたいに腑ふ抜ぬけるなよ」と言った。

「うるさい」

　好戦的に笑いながら、麻人は自分の手首にリストバンドを嵌はめる。麻人の趣しゆ味みとは違う蛍けい光こう緑のそれは、もしかしたら誰かからのプレゼントかもしれない。

　今まで大して気にならなかったことが、急に気になる。

　チームメイトとしてこいつとプレイするのは初めてだ。

　試合が始まってすぐに、俺は麻人への評価を変える必要があると知った。敵として戦うよりも、味方としてプレイした時の方がよく分かる。麻人のパスは的確だ。思いやりのある取りやすいボールが、欲しいタイミングで渡わたされる。

「っ」

　ぞくりとするぐらい、リズムが合う。予あらかじめ打ち合わせしたかのように、俺がゴール前で飛んだ瞬しゆん間かん、掲かかげた右手に無理のない角度とスピードでボールが与あたえられる。

　爽そう快かいだった。ボールをゴールに叩たたき込む瞬間は、恐おそろしくスムーズだった。

　ギャラリーから歓かん声せいが沸わき上がる。大きな大会でもないのに、同じ大学の生徒に応おう援えんされるのは変な気分だった。

「一年なんかにやられっぱなしになるな！」

　ダンクを決められ、奮起した先輩はすぐに試合を再開させる。スピード勝負で一気にカウンターを仕し掛かけてきた。罰ゲームに関係なく、負けるのは嫌だから原先輩を執しつ拗ようにマークする。

　痛めた足首は治ったのか、動きは機き敏びんだった。そして案の定、ボールが原先輩に集まりだした。パスを通してしまった俺はシュート体勢をとろうとする手から、ボールを叩き落とす。

　こぼれたボールは麻人が拾って前へ運ぶ。追いかけるとフリースローエリアの近くでパスされる。走りながらシュートを打った。ボールは一度リングに弾はじかれたが、跳んだ正輔が指先で押し込む。連係プレイであっという間に点が重なる。

　麻人自身はアシストが多く、直接得点に絡からんでいない。だけどゲームの支配者は麻人だった。

「得意なのはフェイクだけじゃないのか」

　だけど、なんだかこれではあいつに負けているみたいで嫌だ。

　麻人の驚おどろく顔が見てみたいと思った。あいつの予想外のことをしてみたくなる。

　ハーフラインの向こうにあるゴールリングを見定めて、リバウンドで奪うばったばかりのボールを片手に持つ。俺からのパスを期待して、走ってゴールに向かう麻人や正輔を見ながら、大きく腕うでを振ふる。成功率が低いから正式な試合ではやらないが、今回は幸運にもボールはゴールに吸い込まれた。コートの端はしから端に飛ばすような、こんなロングシュートは滅めつ多たに打たない。外してもいいと思いながら投げたそれは綺き麗れいに決まり、麻人がじっと俺を見ているのが見える。

　どうやら、あいつを驚かすことには成功したようだ。

「さすが、悠仁」

　どよめくギャラリーに顔を蹙しかめながら、麻人は半ば呆あきれたように口にした。

「どうも」

　一進一退のまま第二ピリオドを終える。ハーフタイムに水分補給をする間、我らが司し令れい塔とうの麻人はメンバーに特に指示は出さなかった。

「前半の調子で、後半も当たろう」

　スポーツドリンクを飲みながらそう言って、額の汗あせを赤いタオルで拭ぬぐう。

　休憩が終わり、麻人がコートに踏ふみ込む瞬間、左に嵌めた自分のリストバンドをぎゅっと反対の手で握にぎるのが見えた。そう言えば、以前にもそういう光景を見たことがある。

　あれはフリースローの前だっただろうか。もしかしたら癖くせなのかもしれない。

「麻人、俺にもパスたくさんくれよ。悠仁の倍は得点するから」

　女子がかたまっているギャラリーを見ながら、正輔が要求する。

「じゃあ、パス通しやすい位置でフリーになってよ」

　麻人は軽く笑いながら、慣れた様子でいなすように正輔の肩かたを叩く。

　同じ高校のチームメイト同士、他ほかの連中よりも息が合っている二人を見て、ほんの少し面おも白しろくないと思ったのは、バスケ選手としてだろうか。

　自分の気持ちに首を傾げながら、後半戦に突とつ入にゆうする。

　麻人は後半も器用にパスを回した。自らシュートを打つこともあれば、他の人間に譲ゆずることもある。素人しろうとが見れば麻人は大したプレイヤーではないように見えるかもしれない。けれど対戦したことがある人間なら、あいつが他人の裏をかく事に長たけていると知っているし、相手のプレイスタイルを崩くずすことに秀ひいでているのをうんざりするほど実感しているだろう。

「麻人！」

　コート前でフリーになった麻人の名前を呼び、ボールを投げる。けれど失敗したと思った。

　塞ふさぎ込むように先輩達に囲まれる。麻人の前に原先輩が立ち塞がった。けれど麻人はそのままシュート体勢に入り、手にしたそれをフェイダウェイで打つ。力が乗らなかったのか、すぐに失速してリングにぶつかる。けれど幸運にもボールは真っ直すぐ上に跳はねた。

　ボールがリングの中央を通り床ゆかの上に落ちるのを見て、俺は駆かけ寄って麻人の肩を叩く。

　試合終しゆう了りようのホイッスルが鳴ると、ギャラリーから歓声が聞こえた。先輩の手前、大おお袈げ裟さに喜び合うことはできなかったが、充じゆう足そく感と達成感をみんなが感じていることは分かった。

「文化祭楽しみにしてるからな」

　ギャラリーから掛かけられる声に、先輩達がさらに表情を曇くもらせる。

「お前ら、ちょっとは先輩に遠えん慮りよしろよなぁ」

　敵チームのセンターを務めていた先輩が「今年の一年可愛かわいくねぇよ」と口にするのに対して「すみません」と返すと、生意気だと髪かみをぐしゃぐしゃと搔き混ぜられる。

「覚えとけよー」

　含ふくみ笑いで言われた言葉に「はい」と返すと、肩を抱だかれた。

　まだ息が整わないまま先輩の愚ぐ痴ちを聞いていると、麻人が俺の目の前にモップを差し出す。

「掃そう除じ当番、今回勝ったチームだって」

　麻人はそう言うと、先輩に頭を下げてから俺に「向こうからモップかけて」と指示を出す。

　先輩達がぞろぞろと控ひかえ室の方に出ていくのを見送りながら、掃除を始める。ギャラリーはいつの間にかいなくなっていた。

　結局全部終わって帰れるようになったのは十時になってからだった。腹が減っているのはみんな同じだったので、新入部員は勝利を祝して、そのまま近所の焼き肉屋に雪崩なだれ込む。

　そこで麻人が野菜やクッパを食べているのを見て、そういえば肉が苦手だったと思い出した。見ていると肉だけでなく魚ぎよ介かい類るいにも手を着けてない。

「何、お前ベジタリアンなの？」

　チームメイトの言葉に麻人は「肉は食べられるけど、得意じゃない。それに俺が食べなくても残ったりしないだろ？」と言って、焼けたばかりの肉をトングで摘つまみ、そいつの皿に入れる。

「確かに」

　麻人が食べなければその分が自分達に回ると気付き、それ以上麻人の食生活についての質問はされなかった。麻人が食べている物といえば焼いたタマネギやカボチャ、トウモロコシに肉の入っていないクッパや冷れい麵めんだ。

「お前、そんなんだから腰こし細いんだよ」

　思わずそう口にすると正輔が「そうなんだよな、こいつ凄すごい腰細いんだよ」と頷うなずく。

　それを聞いて、試合中にも感じた嫌いやな気分が再び蘇よみがえる。正輔が知っているのは当たり前だ。中高六年間一いつ緒しよのチームに居れば、合宿や遠えん征せいがある。上半身どころか下半身だって目にする機会があるだろう。

「女並みなんじゃねぇの？」

「顔も女みたいに綺麗だしな。女物着ても違い和わ感かんなさそうだよな」

「お前ら気持ち悪い」

　周囲からの突とつ然ぜんの賞賛にきっぱりと麻人はそう口にする。その顔は本当に嫌そうだ。

「気持ち悪いって言うなよ。悠仁と正輔ができてるほうが俺は気持ち悪……」

「おい！」

　チームメイトの一人がおぞましいことを言いかけると、他の奴やつが肩を摑つかんで慌あわてて止める。

「……何、それ」

　麻人がそれを聞いて鋭するどい目を俺と正輔に向けた。

　その噂うわさの根と葉に心当たりがある。思わず俺がじろりと正輔を睨にらみ付けると、正輔は「彼女出来ないし、確かに悠仁で手を打つのもありかもなぁ」と、カルビを見つめて口にする。

　どうやら目の前の肉を食べることに必死で、説明するのが面めん倒どうになったらしい。

「悠仁」

　説明しろ、というような口調で、麻人が俺の名前を呼ぶ。

　何で睨むんだ、と思いながら「シャワールームで正輔と揉もめてたのを先せん輩ぱいが見て勘かん違ちがいしただけだろ」と口にする。あの状じよう況きようは俺が先輩でも誤解するだろう。

　それを聞いてチームメイトはほっとしたような顔を見せた。

「そうなの？　俺、シャワールームでいつも二人がやってるって聞いたけど」

「俺は、正輔が大学まで悠仁を追いかけてきて、そこでとうとう悠仁も正輔の気持ちを受け入れる覚かく悟ごを決めて付き合うことになったって聞いた」

「俺が聞いたのは……」

「もういい」

　これ以上食しよく欲よくが減退するようなことを聞きたくなくてそう口にする。もしかしてこれは俺と正輔を目の前の肉から遠ざけるための盤ばん外がい戦なのかと疑いたくなる。

「へぇ、悠仁と正輔ができてたなんて知らなかった」

　麻人が先さき程ほどの不ふ機き嫌げんな顔とは代わって、楽しそうに口にする。

「そうだろうな。俺だって知らなかったよ」

　投げやりにそう言ってから、目の前の半生の肉を口の中に放り込む。焼けるのを待っていたら、飢うえたハイエナ達に全部食いつくされる。こいつらが手を出さないのは野菜だけだ。

「あーでも、悠仁みたいな顔の奴がゲイだったら俺らは安心だけどな。ライバルが一人消去されて。いっそ本当に正輔とつきあえば？　意外とこいつ良い奴だぜ」

　大学で知り合ったばかりのチームメイトにそう言われて、俺は「知ってるよ」と返す。

　知っているが、キスやセックスが出来るかは「良い奴」かどうかでは決められない。

「こいつ、セックスアピールゼロだろ」

　白髪しらがネギとコチュジャンをカルビで巻いて、いそいそと口に運んでいる正輔を見ながらそう言うと、麻人を除いた連中が同意する。麻人は「マイナスだよ」と口にした。

「な、なんだよ。俺だってお前等にセクシーアピールなんか感じないからな！　お互たがい様だからな！　そもそも男が男にそんなもん感じるかよ！」

　正輔が拳こぶしを握って力説する。

　他の奴やつ等は笑っていたが、俺は笑えない。あの日の麻人に、俺は確かに欲よく情じようした。

　思い出しそうになった麻人の痴ち態たいから意識を逸そらすように、網あみの上で焦こげ始めているタマネギを口に放り込む。それから話題はバスケに移り、和やかな雰囲気のまま、食事が終わる。

　会計は割り勘かんだった。肉を食っていない麻人が損している気がしたが、本人は特に気にした様子もなく料金を支し払はらう。

　帰り道を麻人と歩きながら、会計時に貰もらったミントのガムを奥歯で嚙かんだ。

　麻人はいつもと同じで、俺の少し前を歩く。足の長さは似たようなものなのに、何故なぜか俺はいつも影かげを踏まないような距きよ離りで麻人を追いかけている気がする。

　なんとなくそれが面白くなくて、少し早足で追いついた。

　横に並ぶと、麻人は俺を見上げて「何？」と首を傾かしげる。何か話があると思ったらしい。

　ただ横に並んで歩いた方が自然だと思っただけだが、それを上手うまく説明できる気がしなかったので、代わりに「お前の方が正輔よりキャプテンに向いてたんじゃないのか？」と、以前から感じていた疑問を口にする。

　アシストに徹てつして無理に点を取りに行かないスタイルや、コート上にいる選手の動きを常に把は握あくしているのを見ると、ある意味選手よりも監かん督とくに似ている。まさにコートの上の司令塔とうだ。

「俺、キャプテンとかリーダーとか好きじゃないんだよ。できるけど、向いてない。ああいうのは悠仁とか正輔の方が似合うよ。正輔はタフだし、悠仁はヒーロー像として分かり易いから」

　麻人が言いたいのは、俺がスコアラーだということだろう。フリースローなら滅めつ多たに外さない。シュートの成功率はアウトサイドからでも高い。けれど戦略を練るのは得意な方ではなかった。だからいつも、麻人の策にまんまとはめられていた。

「それに二人とも精神面が強いしね。悠仁は状況に左右されないだろ？　残り時間が数秒しかない場面でも、冷静に得点を稼かせげるシュートを打つけど、俺はそういう局面は苦手なんだよ」

　麻人はそう言ったが、俺はこいつがコートの上で取り乱しているところを見たことがない。あれほど周囲の選手の動きを把握して冷静なパスを出せる人間が、精神面が弱いなんて納なつ得とくできない。しかし、確かにプレッシャーの中で麻人が放ったフェイダウェイは、結果的に得点にはなったが完成度の低いシュートだった。

「だけど、お前ほど優ゆう秀しゆうな司令塔はいないだろ」

「悠仁に褒ほめられてもあんまり嬉うれしくないな」

　俺の本心からの言葉に麻人は憎にくまれ口を叩たたくが、嬉しそうだった。

　いつもの嫌いや味みな笑えみや気持ち悪い笑顔ではなく、麻人は普ふ通つうに笑って今日の試合の話をする。背中にも目が付いているとしか思えないほど周囲の状況をよく把握している麻人に感心しながら、家に着くまでの間にかつてないほどたくさんのことを麻人と話す。

「はぁ」

　家に帰ってから冷蔵庫のミネラルウォーターを取り出して飲み、深呼吸に似た大きな溜ため息を吐はき出す。

　もういいか、と思いながら麻人を見やった。

「ＩＨのこと、ずっと気にしてたけどなんかもういい。高校最後の試合があんな結末を迎むかえたことで、お前を少し恨うらんでたけど、もういい」

　許してやるよ、と言った俺に対して麻人は「感謝こそして欲しいね」と口にする。

　ファウルを誘ゆう発はつされて、感謝なんてできるわけがない。

　しかし麻人は「俺のお陰かげで今もプレイできてるって思ってよ」と拗すねたように言った。

「どういう意味だ」

「あのまま試合続けてたら悠仁の膝ひざ、どうなってたと思う？　今いま頃ごろまともに走れたと思う？」

　麻人の言葉に思わず黙だまり込む。医者には手術を勧すすめられていたし、その後はしばらくリハビリが必要だった。しかし後こう遺い症しようはなく、現在もプレイをすることができている。けれどあのまま続けていたら、どうなっていたかは分からない。

「接骨の先生から深刻だって聞いてたし、実際に悠仁がプレイするのを見てずっと気になってたんだよ。俺だって、悠仁を目の前で完かん膚ぷ無なきまでに叩き潰つぶしてやろうと思ってたんだけど、悠仁の膝がダメになっても困るから泣く泣くファウルで退場して貰ったんだよ」

　麻人はそう言うと「悠仁に思い知らせる良いチャンスだったんだけどね」と口にする。

　あの時見せた複雑な表情と同じ顔で、麻人が俺からぎこちなく視線を逸らす。

　自分でしておいて後こう悔かいするような、そんな顔だった。

　こいつは本当に俺のためを思ってあのファウルを仕し掛かけたのかもしれない。

「……そうか」

「信じるの？　悠仁」

　俺があっさり信用したことに驚おどろいて、麻人が俺を見上げる。

「噓うそなのか？」

「噓じゃない、けど」

「……悪かったな」

　辛つらく当たったことを謝ると、麻人は「悪いと思うなら来週末少しつきあってよ」と口にした。

　来週の土曜日は部活の練習はないが、特に予定もない。

　今までの態度を省かえりみて素す直なおに「分かった」と頷うなずくと、麻人は嬉しそうに「約束」と口にする。

　不意にその顔が可愛かわいいと気付いて、そんな風に思う自分に焦あせった。










「一晩よく考えたけど、俺のセクシーアピールは異性によって磨みがかれると思う」

　授業で顔を合わせると、開口一番に正輔はそう言って「だから早めに彼女を作るべきだと思う」と続けた。

「ああ、そうだな」

　正直それほどやる気も起きなくて、おざなりに返す。セクシーじゃなくてセックスだと訂てい正せいする気も起きない。どちらにしても意味は通じる。

　考えてみれば部活が忙いそがしくて、彼女を作ってもろくに遊ぶ時間なんてなさそうだ。

　そもそもつきあうだけの金がない。どこにも連れて行ってやれない男なんて、すぐにふられそうだ。それにデートなんてしたことがないから、どこに行けばいいのかも分からない。

　一いつ般ぱん教養の選せん択たく科目である哲てつ学がくの授業を受けながら、セクシーの定義について正輔が語るのを聞き流していると、俺達の前の席に座っていた二人の女子が振ふり向いた。

　目が合うと「白峰君と、関根君だよね？」と聞かれる。

　見知らぬ女子に話しかけられて、正輔はやや緊きん張ちよう気味に頷いた。

「昨日、すっごく格好良かったけど、今度はいつ試合やるの？」

「応おう援えんしに行ってもいいですか？」

「え、あ、いいけど、でも、メールアドレス知らないから、試合の日取りが決まっても教えられない。困ったなぁ」

　正輔がわざとらしくそう言うと、最初に声を掛かけてきた女子は「じゃあ教えるから、そっちも教えて」と携けい帯たい電でん話わを取り出す。

　正輔はスムーズにいったことに驚きを隠かくせないまま、自分のポケットから携けい帯たいを取り出す。

　その様子を他人ひと事ごとの様に見ていると、傍かたわらの女子が「あの、私もいいですか？」と口にする。

　断る理由もないから、携帯を取り出す。アドレスの九割以上は男だ。大学に入ってから、徐じよ々じよに女子のアドレスが増えている気はするが、それほど嬉しいとは思わなかった。

　彼女を作りたいと思っていた筈はずなのに、自分の心境の変化を少し意外に思う。

　昨日の試合は意外と多くの人間に見られていたのか、昼休みもその件で話しかけられた。

「いや、もうここまでもてると、ちょっと鬱うつ陶とうしいかも」

　食堂で話しかけてくる女子を見送った後で、正輔は得意げな顔をしながら携帯を見つめる。

　普ふ段だんはむさいが、バスケをしている時の正輔は同性からしても格好良い。バネのような筋肉は機能的に動いて、跳ちよう躍やく力ではそこら辺の連中には負けない。背が高いからリバウンド率も高いし、足も速いので頼たよれるセンターだ。

「にわか人気で良い気になってると、すぐに落ち目を迎えるよ」

　麻人は呆あきれた様子で言いながら、頰ほお杖づえを突いてキノコのスパゲティをフォークで混ぜる。

　正輔は「あれ？　嫉しつ妬とですか？　俺の人気に嫉妬ですか？」と珍めずらしく麻人をからかっていた。

　冷静に考えれば普段からもてている麻人が、今いま更さら正輔に嫉妬するわけがない。バスケをしていようがしていまいが、麻人とつきあいたいと思っている女子は俺と正輔の倍以上いるだろう。

「黙れよ、童どう貞てい」

　麻人の反はん撃げきを受けて、途と端たんに正輔は黙り込む。しかし今回は復活するのも早かった。

「そう、俺は確かに童貞だ。でも明日は違ちがうかもしれない！　全すべては可能性の問題だよ、小泉君！　スタートダッシュが良い奴やつが必ずしもゴールテープを切るとは限らないのだよ」

　何か悪い物が取り憑ついたかのように力説した正輔に対して、麻人は「がつがつしてるともてない」と口にしながら、大きめのキノコにフォークをガツンと突つき刺さした。

「違うな、麻人。もてないからがつがつするんだ！」

　珍しく、正輔が麻人に正論を返す。

「それ自分で言ってて哀かなしくならない？」

　麻人は少し不ふ機き嫌げんにそう言い捨てた。食堂に来たときからずっと苛いら々いらしているのは、俺達のテーブルに近づいては昨日の試合についてコメントをしていく女子が多いせいだろう。

　その度たびに優等生の仮面を被かぶるのが煩わずらわしいのかもしれない。だったらそんなこと止めればいいのに、と思いながら、俺は学食で頼たのんだヤキソバを口に運ぶ。

　麻人が本ほん性しようを晒さらしても、その人気に陰りが出るとは思えなかった。

「好きに言えよ。俺と悠仁なんか、哲学の授業で女の子に番号聞かれたし！　すげー可愛い子達で、とうとう俺達も大人の階段上っちゃうかも！　それがダメなら土曜日の同窓会な！」

　午前中に委員長から同窓会の場所と日時のメールがあった。それを正輔に話したら、参加すると言い出した。俺も参加するつもりでいたが、土曜日は麻人との先約がある。

「お前、同窓会どうする？」

　俺が麻人にそう尋たずねる。麻人の用事がどれぐらい掛かるのか分からないが、同窓会は夜からだ。上手うまくすれば両方とも予定をずらさずに参加できる。それに俺の前ではメモを捨てていたが、麻人だって昔の仲間に会いたくないわけではないだろう。

「出る気ない。そもそも同窓会って、もっと時間が経たってからするものじゃないの？」

「でも中学や高校で別れた奴らと久々に会えるじゃん」

　正輔は拳こぶしを握にぎったが、麻人はそれを無視する。

「悠仁と正輔で行ってくれば？　俺との約束は気にしなくていいから」

　先さき程ほどよりもずっと不機嫌になった麻人に「じゃあ俺もやめておく」と口にした。

　麻人とは先に約束しているし、どうせ同窓会は今回だけじゃない。委員長は今回参加できなかった人がいたら、次はその人達の予定を中心に企き画かくすると言っていた。

「なんでだよ、行こうぜ！　男友達より女の子との出会いだろ！　久しぶりに会った同級生が可愛くなってるかもしれない。そいつと同じ学校の女子に可愛い子がいるかもしれない。そんな可能性を一つずつ繫つなげて行こうぜ！　っていうかお前らがいないと俺、話す奴いないし！」

「……悠仁は行けば？　相当女が好きみたいだし。それに実は今週末、別の人と過ごすことになったから」

「なんだよそれ、約束してただろ？」

　勝手に他ほかの奴と予定を組んだ麻人に腹が立ってそう言うと、麻人が「女と友達だったら、普ふ通つうに女優先だよ」と断言する。口くち振ぶりからすると、新しい約束の相手は女子らしい。

　俺は不ふ愉ゆ快かいな気分を隠さずに「そうかよ」と返す。

　自分でも何故なぜ麻人との約束が流れただけでこんなに苛々するのか不思議だった。最初から機き嫌げんの悪かった麻人は、それ以上話そうとはしない。俺も陽気に話す気分じゃなかった。

　そんな俺達の向かいで、正輔だけがやたらとはしゃいでいた。










　その日からしばらくは麻人の機嫌は悪いままだった。

　リビングにあるパズルにも手を着けていないようだ。作りかけのそれが気になっていたが、持ち主がいないのに勝手に進めるのは気が引けて、部屋の隅すみに放置されたままだ。

　部活の休きゆう憩けい時間に外の自じ動どう販はん売ばい機きへ飲み物を買いに出でたときに、明日の約束を麻人と取り付けようとしている原先せん輩ぱいが目に入る。明日は土曜日だ。幸運にも部活の休みと重なっている。

「な、頼むよ。一回つきあってくれればいいからさ。明日、空いてるんだろ？」

　原先輩が懇こん願がんしている。近づくと俺の姿は自じ販はん機きの死角になって見えない。飲み物を買って、そのまま二人に背を向ける。

　麻人がどんな答えを返したのか知りたかったが、その場で割り込むような真似まねはしなかった。

　それでも気になって、帰宅してから自室に入ろうとする麻人に、明日のことを問いつめる。

「俺と正輔に遠えん慮りよして他の奴と約束があるなんて言ったのか？」

　俺が二人の会話を聞いていたことに気付いていたのか、麻人は俺の質問に「別にそういうわけじゃないよ」とあっさり答える。

「先輩と出掛けるのか？」

「どうして悠仁がそんなこと気にするんだよ？」

「あいつ、お前のこと変な目で見てるだろ」

　言葉を濁にごしてそう言うと、麻人は「だから何？」と首を傾げる。

「別にいいよ。そういう気分だし」

　その返答に驚おどろいた。ということは、結局明日は一いつ緒しよに出掛けることに決めたんだろうか。

「簡単に誰だれとでも寝ねるのかよ」

　思わず声には非難が混じった。麻人の交友関係なんてどうだっていいし、ましてや性生活なんて俺には関係ない。だけどこいつがベッドの上で俺に見せた顔を、他の奴に見せるのは嫌いやだった。自分でもおかしな独どく占せん欲よくだと思ったが、嫌なものは嫌だ。

「それとも、あいつが片思いの相手か？」

　そんなわけがないと思いながら口にする。もしもそうなら、以前原先輩に誘さそわれた時に困った顔をするわけがない。

　だけど原先輩は同郷で、高校時代からバスケという接点がある。麻人が推すい薦せんを蹴けって、一いつ般ぱん受験をしてまでうちの大学に入ったのは、もしかしたら原先輩が目的なのかもしれない。その可能性に気付いて苛いら立だつ。

　誰とでも寝るのも、あいつのことを好きなのも、どちらの可能性も不愉快だった。

「悠仁には関係ないだろ」

「ちゃんと答えろよ」

　否定させたかった。だから答えずに逃にげようとする麻人の腕うでを摑つかんで、その目を覗のぞき込んだ。

　抵てい抗こうされて、思い切り腹の辺りを蹴られる。痛みを感じながらも、摑んだ手は離さなかった。

「放せ」

　麻人が不機嫌な声で言った。

「そういえば誰でもいいからあの日、俺の上に乗ったんだったよな」

　軽けい蔑べつする、と麻人を傷つけるように口にすると、頰ほおを叩たたかれる。

　大して痛くなかったが、思わず腕を摑む手に力を込めると、麻人の目の中に怯おびえが過よぎった。

　それを見た瞬しゆん間かん、頭が冷える。正輔に殴なぐられたら普通に殴り返せる。だけど、麻人を殴り返すことは二度と出来ないだろう。一度目の後こう悔かいが、未いまだに残っている。

　そんな俺の内心に気付いたのか、麻人が挑ちよう発はつするように「殴ればいいだろ」と口にした。

「……お前がびびるから、萎なえた」

　苛立ちで支配されていた思考を、一度クリアにしようと深く息を吐はく。

　それでも麻人が否定しなかった原先輩との関係について、胸の中で嫌な気持ちが燻いぶっていた。

「は、何それ」

　麻人が殴りかかってくる。顎あごを狙ねらった拳を掌てのひらで受け止めた。そのままぎゅっと握り込むと、焦あせったように麻人が怪け我がした方の膝ひざを蹴る。痛みに一いつ瞬しゆん目を細めた。痛みはそれほどない。ただ、膝への刺し激げきに過か敏びんになっているだけだ。けれど麻人は俺の様子を見て蹴った場所に気付くと、はっと目を瞠みはって体から力を抜ぬく。

「勝手なことばっかり言うなよ」

　怒おこっているのに、泣きそうな顔をしていた。目元が色づいているのは、怒いかりで興奮しているからだろう。いつもは饒じよう舌ぜつな唇くちびるが言葉を探すように震ふるえ、それから麻人は目元を歪ゆがめて俯うつむく。

「誰とでも寝るわけないだろ。俺のことなんだと思ってんだよ！」

　吐き捨てるような言い方だった。

　こんなに近くにいるのに、俯いたせいで表情が分からないのがもどかしい。

　拳を握っていた掌を離すと、麻人はその手を重力に任せてだらんと下げる。

「鈍どん感かんなのも大たい概がいにしろ。……もういい加減気付けよ」

　初めて聞く、覇は気きのない声だった。

「悠仁はどうせ俺のことなんて何とも思ってくれないくせに」

　麻人は自分の顔を片手で覆おおうと、そのまま前まえ髪がみをぐしゃりと摑む。

「なんで一緒に暮らしてるか考えたことある？　なんでベッドが届かないなんて馬ば鹿かみたいな噓うそを吐ついたと思う？　推すい薦せん蹴けったのも、バスケを始めたのも、全部理由は一つしかない。だけど悠仁は考えたことも疑問に思ったこともないだろ？　結局、俺に興味なんてないんだよな」

　自じ嘲ちようするように言った後で、麻人が顔を上げた。泣きそうな顔は真っ赤に染まっている。

　初めて見る表情だった。明るい茶色の瞳ひとみの色が少し濃こくなっている様な気がする。少し潤うるんでいるせいで、そう見えるんだろうか。

「麻人」

　思わず指を伸のばす。遮さえぎられることなく頰に触ふれる。それを引き金にして、麻人が唇を開く。

「……き、だからだよ。悠仁が好きで、俺はずっと、馬鹿みたいに悠仁のことばっかり考えてる」

　麻人の目は少しの曇くもりもなく真っ直すぐ俺を見ていた。

　その唇がふわりと歪む。まるで言葉にしたことを後悔する様に、麻人は小さく微笑ほほえんで「知らなかっただろ」と震える声で口にした。










　耳にした告白が信じられないまま、リビングのソファに座って呆ぼう然ぜんとする。

「噓だろ」

　肝かん心じんの麻人は言うだけ言うと、俺の手を払はらって部屋を出て行ってしまった。俺は間ま抜ぬけにもあいつの後ろ姿をただ目で追って、ドアが閉まる音でようやく我に返った。

「そんな素そ振ぶり見せなかったじゃないか」

　最初に寝たときだって、あいつはたまたま俺が近くにいたから寝るようなことを言っていた。それにさっきだって原先輩のことを注意したら「そういう気分だから」と返した。

　ベッドのことだって、おかしいとは思っていた。決して仲良くなかったのに、一緒に暮らすことを麻人が受け入れているのも、変だとは感じていた。だけどその理由が、まさか───。

「好きだなんて、それもフェイクなんじゃないのかよ」

　そっちの方が納なつ得とくできる。この部屋のどこかにカメラが仕し掛かけてあって、俺がこうやって悩なやんでいる姿を正輔と笑ってるんじゃないだろうか。麻人はそういう奴やつだったはずだ。

　俺にとって、あいつは最悪な人間だった。

「嫌きらいだったんだよ」

　思わず力無く呟つぶやいた。

　だけど高校のときの最後の試合が俺のためのファウルで、普ふ段だんの言動がただの不器用な気持ちの裏返しならあいつを嫌う理由がなくなる。

　それに、心のどこかで安あん堵どしていた。麻人の好きな相手が、原先輩でないことに。

　そんな風に考える自分の気持ちが、自分でもよく分からなくなった。










　翌朝になっても、麻人は帰らなかった。

　このまま家で待っていても帰ってこないような気がする。それでも同窓会に顔を出す気にもならなかった。だから断りの電話を正輔に入れたが、どうしてもと押し切られて、結局正輔と一緒に同窓会の行われている居酒屋に向かう。

　その間も麻人のことばかり考えていた。あいつが口にした台詞せりふから意識を逸そらせない。

　忘れていい、考えるな、と言って腰こしを揺ゆらめかせた麻人の気持ちが今いま更さら分かる。

『いい加減、気付いてよ』

　そんな風に口にした麻人の声に心を囚とらわれたまま、気が乗らないまま同窓会が行われている居酒屋に入った。

「あ、来た来た！」

「白峰君！　久ひさし振ぶり」

「関根君も久し振りー！」

　懐なつかしい同級生の声を聞きながら、空いている席に座る。話し相手がいないと言っていたから、傍かたわらに座るとばかり思っていた正輔は、可愛かわいい女子の横に座った。

　屈くつ託たくなく女子と話している姿に、別に俺が参加する必要はなかったんじゃないかと思っていると、委員長が俺の前にサラダを取り分けた小皿を置いてくれる。

「やっぱり小泉君だめだった？」

「ああ」

「え!?　小泉君もこっち出てきてるの？」

　麻人の名前が出た途と端たんに、女子が色めき立つ。

「そうそう、俺達同じ大学だし。悠仁と麻人はルームシェアしてるしな」

　注目を集めようとした正輔がそう口にすると、女子が「えー!!」と声をあげた。

「羨うらやましい！」

「今度遊びに行ってもいい？」

　全員の視線が俺に集中する。同窓会だから昔の話をするとばかり思っていたが、それから話題はずっと小泉のことだった。相変わらずあいつの人気は衰おとろえていないらしい。

「小泉君って秘密主義だから色々気になるんだよね。家ではどんな感じなの？」

　女子の一人が口にしたその言葉に、確かに麻人は秘密主義だと思った。

　一いつ緒しよに住んでる俺ですら、あいつのことを何も分かっていない。俺があいつに関心がないせいもあるだろうが、あいつは肝心なことは喋しやべろうとしないし、言いたくない話題になるとはぐらかしてしまう。だから核かく心しん部分はいつまで経たっても分からないんだ。

「家ではほとんど話さないから」

「でも、一緒に住むぐらいだから仲良いんだよね。いいなぁ」

　女子は中学時代のバレンタインデーにいかに麻人がもてたか、中学校の卒業式でどれだけの女子に麻人が告白されていたかを身み振ぶり手て振ぶりで話し始めた。

　麻人はもてる男だ。そんなあいつが、どうして俺を好きになったのか分からない。

　盛り上がる会話を聞きながら、俺はまた質しつ問もん攻ぜめにされないうちにトイレに立つ。

　用を足した後もすぐには戻もどらずに、少し奥まったところにあるチルアウトスペースでアンティーク調の長なが椅い子すに座って一息吐ついた。

　この場に麻人が来なかったのは、良い判断かもしれない。あいつがいなくてもあいつの話題が中心になるんだから、あいつがいたら余計に凄すごいことになりそうだ。

『でも本命の彼女はいなかったんだよね。付き合ってたのは私みたいに〝遊びでいいから〟って押し切った子達ばっかりだったなぁ。結局本命の相手は最後まで教えて貰もらえなかったな』

　席を立つ時に、正輔の横に座る女子がそう言っていた。

　その相手が俺なら、誰だれも麻人の本命を知らない理由に納得がいく。

　手の中の携けい帯たい電でん話わに視線を落とす。麻人からの連れん絡らくはまだない。

　正輔に番号を聞いて、二度ほど麻人の電話にかけた。一度目はあいつが部屋を出て一時間後、二度目は今日の昼頃ごろだ。二度とも麻人は電話に出ないし、折り返してもこない。

「一服していい？」

　三度目の正直で電話をかけようとしたとき、不意にそう声をかけられて顔を上げると、小学生時代のクラスメイトが目の前に立っていた。

「久し振り。まさか悠仁と小泉が一緒に住んでるとは思わなかった」

「ああ、親同士が仲いいのと、金の問題で」

　俺の返答に「そうなんだ」と答えながら、そいつはガス式ライターで火を点つけて、俺の横に座った。透とう明めいに近い青白い炎ほのおが煙草たばこの先を嘗なめると、乾かわいた匂においがふわりと鼻先を掠かすめる。

　同じクラスで給食を食べていた奴が、今横で煙草を吸っているなんて感かん慨がい深かった。

　他ほかの連中は中学卒業以来、高校卒業以来かもしれないが、俺にとっては小学校卒業以来に顔を合わせる奴やつ等がほとんどだから、感慨深いのも当たり前かもしれない。

「あのさ」

　そう切り出した後で、そいつは「小泉から聞いてると思うけど」と前置きする。

　けれど前置きしたまま、黙だまり込む。辛しん抱ぼう強く待っていると、そいつはろくに口を付けていない煙草を横の吸すい殻がら入れに捨てた。水が張ってあるのか、ジュッと音がして煙けむりが細く立ち上る。

「ごめんな。……その、小学校の時」

　元クラスメイトはそう言うと、貧びん乏ぼう揺ゆすりを始める。緊きん張ちようしているのか膝ひざの上の手が少し強こわ張ばっているのが見えた。

「あの頃ころ、お前のことが妬ねたましくてさ。本当、悪かったな。小泉に窘たしなめられて、それで俺あいつがお前にちくる前にって思って、あんなこと言っちゃったけどさ」

　俺に嫌いやがらせをしているのは麻人だと俺に教えたのは、こいつだった。当時俺達は仲が良かったから、俺はその言葉を簡単に信じた。パズルをしながら麻人が言った「犯人は別にいる」という言葉が誰を指すのか、ようやく分かった。

「ごめんな」

「別に、気にしてない。何年前の話だよ」

　本心だった。犯人が麻人でないなら、子供の頃の些さ細さいな嫌がらせに執しゆう着ちやくする気はない。

　麻人だから、ずっと気にしていたのだ。多分俺はあいつを嫌っていたけど認めてもいたんだ。だから犯人があいつだって聞いて、裏切られた気分になって遠ざけた。今ならそれが分かる。

「そっか、良かった。なんか、俺さ、勝手だけど悠仁には嫌われたくなくてさ」

「なんだよ、それ」

　それならあんなことしなければいいと思ったが、口にはしなかった。

　麻人が言う通り、俺はそういう他人の感情の機き微びに鈍どん感かんなんだろう。

「そろそろ戻るか」

　このまま二人でいるのも気き詰づまりでそう提案すると、そいつはぎこちなく立ち上がる。

「麻人にも悪かったって伝えておいてくれよ」

　俺は頷うなずいて、何事もなかったような顔で二人して座ざ敷しきに戻る。

「おそーい、帰ったのかと思ってた」

　女子の言葉に「悪い」と返す。話は相変わらず小泉から離はなれていなかった。

　正輔は辟へき易えきしてるんじゃないかと思って盗ぬすみ見ると、横の女子にしなだれかかられて、でれでれと相好を崩くずしていた。しかし女子が正輔に強請ねだっている内容は「ねぇ麻人の電話番号教えて」だった。そんな内容なのに幸せそうな正輔を見て、思わず気の毒になる。

「そういえば今日って小泉君の誕生日だよね」

「だから来ないんだ。今いま頃ごろ彼女と一緒なのかな。誕生日は好きな人と過ごしたいもんね」

　女子の一人が口にしたその言葉で、麻人が今日を俺と過ごそうとしていた理由が分かった。

　何故なぜ最初からそれを言わなかったんだろう。誕生日だと知っていたら、麻人を優先した。いや、誕生日じゃなくても約束をしていたんだから、麻人が望めば同窓会には出なかっただろう。

「悪い、俺帰る」

　そう言って立ち上がると「えー」と非難の声があがる。盛り上がり始めたばかりで悪いとは思ったが、このまま参加する気にはなれなかった。

「何か用事でもあるの？　まだ始まったばかりだけど」

　会費を渡わたした委員長にそう訊たずねられて、口籠ごもる。上手うまい誤ご魔ま化かしが浮うかばずに、「悪い」と言って店を出た。

　電話にも出ないから、麻人が帰って来る可能性が低いのは分かっている。それでも家に急ぐ。

　馬ば鹿かみたいだな、と思った。そしたらあいつが昨日、俺に告白した言葉が蘇よみがえる。

　───馬鹿みたいに悠仁のことばっかり考えてる。

　その気持ちが、今ようやく分かった。きっと、俺もそうだ。俺も、同じなんだ。










　家に着いた時、部屋の中は真っ暗だった。

　玄げん関かんには靴くつもなく、麻人の気配はない。

「どこにいるんだよ」

　思わずそう呟つぶやいて、部屋の電気を点ける。駅から急いで帰ってきたので、自分の息が上がっているのに気付いた。

　もう一度携けい帯たいに電話してみたが、素そっ気ないコール音の後に留守電に繫つながるだけだった。

　通話を切って、ソファに座り込む。目に付いたジグソーパズルは、いつの間にか四分の一ほど出来上がっていた。以前とは違ちがう場所が作り込まれている。

　まだ繫げられていないピースの山を見ていると、その中に一つ色しき彩さいの違う物を見つけた。

　真っ黒なピースには、針で描えがいたような白い点が一つ描かれている。

「あいつ、まだ持ってたのか」

　思わずそう口にしたそのピースは、端はしの方が少しすり切れていた。紙で出来ているので、湿しつ気けを吸って少し膨ぼう張ちようしているようにも見える。もう嚙かみ合うピースを見つけても、上手く塡はめられないかもしれない。俺が小学生の時に作っていた、あの銀河系のパズルのピースだ。

「なんで、こんなものを盗んだんだ」

　俺のものが欲しかったのか？　それともただの悪戯いたずらだった？　あの時学校にピースを持ってきたのは、もしかしたら返すためだったのか？

　ピースを落として慌あわてていた記き憶おくの中の麻人に問いかける。

　溜ため息を吐いてそのピースを元の位置に投げると、ソファの上に置いたままの携帯が音を立てる。液えき晶しようには麻人の番号が表示されていた。恐おそらく、先さき程ほどの着信を見て折り返したんだろう。

『……』

　麻人は黙ったままだった。この番号が俺だと勘かんづいているんだろう。

「麻人」

　俺が名前を呼ぶと、電話の向こうの空気が揺ゆれた。その背後で、踏ふみ切りの音が聞こえる。

「どこにいるんだよ」

　問いかけると、麻人は答えずに「もう帰ってきたの？」と話題を変える。

「ああ。お前、なんで今日が誕生日だって言わなかったんだよ」

　言いながら、再びスニーカーを履はく。壁かべのスイッチに手を伸のばそうとして、止めた。電気を点けたまま、家を出る。

『だって、重いだろ』

「重いって何がだよ」

『……昨日、もう全部言っちゃったから言うけど、好きだってばれたくなかったんだよ。ばれたら、側にいられなくなるから』

　小さな声だった。聞き漏もらさない様に携けい帯たい電でん話わを耳に押しつけて歩く。

『だけど、早くばれて欲しいとも願ってた。自分じゃもう終わらせ方が分からなくて、悠仁に早く恋こい人びとが出来ればいいとも思ったけど、でもやっぱり嫌で……。だけどこのままじゃ苦しくて、最後にしようと思ってあんなことをしたのに、悠仁が帰って来なかったら、凄く怖こわくなって、自分の気持ちを誤魔化した。好きだってばれなかったら、側にいられる気がした』

「矛む盾じゆんしてるな」

　麻人の行動は全部ちぐはぐに聞こえる。

『俺もそう思う。もう本当はどうしたいのか、俺にも分からない。側にいたいけど、側にいるのは辛つらい。辛いのは終わりにしたいけど、離れたらきっともっと辛くなる。だから、悠仁が終わりにしてよ』

「どういう意味だよ」

『───嫌きらいだって言って。絶対に無理だって、もう一回言ってよ。そしたら、俺はもう悠仁に気持ち悪いことしないから。部屋からも、出ていく』

「出てどうするんだよ」

『正輔と部屋を交こう換かんしようかな。喜んで換えてくれそうだし』

「お前みたいなのが寮りように住んだら、そういう奴やつらに付きまとわれそうだな」

　マンションから出て、麻人がいる場所を探す。俺が帰って来たことが分かったのは、部屋の電気が見えたからだろう。先程聞こえた背後の音を頼たよりに、踏み切りの近くを歩いた。

『……それもいいかもね』

　冗じよう談だんめいた俺の言葉に笑いながら麻人がそう言う。

　その時にようやく、踏み切りの近くにある素っ気ない公園のベンチにいた麻人を見つける。幸いまだ俺には気付いていない。声は平静だが、背中は丸く曲げられていて、悄然としているのが背後からでも分かる。

『言ってよ、悠仁』

「今、どこにいるんだよ」

　答えを知っているのに問いかける。

『……どこだっていいだろ』

「結局、先せん輩ぱいとは会ったのか？」

『……今、側にいるって言ったらどうする？　この後、慰なぐさめて貰もらうつもりだって言ったら、軽けい蔑べつする？』

　公園のベンチに座って、マンションの方向を向いて電話する麻人の側には、誰だれもいない。麻人の顔は見えないが、あいつが俺の嫌いな笑え顔がおを浮かべていることは分かった。

　一歩ずつ近づく。何も話さない俺に焦じれて、麻人は俺の名前を呼んだ。

　近くの踏み切りが警告音を立てて、遮しや断だん機きを下ろす。

　電話の向こうから、同じ音が聞こえて来ることに気付いたのか、麻人が勢いよく振ふり返る。

　驚おどろく顔を見ながら「噓うそつき」と口にした。麻人は露ろ見けんした噓に、唇くちびるを震ふるわせて俯うつむく。

「いつからここにいたんだよ」

　麻人は俯いて答えない。

　顔が見えるように、目の前にしゃがみ込んだ。泣きそうな顔と、目が合う。

　作り笑いは好きじゃない。だけどこんな顔を見るのも、いい気分じゃなかった。

　こいつはきっと、子供みたいに得意げに笑っている顔が一番似合う。

「嫌いだなんて、言わない。気持ち悪いなんて、思ってねぇよ」

　思わずそう口にして、手を伸ばす。俺の方こそ拒きよ絶ぜつされるんじゃないかと思いながら、伸ばした腕うでで麻人をゆっくり抱だきしめる。

　ぎこちない抱ほう擁ようだった。こういうのは初めてで、しかも相手はあの麻人だ。ぎこちないのも仕方がないと、自分に言い訳をしながら徐じよ々じよに力を込める。

「来年の誕生日は、絶対に一いつ緒しよに過ごすから。だから他ほかの男に慰めて貰う必要なんかない」

「…………それって、俺とつきあうってこと？」

　頷うなずいてから、急に気き恥はずかしくなった。

「俺のこと、騙だますつもりなら───」

「そんなことするわけないだろ」

　否定すると、麻人は「本気？」と頼りない口調で尋たずねてくる。

「ああ」

「好きだ」とか「お前が大事だ」とか「つきあってくれ」だとか、そういう台詞せりふは柄がらじゃない。そもそも自分の気持ちを伝えるのに、そういう言葉は相応ふさわしくない気がした。

　麻人を見ていて感じるのは、単純な気持ちじゃない。色んな感情が複雑に混ざり合って融とけあって、そのベクトルの先に麻人がいる。その中には愛情や恋れん情じよう、もしかしたら友情なんかもあった。綺き麗れいな感情だけじゃなく、劣れつ情じようも抱かかえている。他にもたくさん。

　衝しよう動どうなんだ。抱きしめているだけで胸が高鳴る。泣きたくなる。理由は知らない。

　答えは麻人が好きなように決めていい。俺はただ、この衝動に従いたい。

「悠仁の誕生日とクリスマスを、俺と一緒に過ごしてくれるなら、つきあってあげてもいい」

　こてん、と俺の肩に自分の頭を乗せて麻人が震えながら口にする。

　もしかしたら泣いているのかもしれない。

　俺の誕生日は十月だ。まだ大分先の話になる。クリスマスなんてもっと遠い。

「お前の誕生日やり直すか。ケーキでも買って」

　俺がそう言うと、麻人の腕がぎゅっと背中に回る。

　抱きしめてくる腕の強さに目を閉じながら、冷えた体が早く温まればいいと思った。










　我が慢まんがきかなくなったのは、部屋のドアを閉めた途と端たんに麻人が遠えん慮りよがちに手を繫つなごうとしたからだった。まだ冷えた指先に触ふれられた瞬しゆん間かん、急に触れたくなった。

　もどかしくスニーカーを脱ぬいで、持っていたバッグを玄げん関かん脇わきの廊ろう下かに放り投げる。

「悠仁……っ、何？」

　リビングで背後から抱きしめると、驚いて振り向いた顔にキスをした。ゆっくり触れ合う。

　高校の時、麻人に無む理り矢や理りされて以来のキスだった。自分からするのは初めてだ。

　麻人の唇から吐と息いきが漏れて、それをくすぐったいと思いながらもう一度近づけた。

「ん」

　唇をゆるく合わせながら、服の中に手を入れる。

「っ」

　抵てい抗こうしようとする手を押さえながら、何度も唇を合わせた。そのうち体から力が抜ぬけて、麻人はずるずると床ゆかの上に崩くずれる。揺ゆれる目で見上げられて、その様が可愛かわいいと思った。

　服の上からでも勃ぼつ起きしているのが分かる。掌てのひらで刺し激げきすれば、麻人は掠かすれた甘い声を出す。

「つきあってすぐ、こういうのするって、体目当てに見える」

　窘たしなめるくせに、掌の下では熱く硬かたくなっている。キスだけなのに、俺も同じ状態だ。

「なら、どれぐらい待てばいいんだ？」

　もう待てないが、参考までに訊たずねてみる。

　指先でゆるく刺激すれば、そこはその動きを歓かん迎げいするように硬さを増していく。

「……ぁ」

　麻人は答えなかった。黙だまっている麻人を四よつん這ばいにさせて、下着ごと服を脱がす。

「いきなり、無理」

　いきり立ったものを押しつけると、怯おびえた声が拒絶する。

「前は出来ただろ？」

　そう言って、開かない場所にぐりぐりと押しつけると麻人がゆるく首を振る。

「この間は、自分で慣らしてから……悠仁の部屋に行ったから」

　俺が知らなかったことを告白する麻人の頰ほおは紅潮していた。俺は閉じたままの排はい泄せつ肛こうをじっと見下ろす。穴は小さかった。本当に自分がここに入ったのか、今いま更さら疑いたくなる。

「なぁ」

　硬くなったものが存在を訴うつたえるように反り返る。呼びかける声もみっともないくらいに欲情に掠れていた。

「ここ指で広げればいいのか？」

　返事を待たずに自分の指を嘗なめた。唾だ液えきを塗まぶしたそれを、穴の上に押しつけると麻人は「汚きたないから、嫌いやだ」と口にする。

「我慢しろよ」

「俺じゃなくて、悠仁が……、そこ、綺麗にしてないから」

　そう言って逃のがれようとする。膝ひざを動かしたせいで、尻しりが誘さそうように動く。恥はずかしいのか耳が赤くなっているのが見えた。衝動的に着ている服を捲めくり上げて、現れた背中に口付ける。

　白い肌はだにキスマークを付けてみたくなって、強めに吸った。

「痛っ」

　麻人が声をあげる。痛みを与あたえるほど吸ったわけじゃないのに、確かに口付けたところは思った以上に痕がついた。残りそうだと思ったら、少しだけ満足感を覚える。確かめるように指で触れる。もちろん、絵の具じゃないから色は落ちない。

「あ、あ」

　すべらかな背中に唇を落としながら、肉をかき分けて指を埋うずめる。抵抗を感じたが、根本まで入れることはできた。引っ搔かくように動かすと、「ふ、あ」と鼻にかかった甘い声があがる。

　温かい粘ねん膜まくを指で擦こする度たびに麻人は小さな声を漏もらして、往生際ぎわ悪く逃にげようとする。

　二本目の指を入れると、小さく「痛い」と言ったから、宥なだめるように背中に再び唇を落とす。

　指を縦に開くように動かすと、麻人の体が強こわ張ばった。その後、うねうねと中が波打つ。

「お前、中凄い動いてる。これ、自分で動かしてるのか？」

「悠仁のくせに、言葉責めとか、ほんと、やめろ」

「だって、これ、無意識とかありえねぇだろ」

「ひ、ぁあ、な、動かな……」

　ピストンさせると、麻人はがくんと腕の力を抜いた。俺が麻人の足の間に片かた膝ひざを入れているから、尻だけ上げた格好で、べったりと床の上に力無く崩れている。耐たえるためにぎゅっと拳こぶしを作った手を見ながら、前回と違う様子に頭の中がぼうっとする。少し弛ゆるんだ気がする肉の拘こう束そくから、指をゆっくり引き抜いた。

「入れられるよな、もう」

　そう言って尻を摑つかんで開いた。あからさまに目の前にさらされたそこを見つめる。

　指で弄いじったせいで、先さき程ほどよりも熟れた穴の入り口を親指でぐいっと押す。

「本気で、このまま入れるの？」

　震ふるえる声で麻人が言う。

「入れたい」

　さっきから風ふ呂ろに入りたがっているのは知っているけど、我慢できそうにない。

　痛いぐらいに張りつめた陰いん茎けいを、早く熱い麻人の中に埋めることしか考えられなかった。

「なぁ」

　背後から抱だきしめて、耳をしゃぶる。形のいい外耳を、痛みを与えない程度に甘く嚙かんだ。

「麻人」

　腕うでごと抱きしめながら、興奮したそこを穴に擦こすり付ける。我慢が利きかない犬みたいだと、自分でも呆あきれた。正しくケダモノみたいに、麻人が欲しい。目の前の体を手に入れることで、頭の中が一いつ杯ぱいだ。興奮して息が荒あらくなる。

「一回だけ、ゆっくり、なら、いい」

　渋しぶ々しぶというように、麻人が口にする。その返事に、ぐっと腰こしに熱が溜たまった。

　小さな声で「ゆっくり」と再び言われる。要求通り、ゆっくり入りこんだ。

　ねっとりと粘膜がきつく絡からみついてくる。その濡ぬれた熱さに敏びん感かんな亀き頭とうが包まれると、堪たまらなかった。すぐに奥の方まで一気に突つき上げたくなる。ぎちぎちの隙すき間まをこじ開けて、一度目よりももっと深くまで、埋めたい。

「全部、いれんの、なし」

「無理言うなよ」

「って、も、限界、お腹なか苦しい」

　麻人が泣き言を口にすることはない。だから他ほかのことなら叶かなえてやりたいが、今回は無理だ。

「初めてのとき入れてただろ？」

　この気持ちのいい場所から出ていくのは辛つらい。引き抜いても、すぐにまた埋めたくなる。

　きつくて狭せまくて、熱い。そのくせときおり弛んでは、それまで以上にぎゅうっと締しめ付けてくる。より深い場所へと誘っているのは、麻人のほうだ。

「の、ときも、苦しかった、我慢してたん、だよ」

　恨うらみ言でも吐はくように低い声で、だけどどこか甘えるような声こわ音ねで言われる。

　組み敷しいた麻人が殊こと更さら可愛く見えて、余計に欲よく望ぼうが嵩かさを増す。

「苦しいの我慢してまで俺と繫がりたかった？」

　そう訊きけば、耳が赤くなる。その赤い部分を舌で辿たどった。

「調子、のるな」

　弱い声でそう口にするのを窘めるように、余っている陰茎を中に沈しずめていく。

「あ、も、やだ、入らない、い」

「一回目は入っただろ」

「ふ、ふぁ、ぁ、いた、い……悠仁」

　痛い、と小さな声で言われたが腰が動いてしまう。麻人の手が俺の腰の少し下辺りを摑む。

　動きを止めさせたいんだろうけど、自分から尻を押しつけるようにしか見えない。

「ゆ、う…っ、悠仁……！」

　抗こう議ぎするように振ふり返った顔に睨ねめ付けられる。

「初めてみたいだ」

　思わずそう口にする。

「……だって、男なんて、悠仁しか知らないんだから、仕方ない、だろ」

　そう言って麻人は痛みに耐えるかのように唇くちびるを嚙む。

　なんとなく、一度目からそうなんじゃないかと思っていたが、本人の口から改めて聞くと不思議と独どく占せん欲よくが満たされて心地ここちが好よかった。

「お願いだから、まだ、動かないで」

　その泣き言を可愛かわいいと思いながら、理性を総動員して動きを止めた。だけど穴の中はうねうねと誘うように動いている。温かくて窮きゆう屈くつなそこを感じているだけで、喉のどの奥に唾つばが溜まる。

　気を逸そらすために、麻人の髪かみに口付けた。鼻を埋めて、地じ肌はだに近い場所にキスをする。そんなことを繰くり返していると、腕の中の体からくたりと力が抜ぬけたのが分かった。

「もう、いいよな？」

　許しは返って来なかったが、我が慢まんできずに揺ゆさぶった。ぐいっと腰を摑むと、麻人が声もなく喉を反らして震える。尻を摑んだままぎりぎりまで引き抜いて、ぐんっと奥まで嵌はめると掠かすれた声が聞こえた。

「……怖こわい」

「何がだよ」

　次々と出る弱音が、可愛くて仕方が無くて、揺さぶったまま問いかける。

「こういうの、嫌だ、自分で、したい」

　脅おびえるように声を震わせて、肩かた越ごしに俺を振り返る。

　自分のペースで動けないのが不安なのだと気付いたが、止めようとは思わなかった。主導権ぐらい、麻人に渡してもいいがそれは次の話だ。今は思うままに乱暴に目の前の体を揺さぶりたくて、その衝しよう動どうに勝てる気はしなかった。

「これ、終わったら好きにしていいから」

　俺がそう言うと「ひっ」と高い声で鳴きながら、麻人は床ゆかに額を擦すり付けた。良い場所に擦こすれたのか、呼吸の間に漏れ聞こえる声はどんどん高く、色っぽくなる。

　奥へ奥へ、腰を揺さぶると筋肉のついた形のいい尻しりの肉が揺れた。肉と肉がぶつかる音を聞きながら、尻の中心に自分の熱く勃ぼつ起きした陰茎が埋まっているのを見下ろす。

　麻人を犯おかしている。今いま更さらそれを実感する。健康的に笑う顔や不敵な顔、穏おだやかな顔が頭の中を過よぎって、それら全すべてが目の前の淫いん蕩とうな顔に搔き消けされた。

「あ、あっ、っん、ぁ」

　肩越しに振り返る麻人の目が揺れる。

　前に触ふれようと手を伸のばすと、触れた瞬しゆん間かんぬるりとした。握にぎっただけで、何度かに分けて断続的に白はく濁だくした精液を零こぼす。

「ぅ、あ……や、やっ……悠仁、悠仁っ」

　腰を動かしながら達する様を見て、あまりのいやらしさに中に埋めたものが伸びあがるように嵩を増した気がした。衝動のままに、麻人の腹の中を抉えぐる。追い詰つめるように鈴すず口ぐちを指の腹で擦った。温かなぬめりを、小さな穴に塗ぬり込むようにすると、肉にく壁へきがざわめく。

　臍へその下辺りを狙ねらって突き上げると、麻人は子犬のような声をあげて首を振る。

「や、ぁ……だ」

　赤い耳が色素の薄うすい髪の間から覗のぞいている。

　髪をかきあげて唇をこめかみに当てて、髪の中に鼻先を埋める。嗅かいだ汗あせの匂においに興奮する。高ぶったもので深い部分を虐いじめながら、掌てのひらの中でぐちゅぐちゅになった陰茎を扱しごいてやる。嫌いやだと麻人は言わなかった。その代わりに喉の奥で殺し損そこねたくぐもった嬌きよう声せいを上げる。

「ふ、う、ぅ、ぁ……あ、ぁ」

　目を閉じている顔にキスをしながら、きつく抱きしめた。

　いきそうだった。引き抜こうとして、その心配がないことに気付く。妊にん娠しんするわけじゃないし、病気の心配もない。だから一度目と同じように、中で出しても問題ないと思った。

「っ……うぁ」

「あっ」

　中に出した瞬間、麻人が声をあげる。

「や、だ、中、なんで……止めて、悠仁っ」

　既すでに放出して止められないのに、今いま更さら肩かたを押された。何がそんなに嫌なのか分からずに、項うなじにキスをしながら咎とがめる声を聞く。麻人が怒おこっている声を心地よく感じたのは初めてだ。

「酷、い……なかで、勝手に」

　麻人が嫌がるように首を振る。幼い仕草が麻人らしくなくて、可愛らしくて、虐めたくなる。優やさしくしたくなる。構いたくなる。

「ダメなのか？」

　ゆるゆると引き抜きながらそう聞くと「お腹痛くなる」と口にした。

　そう言えば、と前回した翌日に麻人が学校を休んだことを思い出す。腰こしが痛かっただけかと思っていたが、腹も痛かったんだろうか。妊娠しないから大だい丈じよう夫ぶだと、勝手に思い込んでいた。

「じゃあ、搔かきだしてやるから」

　引き抜いた場所に指を入れる。

　麻人はびっくりしたのか、「ひゃ」と初めて聞くような甲かん高だかい声を上げた。逃にげようとする腰を摑つかまえて指を埋うずめる。先さき程ほどよりもぬめり、通りのいいその場所は簡単に奥まで指を吞み込んだ。指を中で動かすと、その度たびに麻人の腰が揺らめく。

「もう、やだ」

　泣き声を上げて麻人が嫌がるのも構わずに、白濁したそれが後から後から滴したたるのを手助けする。俺が注ぎ込んだものがフローリングの上に落ちて、床を汚よごす。

「……死にたい」

　不意に麻人がそう呟つぶやく。床に額を擦こすり付けて麻人は真っ赤になっていた。

「そんなに恥はずかしいか？」

　そう口にすると睨にらみ付けられる。一度目はお前から乗ってきたくせに、と心の中で反論する。実際にそれを言わなかったのは、いじけた様子がやけに可愛く見えたからだ。

　ちゃんと顔が見えないのが不満で、腕うでを引いて体の向きを変えさせる。仰あお向むけになった麻人は、自分の顔を腕で覆おおった。だからその腕を無む理り矢や理り外す。麻人は抵てい抗こうしたが、最終的に体勢の不利を悟さとって諦あきらめたのか、腕から力を抜いて俺を見上げる。

　濡ぬれた目で見上げられると、自分が酷ひどいことをしている気分になった。

　ああ、でも確かに酷いな、とフローリングの上に広がった麻人の髪を見ながら思う。

　帰って早々に、電気も点つけずに床の上で押し倒たおした。ろくに脱ぬがせもしてないし、脱いでもいない。中で出したし、麻人の意見なんて一つも聞いていない。

「悪い」

　一度吐はき出したことで、ようやく冷静になって反省する。

　体を離はなすと、「何、今更、なんで」と怯おびえるような声こわ音ねで麻人が言った。

　目め尻じりに溜たまった麻人の涙なみだがこぼれそうになるのを見て、慌あわててそこに口付けた。

　俺のせいでこいつを泣かせるのは嫌だな、と思いながら「ごめん」と謝る。

　涙が丸く盛り上がって、硝子ガラスみたいに綺き麗れいだった。指でそこに触れようとした瞬間、ぎゅっときつく抱だきしめられる。嫌がるように首を振った麻人が「後こう悔かいしてるの？」と口にした。

　誤解していると気付いて、「違ちがう」と口にしたが、背中に回された腕は弛ゆるまない。

　爪つめを立てられた痛みを感じ、また正輔に見咎められると思いながら「麻人」と名前を呼ぶ。

「そうじゃなくて、体痛いだろ。悪かったな。次は、ちゃんとする」

　最中に痛いと泣いていたのも悪いと思った。入れることだけしか考えられなくて、少しも気き遣づかう余よ裕ゆうなんてなかった。それを詫わびるようにもう一度「ごめん」と言うと、少しだけ腕の力が弛んで「今更、やっぱりつきあえないとか言われたら、どうしようかと思った」とくぐもった声が帰ってくる。

　寂さびしげな眼まな差ざしが溶とけるようにゆるんで、縋すがるように俺を見ていた。

「言うわけないだろ」

　真面目まじめに告げると、麻人は甘えるように頰ほおをすり寄せてくる。それが可愛かわいくて唇くちびるを近づけた。

　優しく触れ合わせていると、麻人の手が俺の頰に添そえられて、強ごう引いんに深く口付けられる。

「ぁ」

　深く入ってきた舌が、誘さそう。誘ゆう導どうされるみたいに、麻人の口の中に自分の舌を入れた。

「ん、ん」

　こくり、と麻人の喉が動く。引きこむように舌を吸われて、少し苦しくなって角度を変えた。淫いん猥わいな舌が、少しだけ怖くなる。溺おぼれるように、深い場所に引きこまれていく。

　キスまでこんなにいやらしくできるのかと思ったら、麻人が今まで関係してきた相手に嫉しつ妬として、乱暴に深く口付けた。

「ふ……、ぁあ」

　鼻に掛かかった声に煽あおられながら、唇にゆるく歯を立てると麻人の体がびくりと反応する。

　色っぽくなった顔を隠かくそうともせずに、麻人は俺の首に腕を回す。細い足が絡からみつき、再び硬かたくなった場所が触れ合う。声にして伝えられなかったが、あからさまに次を強請ねだる麻人に、喉のどが渇かわいた。透すき通るような肌はだが淡あわく色づいているのを見て、渇きが酷くなるのを感じる。それでも次は優しく抱だきたい。

「悠仁」

　甘い声を聞きながら、もっと自分の名前を呼ばせたいと思った。

　足りない。満たされない。全部欲しくて、我が慢まんが出来なくなる。もっと深く繫つながりたい。

「好き、好き………」

　途と切ぎれない告白に酔よう。再び中に入りこんで揺ゆさぶって、衝しよう動どうを吐き出すように射精する。

　内側から麻人を支配しているような錯さつ覚かくに囚とらわれたまま、反省したくせに結局乱暴に麻人を抱いた。










　目が覚めた瞬間、他人の体温を感じるというのが、心地ここちよいと初めて知った。

　麻人のベッドで寄り添いながら隣となりで眠ねむる男をじっと見つめる。

　背を向けているが、狭せまいベッドなので体は触ふれていた。昨日の夜のことを考えながら、薄うす暗ぐらい部屋の中で丸みのある剝むき出しの肩かたに触れる。

　眠い目を瞬またたいて体を起こし、ぼんやりと部屋を眺ながめる。麻人の部屋に入るのは昨日が初めてだったが、ろくに室内も見ずにベッドに押し倒した。

　改めて観察すると家具は全すべて木製で明るいトーンで統一され、整然と片付いている。寝しん具ぐやクッションも生成の柔やわらかな色で揃そろえられていた。引っ越こし当日にリビングの家具に関して忠告したぐらいだから、インテリアには気を遣つかっているのだろう。

　部屋は、穏おだやかで心地のいい空気を保っている。俺からすれば片付きすぎている気もした。

　麻人の茶色の髪かみを起こさないように搔き上げながら部屋を見回していると、麻人が「何？」と呟いて、ごそごそと俺にむき直る。眠いらしく、瞼まぶたはまだ半分閉じていた。

「悪い」

　起こすつもりはなかったけれど、結果的には眠りを邪じや魔ましてしまったことを謝る。

　麻人は文句を言う代わりに、髪を撫なでる俺の指先を自分の手で握にぎりこんで閉じこめた。

「髪、綺麗な色だな」

　触さわった言い訳を口にすると、麻人は俺の掌てのひらに唇を押しつける。くすぐったい感覚に、目を細めれば、親指の付け根を軽く嚙かまれた。

「俺、初めてそれ聞いた時、凄く嬉うれしかった」

　微睡まどろむ麻人がそう言って、俺の掌に唇をつけたままもう一度目を閉じた。

　長い睫まつげが頰に落ちるのを見ながら、その言葉に忘れていた記き憶おくが蘇よみがえる。

　そういえば転入してきた日、麻人は上級生やクラスメイトに廊ろう下かで囲まれていた。

　田舎いなかだったから、髪を染めていることは不良を意味していた。麻人が学校に来る前から、大人達が噂うわさで「まだ小学生なのに髪を染めるなんて、母子家庭だから教育がなっていない」と口にしていたのは知っていた。そんな噂を子供も聞いていたんだろう。

『東京から来たって、髪を染めて良いってことにはならないんだぞ』

　上級生がそう言って麻人を責めたのを聞いて、クラスメイトが同調する。

　俺の母親は麻人の母親と親しくしていたから、あいつと夏休みの間に何度か遊んだことはあった。だから俺だけはあいつの髪の色が生まれつきだと知っていたんだ。

　俺は上級生にそのことを教えた。あのとき、麻人は何も言わずにじっと俯うつむいていた。悲しむでも怒おこるでもなく、その表情は何もかも諦めているようだった。そんな顔を見るのが嫌いやで、励はげまそうとして一いつ緒しよに帰った。

『俺は麻人君の髪、綺麗だと思う』

　そうだ、あのときはまだそう言う風に呼んでいた。

『全然、悪くない』

　俺の言葉に、麻人は俯いて「送ってくれてありがとう」とだけ言うと、自分の家の方に走った。男に綺麗なんておかしいよな、と俺は自分の家に向かって一人で歩きながら反省した。

　なんてことないやりとりだ。言われるまで思い出さなかった。

　だけど一つ思い出せば、つらつら麻人との出来事が蘇ってくる。

　以前思い出した麻人の泣き顔を見たのは、あいつが転入してきて一週間ほどのことだ。あいつがまだクラスメイトとうち解ける前の話だった。確か、猫ねこがいなくなったんだ。

　麻人の祖父母の家で飼かっている猫がずっと帰ってこないと言って、麻人は放課後に毎日近所を捜さがしていた。俺は偶ぐう然ぜんジュニアの帰りにあいつを見み掛かけて、一緒に捜すのを手伝った。だけど見つからないまますっかり日が暮れて、俺はつい「猫って死ぬときは誰だれにも見られないように姿を消すんだって」と口にしてしまった。

　麻人はその途と端たん、大きな茶色の目に涙を溢あふれさせた。俺はすぐに自分の発言を後悔した。慌てて謝ったが、麻人は黙だまり込んだまま無神経な俺に怒って一歩も動こうとしない。

『とにかく、今日はもう家に帰ろう』

　何を言っても俯いたままの麻人に、俺は溜め息を吐く。防ぼう波は堤ていの近くを歩いていたときだった。テトラポッドの向こう、夕ゆう凪なぎの海を眺めながら俺は途と方ほうに暮れる。潮を含ふくみ、べとついた生ぬるい空気と動かない麻人に辟へき易えきとしながら、見つからない猫に苛いら立だった。

『麻人君』

『……野良は摑つかまったら殺されるって、聞いた。首輪してないから、野良って思われて……、殺されるかもしれない。だから……』

　そう言ってしゃくり上げながら麻人が泣き出す。

『平気だって』

　根こん拠きよのない励ましに、麻人が顔を上げることはなかった。俺は黙ったまま、泣きやむのを待った。けれどしばらく経たっても、そんな気配はない。置いて帰ろうと一いつ瞬しゆん思って、だけど時折目元を拭ぬぐう麻人を見て、どうしても置いて帰れずに腕うでを引いた。

　手を繫ぐのは子供っぽくて嫌だったから、その代わりに手首を摑んだ。麻人は引かれるまま歩いた。どんなに俺が話しかけても、家に帰るまで麻人は一言も喋しやべらなかった。

　今思えば、あの猫は麻人にとっての心の支えだったのかもしれない。親が離り婚こんし、環かん境きようが変わり、知らない土地で唯ゆい一いつ心を許せていた存在がいなくなったら、誰だって不安になる。まして、まだ十歳にもならない子供じゃ余計だ。だけどあの頃ころはそんな事情に同情するでもなく、猫ぐらいで泣き出す麻人を軟なん弱じやくだと思っていた。結局、猫はその翌日に死んだヤマカガシを咥くわえて誇ほこらしげに帰ってきたそうだ。だから翌日には、麻人の機き嫌げんも直っていた。

　そういえばあのとき、あいつを家に連れ帰るために俺がずっと摑んでいたのは左の手首だった。もしかして麻人が左の手首を握るようになったのは、それが原因なんだろうか。

「なんか……そういうの、お前は覚えてるんだな」

　不思議な気分だった。何気ない日常の、俺が忘れてしまった些さ細さいなやりとりを覚えている麻人に対して胸が熱くなった。










　付き合ってからも、俺達の関係は表面上はあまり変わらなかった。

　麻人は相変わらず嫌みなことを言うし、女子にはありもしない噂を流している。だけどその行動に腹が立たなくなったのは、あいつの裏側にある感情が分かったからだろう。

「お前さ、なんでそんなに苛いら々いらしてるんだよ？」

　昼休みを大学のカフェテリアで過ごしていると、同じ学部の女子が近づいてきた。

　課題の話をしていると、麻人が何か適当な理由をつけて彼女を追い払はらう。

　相変わらず角の立たない、相手を不快にさせない話術に感心しながらも、少し呆あきれてそう訊たずねる。考えてみれば、今までにも似たようなことはたくさんあった。

「苛々してない」

　睨にらむようにそう言われて、噓うそ吐つけ、と声に出さずに心の裡うちで呟つぶやく。

　そんな俺達の間に遅おくれてやってきた正輔は、本日のランチが乗った皿をテーブルに置いた。

　小エビとブロッコリーのスパゲティがメインディッシュだ。らしくないと思って見つめていると、正輔は「俺食べ方汚きたないみたいだから特訓を兼かねて」と口にする。

　そう言われてみれば、正輔のスパゲティの食べ方はそばを食べるときと一緒だ。

　パスタなんて滅めつ多たに口にしない物を頼たのんだ理由が分かって、その努力を若じやつ干かん不ふ憫びんに感じる。

「あ、そうそう今週末は合コンだから」

「またか？」

「幹事は最初の合コンと一緒だけどな」

　その言葉に失敗した合コンを思い返す。既すでに一ひと月つきは経っているので、幹事の顔はおぼろげだ。

「悠仁は行かないだろ？」

　麻人が少しだけ低い口調でそう言った。行くつもりはなかったが、否定する前にそう言われて少し溜ため息を吐つきたい気分で「行かない」と口にする。

　独どく占せん欲よくなのか信用されていないだけなのか、最近ことある毎ごとに苛立っている麻人に辟易とする。可愛かわいいが、もう少し信用してくれてもいいんじゃないだろうか。

「なんでだよ」

　正輔は不満そうに口元を曲げた。

　麻人が「幹事に配はい慮りよして前回とは違ちがうメンバーを連れて行くのが常識だろ」と問題をすり替かえると、正輔は「そうか、なるほどな」と素す直なおに頷うなずいた。

「正輔、いつまで合コンするの？」

　麻人が呆れたように質問する。正輔は「もちろん彼女ができるまで」と答えた。

「ああ、じゃあ一生続けるんだ？」

「……悠仁」

　子犬のような縋すがる目で俺を見た正輔に向かって頷く。

「分かってる。今のは麻人が悪い」

　正輔は気を取り直すように、普ふ段だんはボールを鷲わし摑づかみにしている手でフォークをくるくると回した。見る見るうちに大きな玉になったスパゲティに、一瞬だけ逡しゆん巡じゆんしてからそれを口に運ぶ。大口開けてその塊かたまりを一気に口に突つっ込んだ正輔を見て、麻人は呆れたように「十八年間食べたことなかったわけ？」と眉まゆを寄せる。

「仕方ないだろ。家でこういうの食べるときは親おや父じも箸はしで食ってたし」

　父子家庭で育った正輔は口をもごもごと動かしながら言った。

「正輔はつきあうなら年上の方が良いんじゃない？　母性本能に溢れたタイプとか。馬ば鹿かを育てるのが好きな子とか」

　馬鹿という言葉を強調して麻人はそう提案したが、確かに俺も正輔には年上が合う気がした。

「お前子供っぽいところあるからその方が良いかもな」

　麻人の意見に同意すると、正輔は「何で上から言ってんだよ！　お前だって彼女いないだろ！」と口にする。

　指し摘てきされて、自分がいつの間にか一歩引いたところで意見を言っていることに気付く。

　しかし、ここで「実はつきあっている奴やつがいる」と打ち明ければ、相手を教えるまで正輔は退かないだろう。だからといって「麻人とつきあっている」と口にしても信じないだろうし、仮に信じたとしたら二人の間に何があったのか全すべて教えるはめになりそうだ。

「ああ、そうだな」

　曖あい昧まいに肯こう定ていすると、麻人が意味深な視線を俺に向ける。

「へぇ、悠仁恋こい人びといないんだ」

　目が怖こわい。麻人だって正輔の反応は予測できるくせに、責めるような声こわ音ねを出す。

「俺は無理だから先せん輩ぱい誘さそえば？」

　話題を変えるために提案する。同学年のチームメイトはほとんど彼女持ちだ。半数近くが遠えん距きよ離り恋れん愛あいなので、麻人は以前に「六割は夏前に別れるんじゃない？」と言っていたが、少なくともまだ駄だ目めになった奴はいない。

「じゃあ原先輩を誘ってみようかな」

　正輔は何気なくそう口にする。それに対して、麻人は良いとも悪いとも言わなかった。

　俺は原先輩が以前麻人に迫せまっていたことを思い出して、正輔を応おう援えんするように「そうしろよ」と言ったが、原先輩はその誘いを断るとなんとなく分かっていた。

　先輩は恐おそらく未いまだに麻人のことが好きなんだろう。だけど、そんなことを一々俺が気にしていたらきりがない。麻人の周囲には常に誰だれかしら、麻人に片思いをしている奴がいる。

　狭きよう量りようだとは思われたくないから、何とも思っていないふりで正輔が口にする原先輩の話題につきあう。

　しかしその間、麻人は面おも白しろく無さそうな顔でずっと黙だまっていた。










　待ち合わせの場所は駅前にあるビルの中の本屋だった。

　部活が休みの今日は、麻人の希望で外に買い物に行くことになった。

『つきあってるなら、たまには一いつ緒しよに出で掛かけよう』

　ちょうど新しい時計を買いたいと思っていたから、ろくに考えもせずに頷いた。しかし、すぐにそれがデートだと気付いて、初デートがただの買い物でいいのかと内心焦あせった。

　かといって、デートなんて映画館かテーマパークぐらいしか思いつかない。しかしどちらも麻人が興味を示すとは思えなかった。

　密ひそかに悩なやんでいたが、前日になって麻人は午前中に用事ができたと言った。ほっとしたような、残念なような複雑な気分だった。

　当日、待ち合わせ時間に少し早く着きすぎたので、駅の向かいにあるカフェで時間を潰つぶす。

　四年前に買った腕時計に視線を落とすと、麻人が駅の方から近づいて来るのが見えた。

　俺にはまだ気付いていないようで、信号待ちをしている横顔はこちらを向かない。

　携けい帯たいで呼び出そうとしてバッグを探さぐると、見知らぬ女子が麻人に話しかけるのが道路越ごしに見えた。彼女の表情は深刻だったが、それに対して麻人はいつもの気味の悪い愛あい想そ笑いを浮うかべている。さすがにこの距きよ離りで、ガラス越しに声までは聞こえない。

　信号が変わって麻人が歩き出そうとした瞬しゆん間かん、その女子が麻人の片かた腕うでを摑つかむ。

　必死な様子の彼女と、麻人の間には明らかな温度差がある。麻人が彼女の手をそれとなく解いたが信号は再び赤に変わり、二人は動けないまま立ち止まっていた。

　不意に、その女子の顔を見たことがあると気付く。先日の同窓会にいたような気がする。正輔の隣となりに座っていたのが彼女だったんじゃないだろうか。

　彼女の顔を確かく認にんしようとしたが、また信号が変わったせいで道路に人が溢あふれる。混雑がなくなる頃ころには二人は居なくなっていた。麻人を雑ざつ踏とうの中に捜さがしたが、見つけられなかった。

　しばらくして待ち合わせの時間が来る。

　俺はカフェを出て、目印のビルに向かう。麻人は本屋ではなくビルの入り口で待っていた。

「遅ち刻こくだよ」

　俺を見ると、少しだけ咎とがめるように口にする。

「悪い」

「時計買い換かえるの賛成するよ」

　口調は嫌いやみだが、麻人は楽しそうだ。先さき程ほどのことなんて、何もなかったように笑っている。

　だけど俺は釈しやく然ぜんとしなかった。先程見た光景がどうしても気になる。

　人の多い駅前を抜ぬけて、店の方に向かいながら、俺は麻人が先程の話題に触ふれるのを待っていた。だけど、結局目的の店に入ってからも、麻人は関係ないことばかり話している。

　店は同じ学部の奴に聞いた時計のディスカウントショップで、高級品から安物まで並んでいる。予算は二万を越こさない程度で、四年前に買った腕うで時計から乗り換えるつもりで物色する。

　しかし、頭の中は先程見た見知らぬ女と麻人とのやりとりで占しめられていた。

　お陰かげで近づいてきた店員の言葉もろくに耳に入らずに、生返事を返す。

「悠仁、それ気に入ったの？」

　不意に麻人から聞かれて、気付けば店員がショーケースから時計を取り出していた。

「え、いや」

「ちょっと着けてみましょうか」

　店員が出したのは、重じゆう厚こう感かんのある黒い時計だった。俺がしているミリタリー風とは対極にあるようなデザインで、目に入った値札には予算の二倍以上の金額が付いている。

　まごついているうちに、空いた右手首にそれが嵌はめられた。

　想像していたよりも重くないが、これを買うと来月までの食生活が酷いことになる。

　断り文句を探す俺の横で、麻人が「今日は下見なんです」と口にした。

　俺は着けていた時計を店員に返して、他ほかの商品に視線を移した。けれど良いと思う物は見つけられずに、結局何も買わずに店を出る。その際にも引き留めるように話しかけてきた店員を、麻人は上手うまくあしらっていた。

「お前、こういうの本当に上手いよな」

　相手を不快にさせない断り方を麻人はよく知っている。気まずい場面を上手く処理出来る。

　ただ、昔からその能力は俺に対しては発揮されなかったけれど。

「小さい頃から大人の顔色を読んできたからね。親が離り婚こんして田舎いなかに行ってからは母親が悪く言われないように振ふる舞まってたし。そのせいじゃないかな」

　麻人は「優等生ぶるのは得意だから」と口にした。

　遅おそめの昼食をファミレスで食べながら、それとなく「何の用事だったんだ？」と訊たずねる。

　麻人は「大した用じゃないよ。大型店まで専門書を買いに行ってただけ」と気味の悪い笑えみを浮かべて言った。確かにバッグの端はしから有名な本屋のブックカバーが見えていた。

　だけどその作り笑いがひっかかる。

　麻人には未練があるようには見えなかったし、実際に麻人が俺のことを好きだというのは自惚うぬぼれじゃなく知っている。だから嫉しつ妬とする必要はないと分かっているが、つい考えてしまう。

　───本当に何も無ければ、麻人は正直に彼女と会っていたことを言うんじゃないだろうか。

　ファミレスを出てからも、そのことに気を取られていた。とりとめもない話に生返事を返しながら買い物に付き合っていると、とうとう麻人が怒おこり出す。

「詰つまらないなら帰る？」

　そう聞かれて「別に」と返しながら、普段以上に自分が無口になっていたことに気付く。

　それでもつい先程の彼女のことを考えてしまうんだから仕方がない。過去のこととはいえ、麻人が彼女とどんなことをしたのか考えると、嫌な気分になる。狭量だが、それが本音だ。

「外、出るの嫌だった？」

「そういうんじゃない」

　小さな路地を歩きながら否定する。

　麻人は俺を睨にらむように振り返ってから「じゃあなんだよ」と口にした。

「……別に、なんでもないって」

　割り切れない気持ちを押し殺してそう言うと、麻人は俯うつむく。

「もういい。気が乗らないなら帰ろう」

　そう言うと麻人は駅に向かった。俺は大人しくその後に従う。

　最も寄より駅で降りて、このまま帰るのもまずい気がして「何か食って行こう」と提案すると、麻人は「家で食べようよ。俺、作るから」と言った。

　一人暮らしをしてから食事はほとんど外食だ。もしくはテイクアウトで、自分で食事を作ることはほとんどない。実家から届いた野菜がまだ残っているので、それで麻人が料理をすることはたまにあるが、学校と部活がセットになった生活では頻ひん繁ぱんには作る気にはなれないようだ。

「俺、何か買って帰るから先に帰ってていいよ」

「なんで？　一緒に買いに行けばいいだろ？」

　俺がそう言うと麻人は複雑そうな顔をして、笑った。女子が好きなその笑顔が、俺は昔から大だい嫌きらいだった。無む理り矢や理り笑う麻人から目を逸そらして、夕食に使う食材を買いに近くの店に行く。

　買い物が終わってから、家に帰る間も俺達の間に流れる空気は重苦しい。

　並んで歩いていると、ふとした拍ひよう子しに麻人の手が俺の手の甲こうに触れる。なんとなくその指をそのまま握にぎり込もうとしたら、麻人はすっと俺から少し離はなれた。先程よりもわずか数センチだけ麻人の手が遠のく。たったその数センチで拒きよ絶ぜつされたような気分だった。

　だから強ごう引いんにその手を繫つなぐ。

「なんで？」

　指を絡からめると、不ふ機き嫌げんな声で問われた。

「付き合ってるんだから、手ぐらい良いだろ？」

　それとも、外で繫がれるのが嫌だったのかと、不意に立ち止まった麻人を見て思う。

　確かに男同士で手を繫いでいる奴やつを見たことはないし、家の近くだから同じマンションの人間に見られないとも限らない。だけど手を放すのは名残なごり惜おしくて、さっきよりも強く握り込む。

　家に帰れば触れられるけど、二人きりの場所で触れてしまえば、最後まで欲しくなるのは目に見えている。明日は部活がある。推すい薦せん組枠わくと、一いつ般ぱん入試の麻人では僅わずかに待たい遇ぐうが違ちがう。無理をさせて部活に影えい響きようが出れば、試合に出させて貰もらえる可能性も減る。それだけは避さけたかった。だから、家ではいつも触れすぎないようにしていた。

「無理しなくて良い」

「どういう意味だよ」

　聞いても返事はない。繫いだ手は俺が指を離せば途と端たんに解けてしまいそうだった。黙だまっている麻人の手を引いて歩き出す。

　家までの道で誰だれにもすれ違うことはなかった。繫いでいるのに、付いてきているのか不安になる。半歩後ろを歩く麻人の頼たよりない指先の感かん触しよくを確かめるように、何度か強く握った。

　玄げん関かんを開けて中に入ると、所在なく立つ麻人を抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられる。それを必死で耐たえながら繫いだ手を離すと、その途端に電話が掛かかってきた。

「悪い」

　麻人にそう断って携帯を見ると委員長からだった。頭を冷やす良い機会だった。

　スニーカーを履はいたままの足で、先程通ったばかりのエレベーターホールまで歩く。

　委員長は自分の近きん況きようと、同級生達の近況をとりとめもなく話した。

「何か用なのか？」

　本題に入らないことに焦じれてそう問いかける。

『あ、実はこの間の同窓会で、最後に写真撮とったんだけど、それ渡わたしたいなって思って。良かったら、今度二人きりで会えないかな。その、今特定の相手がいないなら……』

「ごめん。俺、付き合ってる奴がいるから」

『あ……、そうなんだ。ごめんね、なんか変なこと言って』

「いや、俺の方こそごめん」

　二、三言交かわしてから電話を切る。

　誰もいないエレベーターホールで深く息を吐はいて、自分の頭が冷えたのを確認してから部屋に戻もどった。二度目のように麻人に無む茶ちやをさせるような抱だき方は絶対にしたくなかった。

「おかえり」

　部屋に入ると、食事の準備は既すでに調ととのっていた。

「美味うまいな、これ。ラビオリだっけ？」

　食事に手を付ける。ピカタに添そえられている、トマトで味付けされたズッキーニは今まで食べた中で一番美味かった。

「ラタトゥイユだよ。それより……電話、誰からだったの？」

「委員長」

「ああ、あの子まだ悠仁が好きなんだ」

　麻人は俺達の間にあった会話を知っているような口くち振ぶりでそう言った。

「まだって、どういう意味だよ」

「小学生の頃ころからそうだっただろ？　悠仁がいじめの主犯格だった女子に抗こう議ぎしたときから、彼女は悠仁が好きだったよね」

「そんなことあったか？」

　麻人は俺の言葉に、複雑な表情で笑った。

「悠仁にとっては、きっと大したことじゃないんだろうね。だからすぐに忘れるんだよ。助けられた方にすれば、凄すごい出来事なのに」

　寂さびしげな口調に、何も言えなかった。なんで麻人が委員長に同情しているのかも分からない。

　食事が終わって俺が皿洗いをしていると、麻人は風ふ呂ろに入った。

　ついつい、浴室を覗のぞきに行きたくなるのを堪こらえる。今いま頃ごろ裸はだかになってるんだろうな、と当たり前のことを考えておかしな気分になった。

「変態かよ」

　自分自身に呆あきれながらも葛かつ藤とうする。明日は部活がある。自分が見るだけで終われるとはとても思えない。見れば触さわりたくなる。触れば抱きたくなる。途と中ちゆうでなんて止められない。

　一いつ緒しよに暮らしているのに、つきあっているのに触ふれられないというのは思った以上にきつい。

　麻人が俺のベッドに入ってきた時の気持ちが分かる。

「悠仁？」

　シンクの縁ふちに手を突いて考え込んでいると、麻人が風呂から出てくる。

　振ふり向けば上気した顔がある。そんな顔で無防備に近づいてくる麻人を見ないように気を付けた。けれど麻人は近づいてきて、俺の代わりに出っぱなしになっていた水道を止める。

　腕うでに麻人の体が当たった。そんな接せつ触しよくですら、意識してしまう。

　さりげなく、体を離すと麻人が腕を摑つかんで俺を見上げた。

「どうか、したの？」

　訝いぶかしげに麻人が俺の顔を覗き込む。綺き麗れいな色の唇くちびるが、薄うすく開いている。

　キスがしたい。触れたい。柔やわらかな唇が、どんな感触だったのか確かめたい。

「別に、なんでもない」

　触れた手を引き離す。麻人は視線を落とした後で「そう」と呟つぶやく。

「おやすみ」

　小さく言った麻人が、俺の返事も聞かずに自分の部屋に向かった。音を立ててドアがしまる。

　そのドアを開けたい衝動に駆られたが、諦あきらめて自室に戻る。ドアを開ければ、あのベッドの上で自分が麻人に何をしてしまうか、簡単に予想ができた。きっと始まれば加減ができない。

「触りてぇ」

　不毛な願いを呟いて、帰り道で麻人に触れていた手を見つめる。

　確かに繫いだはずなのに、指先から麻人の温ぬくもりはとっくになくなっていた。










「お前らさぁ、最近なんかおかしいよ」

　部活が終わってから、正輔の家に向かったのは、麻人が「飲みに行く」と言って、部活が終わってさっさといなくなったからだ。

　駅前の弁当屋で買った夕食に箸はしを付けていると、正輔がテレビを点つけながら指し摘てきする。

「麻人もおかしいけど、お前もおかしいよな」

　正輔はそう言いながらパイプベッドに腰こしを掛けた。大学の寮りようなので、部屋はそれほど広くない。入にゆう寮りようは抽ちゆう選せんだったらしいが、推薦組は優先的に入寮することができる。家賃は安いが、四方に先せん輩ぱいが住んでいるので、近所づきあいが面めん倒どう臭くさそうだ。それに壁かべも薄い。

　換かん気きのために窓を開ると、隣となりの部屋のテレビの音が聞こえてくるほどだ。

　今いま更さらながら、自分の住んでいる場所が恵めぐまれているのが分かる。同時にきれい好きな同居人にも感謝した。

「そんなにおかしいか？」

　俺の質問に正輔は大きく頷うなずく。

「最近、麻人に覇は気きがないんだよな。いや、まぁ俺以外の奴やつが見たら気付かない程度だけど。嫌いや味みもないし、部活でもたまにぼんやりしてるときがあるしさ、一緒に住んでて感じないか？」

「そうだな」

　少し変だとは思っていた。だけど原因は俺との関係のせいだと分かっているから、どうしようもない。明らかにあの日からだ。

　あの日、手を繫つないで帰った日から何かがおかしくなっている。

　麻人が元恋こい人びとと会っていたことに理由があるのかもしれない。そのことを考えると不安になる。

　問いつめたいが、問いつめられない。けれど聞かなければ何も解決しない。分かっているのに、どうしたらいいのか分からない。経験値がないっていうのは、こういうときに不便だ。

「そうそう、そういうところがお前もおかしいんだって」

「何がだよ」

「前は麻人の名前を出すと凄く嫌いやがったし、一緒に暮らしてからはなんだかんだ言ってもちょっと楽しそうだったのに、最近はあいつの話題を出すと考え込むような顔するだろ？」

　正輔とは小学一年のときからの知り合いだ。学校の仲間には言えないようなことも、こいつには今まで話してきた。俺に親友がいるとしたら、それは正輔のことだ。

　自覚はなかったが、親友がそう言うなら事実なんだろう。

「ケンカしてるなら仲直りしろよ。麻人は確かにあんなんだけどさ、根はそんなに悪い奴じゃないんだから。変わってるし面めん倒どうなところあるし、外そと面づらが良すぎてたまにむかつくけどさ」

「知ってる」

　嫌味で大だい嫌きらいだった。あの薄うす気き味み悪わるい笑え顔がおも好きじゃない。麻人に嫌われるのなんて気にならなかった。大学で再会しなければ、一生会うつもりもなかった。

　なのに今では、あいつの素そっ気ない態度に振り回されている。

「俺じゃなくて、あいつが仲直りしたがらないんだよ」

　話をしようにも、麻人はすぐに部屋に閉じ籠こもってしまう。それに今日だって部活終わりに先輩達に誘さそわれて、そのまま食事に行ってしまった。麻人は更こう衣い室を出るときに「遅おそくなるかもしれないから」と、俺の目を見ずに口にした。

　俺だってあいつと話し合うことが必要なのは分かっているが、向こうにはその意思がない。

「いや、お前は分かってないね」

　正輔は紙パックのジュースに口を付けながら、分かったような顔でそう言った。

「あいつはさ、お前のこと凄く気にしてると思うよ。憧あこがれなのか、ライバル心なのか知らないけどさ。高校時代に何度かお前の学校と練習試合したことあるじゃん？　あれは麻人が電話して取り付けたんだよ」

　その話は初めて聞いた。

「お前の高校だけじゃなくて、麻人は色んなところと試合をしたがってた。本人は何か適当な理由を付けてたけど、他ほかのところはただのフェイクで、本当の目的はお前と試合したかったからだろうな。俺に当たりがきついのだって、半分嫉しつ妬となんじゃないかと思うしさ」

「……お前の思い込みだろ」

　俺の言葉に、正輔は「分かってないな」とでも言いたげに首を振る。

「中学の時に、俺と麻人が二人きりになったら話題はほとんど悠仁のことだったんだぜ？」

「は？」

「悠仁がジュニアでどんなことを話してたとか、どの選手が好きだとかそういう話ばっかり」

　正輔はそう言った後で「あいつがうちの大学に来たのだって、お前のこと追いかけたんじゃないかって、俺は疑ってるよ」と屈くつ託たくなく口にする。

　麻人のことを分かっているような口くち振ぶりだが、正輔は麻人の行動の裏に〝そういう感情〟が含まれているとは考えてもいないようだった。

　正輔は最後の唐から揚あげを俺の弁当から奪うばいながら「ま、仲良くしてやってよ」と笑った。

　当然のように俺の唐揚げを盗ぬすんだ正輔の頭を軽く叩たたく。

「言われなくてもそうする」

　素す直なおにそう言うと、正輔は驚おどろいた顔で俺を見て「ほら、やっぱりおかしい」と小さく呟いた。










　正輔の家を出てマンションに帰っても、麻人はいなかった。

　携けい帯たいに連れん絡らくを入れても出ない。翌朝になっても、結局あいつは帰ってこなかった。

　それでも部活で顔を合わせるだろうと楽天的に考えて、結局俺は一人で大学に向かう。

　部活では、麻人はいつも通り振る舞まっていた。

「昨日、どこに行ってたんだ？」

　ランニングの時に話しかけると「朝まで飲んでた」とあっさり答えて、俺を振りきるようにスピードを上げる。その背中を見ながら、違い和わ感かんを覚えた。

　いつも通りだと思っていたが、違ちがう。自分のペースを守る麻人が、息を切らして走っていた。

　そういう些さ細さいな違いがどんどん増える。いつもは早いパスのリリースが一いつ瞬しゆん遅おくれたり、タイミングが少しずれる。

「麻人」

「分かってる」

　声を掛かけると、自分でも知っているとばかりに麻人が頷く。

　自分自身に嫌いや気けが差した顔で、苛いら立だったように前まえ髪がみを搔かき上げる。

　他の連中と組む時も、麻人は小さな失敗を繰くり返した。大学でこいつと一いつ緒しよになった連中は、あまり気付かないようだったが、正輔は気付いていた。

「お前、体調悪いの？」

　休きゆう憩けいの時に頭からタオルを被かぶりながら、スポーツドリンクを口にした正輔が首を傾かしげる。

「悪い、気を付ける」

　麻人は謝ると、それ以上は何も聞きたくないとばかりに、タオルを持って体育館からいなくなった。休憩が終わった時には何事もなかったように戻もどってきたが、その表情は休憩前と変わらなかったし、練習中の些細なミスもそのままだった。

　正輔はもう何も言わなかったが、代わりにシャワーを浴びる時に「仲直りしろって言っただろ」と責めるように口にする。麻人の不調の原因は俺にあると、確信している言い方だった。

「ああ」

　純じゆん粋すいにチームメイトとして麻人を心配している正輔に、こいつがキャプテンを任されていた理由が、なんとなく分かった気がした。

　更衣室に戻り、着き替がえると体育館を出て学食の近くにある自じ販はん機きで飲み物を買った。先に家に帰るよりも、麻人の掃そう除じが終わるのを待つ方がいいと思い、時間を潰つぶすようにベンチに座る。

　家まで一緒に歩いて帰れば、その間話が出来るだろう。

　しかし掃除当番を終えた先せん輩ぱい達が帰っていくのを何人も見送ったが、いつまで経たっても麻人は出て来ない。

　待つのにも飽あきて体育館に近づくと、履はき古したスニーカーを脱ぬいで更衣室に向かう。

　体育館にはバスケ部以外誰だれもいなかった。廊ろう下かの電気は既すでに消され、非常口を示す案内板の緑のライトと、消化器の赤いライトだけが光り、リノリウムの床ゆかを僅わずかに照らしていた。

　更衣室に近づくと、怒ど鳴なり声が聞こえてくる。原先輩の声だった。今日は掃除当番でもないし、とっくに帰ったとばかり思っていた。

「ふざけんな、散々気を持たせるような態度取ってたじゃないかよ」

「俺は普ふ通つうに振ふる舞ってただけですから。それに、以前お電話でお断りしました」

　麻人の言葉を聞いて、いつか麻人が電話の向こうに「そういう風にはつきあえない」と言っていたのを思い出す。あの相手は、原先輩だったんだろうか。

「だけど、俺が諦めていないって気付いていただろ！」

　漏もれ聞こえた会話の内容に、思わず眉まゆを寄せる。

「俺と一緒にいる方が、お前は幸せになれるんだよ」

　先輩が確信しているように告げたその台詞せりふに、麻人は苦く笑しようする。

「昨日で、最後だってお約束したじゃないですか。一緒に飲んで、それで終わりだって」

　その言葉を聞いて、麻人が朝まで飲んでいた相手が原先輩だと分かり、不快な気持ちになった。同時に、自分を恋れん愛あい対象として見ている相手と朝まで飲んだ麻人に、軽い苛立ちを覚える。

　腹の奥に、今までの人生で感じたことの無かった苦く重苦しい気持ちが芽生えた。それは嫉妬や独どく占せん欲よく、そして不安だった。

「俺が……こんなにお前のことを好きだって言ってるのにか？」

「想おもいを向けられたら応こたえなければ駄だ目めなんですか？」

　苛立つ原先輩に向かって吐はき出された麻人の声は、攻せめるような響ひびきを持っていた。

「なんで俺が先輩の気持ちを思いやらなきゃならないんですか？」

　らしくない言い草だった。俺や正輔以外には、完かん璧ぺきな優等生然として麻人は振る舞っている。大学に入ってから同い年のチームメイトには雑な対応をすることもあるが、先輩に対しては相変わらず丁てい寧ねいだ。最初の合コンの時だってきつい言い方だったが、こんな風に声を荒あららげることはなかった。試合中のトラッシュトークでも、麻人自身が頭に血を上らせることはない。

　だからこそ麻人の言葉が、余計に強く胸に刺ささる。

「苦しいぐらいに、世界の全すべてだって思えるほど相手を好きになっても、相手がそれに応じる義務はないし、押しつける権利もないんですよ。もし同情で応えて貰もらったとしても、余計に辛つらくて虚むなしくなるだけじゃないですか」

　引きつるような、ざらざらした声だった。気持ちが剝むき出しになっていて、痛々しく感じられる。麻人にその声を出させているのは原先輩じゃなく、俺だ。

　これは先輩ではなく、俺に向けられた言葉だった。

「勝手に期待して、勝手に傷ついて相手を責めるなんて身勝手ですよ」

　最後の台詞は、掠かすれるように途と切ぎれる。

　聞いていられなかった。麻人を追い詰つめていたことに、ようやく気付く。

　こんなに傍そばにいるのに、俺の気持ちは一つも麻人に通じていなかった。そのことに驚くと同時に後こう悔かいする。俺が同情でつきあっていると麻人が思い込んでいた原因は、きっと俺にある。

「っ、なんでだよ。白峰と駄目になったんだろ？　だったらもう俺でいいだろ？　慰なぐさめてやるから」

　張りつめた原先輩の声の後で、ガシャンと大きな音がする。

　慌あわてて更こう衣い室のドアを開いた。原先輩に押さえつけられ、背中をロッカーにぶつけた麻人の姿が目に飛び込んでくる。痛そうに蹙しかめた顔を見て、頭にカッと血が上って先輩を突つき飛ばすように二人の間に割って入った。

　麻人はか弱いわけじゃないし、こいつが強いことは俺自身よく知っているけど、咄とつ嗟さに守るように背中に庇かばう。

「駄目になってなんかねぇよ」

　大きな声で告げた。原先輩にだけではなく、麻人にも。

「こいつは、これから先もずっと俺のものですから」

　俺の言葉に、原先輩は睨にらむように目を眇すがめる。興奮のせいで血走った瞳は真しん剣けんで、先さき程ほどまで感じていた苛立ちが退いていく。

　彼は彼で、本気で麻人のことを好きだったのかと気付いたら、無意識に握にぎっていた拳こぶしから力が抜ぬける。だからその手で先輩を殴なぐる代わりに、麻人の左手を強く摑つかむ。

「誰にも譲ゆずる気ないんで、すみません」

　原先輩の顔をじっと見つめて口にする。

　不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめると、舌打ちをしてから更衣室を出ていく。最後に何かを言いかけたように見えたが、結局何も言わなかった。

　先輩がいなくなって、しばらく経ってから俺はゆっくりと摑んだ手を解いて、麻人を振り返る。麻人は、俯うつむきながら「なんで」と呟つぶやく。

「何がだよ」

　質問の意図が分からずにそう返す。目の前にいる麻人が、やけに頼たよりなく見える。

　麻人は真っ赤な顔で俺を見上げて「なんで」と再び同じ言葉を口にした。

　答えられないまま、その顔を見つめる。泣かせたくないのに、麻人の目がどんどん濡ぬれていく。涙なみだが端はしからこぼれ落ちるのが怖こわくて、指の腹でそっと目元を撫なでる。

「悠仁……俺のこと好きなの？」

　当たり前だ。とっくに、知っていると思っていた。

　好きだから、付き合っている。その気持ちは麻人に伝わっていると信じていた。

　不安に揺ゆれる目で見上げられて、こいつが苛立っていたのも不調だったのも俺の言葉が足りないせいだったんだと反省する。考えてみれば、肝かん心じんな気持ちは何も言葉にしていなかったのに、それで大だい丈じよう夫ぶだと理由もなく思い込んでいた。

「好きだ」

　自分の気持ちを表すのに相応ふさわしくないと思っていた言葉が、妙みようにしっくりと来る。

　もっと早く伝えておけば良かった。そしたら泣かせずに済んだだろうか。同情だなんて、勘かん違ちがいさせることも無かっただろうか。

「泣くな」

　麻人の泣き顔を見たくないと思った。こいつが泣くと、どうしたらいいのか分からなくなるのは、昔から変わらない。

「同情なんかじゃない。ちゃんと、俺はお前を想ってる」

　麻人が俺に執しゆう着ちやくしていたように、俺も麻人に執着していた。最初はそれが恋こいだなんて思いもしなかったし、今だって「恋」だったと断言できる自信はない。だけど忘れたことはなかった。それに今はこんなにも麻人を愛いとしいと感じている。この気持ちが、この数十日で急に芽生えた物だとはどうしても思えない。見えなかっただけで、本当はずっと昔から持っていた気がする。

「麻人」

　泣きやまないことに戸と惑まどっていると、麻人が顔を上げる。それから、不器用な笑えみを浮うかべた。綺き麗れいな笑顔だった。思わず見み惚とれてしまう。触ふれたら壊こわしてしまうような気がした。

　それでも抱だきしめたくて指先を伸のばして触れる。触れた瞬しゆん間かん、麻人の笑みは深くなった。

「好き」

　腕うでの中に閉じこめると、掠れた声が鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　麻人の腕が背中に回るのを感じながら、ようやく最後のピースを見つけた気がした。










　風ふ呂ろ上あがりの麻人が濡れた髪かみを搔かき上げる。

　抱だくつもりで連れ込んだ部屋の中で、麻人は所在なげに俺の向かいに立っていた。恥はずかしがるような怯おびえるような表情を見ながら、俺は自分のベッドに腰こし掛かける。

「するの？」

　確かめるように麻人が聞く。頼りない口調が可愛かわいらしい。

「駄目か？」

「駄目じゃないけど、最近してなかったから」

「次の日に部活があるとお前が辛いだろ」

「……そういう、理由だったんだ？」

　ほっとしたように力を抜いた麻人の両手を取って、肩かたに回すように導く。麻人がぎしりと音を立てて俺の体を跨またぐようにベッドに膝ひざを突く。その腰こしに腕を回して、膝の上に座らせる。シャツとハーフパンツ越ごしに、麻人の体温を感じた。

「どういう理由だと思ったんだよ」

「……男が嫌いやになったのかと思った。同情するのに、飽あきたのかと。俺が、外で会いたいなんて言ったせいなのかもって、ずっと考えてた。外で俺と一いつ緒しよにいるの、嫌だったのかもって」

「だからこのところおかしかったのか」

　きつく抱きついてきた麻人の背中を撫でながら、ほっとした。様子がおかしいから、もし元彼女と復ふく縁えんしたら嫌だと思っていた。その可能性が少ないのは、あの時目にした麻人の態度から分かってはいたけれど、それでも最近様子がおかしいこともあり、気になっていた。

「明日……大学さぼってどこか出で掛かけるか」

「無理しなくても良い」

「別に無理じゃない。さすがにデートの前に元恋こい人びとと会われるのは嫌だけどな」

「……見てたんだ」

「偶ぐう然ぜんな」

　麻人は気まずそうに俺から視線を彷徨さまよわせた。

「高校時代の話だよ。今は別に、何もない。何故なぜか、いや予想はつくけど、番号と大学がばれてるみたいだったから、しつこくされるのが嫌で直接会って、これ以上人の周囲を探さぐるのは止めてほしいって言ったんだ。それ以外は本当に何もない」

「分かってる。でも、むかつくんだよ。あと、自分のことを好きだって分かってる奴やつと一緒に飲むとか、ないだろ。これから原先せん輩ぱいと飲みに行くのは止めろ。次やったら、怒おこるから」

「悠仁がそんな風に思ってると思わなかった」

　そうだろうな。俺だってこんな格好悪い心情を露ろ見けんさせるつもりはなかった。

　だけど言葉が足りないせいで麻人を不安にさせたのなら、俺はそれを言うべきだったのかもしれない。些さ細さいな誤解とすれ違ちがいは、俺がもっと言葉を尽つくせば回かい避ひできたはずだ。

「お前に、格好悪いところは見せたくないんだよ」

「俺は……麻人のこと好きになってからずっと、格好悪い」

　躊躇ためらいがちに麻人の唇くちびるが触れた。付き合う前よりぎこちないキスをして、シャツを脱ぬがせる。

　胸には熟うれすぎた色の尖とがりがあった。誘さそわれるようにそこに唇を寄せる。嬲なぶるように舌で嘗なめ上げると、麻人は熱の籠こもった吐と息いきを吐はき出す。

「電気、消せよ」

　明るい蛍けい光こう灯とうの下に晒さらされた自分の肌はだを見下ろして、麻人はそう口にした。

「ちゃんと見たい」

　明るい中で抱いたことはまだない。更こう衣い室で見たことは何度かあるが、こんな風に艶なまめかしく見えたことはない。

「嫌だ」

　胸を弄いじりながら、首を振ふってそう言う。

　首を振る様が可愛くて、余計に強く抱き締しめた。あれほど嫌きらいだった相手をどうしてこんな風に愛せるのか。頼りなく尖って震えている胸の先を見て、少し手つきが乱暴になる。爪つめの先で引っ搔くと、痛かったのか麻人が肩を竦すくめた。普ふ段だんなら嫌みでも飛んできそうなのに、麻人はされるがままだ。だけど困こん惑わくぎみに時折、躊躇ためらうそぶりを見せる。

「見ないで」

　頼りない声で告げられた要求を無視する。胸の尖りを執しつ拗ように弄ると、麻人の息が乱れ始めた。

「……っ、は、ぁ…っ」

　背骨を掌てのひらで撫でる。胸の先から唇を鎖さ骨こつの間に移す。滑なめらかな肌が淡あわく色づいていき、綺麗な目が潤うるんでいく。普段とは違う、その表情の違いを明るい光の下で堪能する。

「可愛い」

　今まで口にしなかった言葉を思わず呟つぶやいてしまうほど、その表情は甘くとろけていた。

「麻人、可愛い」

　真っ赤になった頰ほおにキスをしながら、下着の中に手を入れる。

　手に吸い付くような肌の感覚を確かめながら、肩に縋すがる指を愛しく思う。

　腹に麻人の硬かたくなった欲よく望ぼうが当たる。布越しのそれを確かめるようにぴったりと抱き寄せた。尻しりの間を指で辿たどり、穴の上の湿しめり気けを帯びた皮ひ膚ふに触れる。吸い込むような動きをみせたそこに、ゆっくりと指を埋うずめた。柔やわらかく熱い内側の肉は、優しく指に絡からみついてくる。

「可愛い」

「悠仁……っ」

　指を増やすと、柔らかく弛ゆるんだ肉の入り口がびくびくと締め付けてくる。麻人がそこを風ふ呂ろで弄ったのかと想像すると、堪たまらない気分になる。

　抱きしめていた麻人をベッドに押し倒たおして、下着とパンツを脱がせた。

　膝を立てた状態で開かせると、麻人は自分の格好に泣きそうな顔をして「これ、嫌だ」と口にする。無防備に全すべてをさらけ出した状態で、麻人が小さく首を振った。

　足の付け根には当然自分と同じ雄おすの性器があった。くすんだ色をしているそれとは違ちがい、窄すぼまりは淡あわい色をしている。中心に向かうほど色を増したその場所が、俺の脳みそに欲よく情じようしろと命令を下しているようだった。不意に、女子が赤やピンク色を好んで纏まとうのは、その色が男を興奮させる色だと知っているせいかもしれないと思った。

　衝動に突き動かされ、会え陰いんの薄うすい皮膚の上を舌で辿ると、麻人は足を閉じようとする。それを手で阻はばみながら、陰いん囊のうに唇をつけた。

「嫌だっ」

　震えた声で制止されたが、無視して舌の腹で嘗める。丸い睾こう丸がんの存在を確かめるように舌先でなぞった。指と舌で愛あい撫ぶするうちに、鈴すず割われからとろとろと先走りが零こぼれ始める。

「なめないで」

　子供じみた口調だった。抱かれる経験は俺としかなくても、セックスの経験はずっと多いはずだ。なのに物慣れない様子で潤んだ目を瞬またたく。これがフェイクなら、俺はきっと麻人に一生叶かなわないだろうと思いながら、先せん端たんの穴を嘗めた。

「悠仁、嫌だ、ぁ」

　溢あふれるそれを嘗め取ってやりながら、尖らせた舌の先をぐりぐりと穴に押しつけた。

「ひ……ぁ、ぃ、嫌、止めて、悠仁、した、入らない」

　まさか入るなんて思っていないが、小さなその穴を虐いじめてみたくなる。麻人が焦あせった様子で暴れるから余計だ。普段の冷静さが噓うそのように、必死で逃にげようとするのが可愛くて堪らない。

　じゅ、と音を立てて吸い上げると、跳はねるように体が震ふるえてとぷりと透とう明めいな淫いん液えきが溢れ出す。

「ゆ、ぁ、悠仁、いや、嫌だ」

　いやいや、と首を振ると目め尻じりから綺き麗れいな涙なみだが零れる。感極きわまった泣き顔に煽あおられながらも、敏びん感かんな赤い肉から口を放すと、ほっと麻人の足に入った力が抜ぬける。

　足を開かせたまま、改めてその姿を眺ながめた。赤くなった肌は発情を示していて、うっすらと開いた唇は荒あらい息を吐き出している。もう弄っていないのに、胸の先は上を向いて赤く尖っていた。先さき程ほどまで口で愛撫していたそれは、いやらしく淫液を垂らして尻まで濡ぬらしている。

「恥はずかしくて、死にそう」

　耐たえられないというように、麻人が腕うでで自分の顔を覆おおう。

「なんでだよ。可愛いのに」

　腕を取る。顔を覗のぞき込むと潤んだ目に俺が映る。

　麻人は何とも言えない表情で視線を逸そらす。そうすると、髪かみの間から形のいい耳が見えた。

　思わず齧かじり付く。そのまま放って置いた胸を指先で弄ると「あ」と掠かすれた声が聞こえた。吐息混じりの、無意識に吐き出されたその音は空気を甘く痺しびれさせる。

「ここ、苦しいよな？」

　先程まで嘗めていた場所を掌でさする。腰が跳ねたが、麻人は何も言わなかった。

「もう一回、嘗めて欲しい？」

　本当は自分がしたいだけだ。押し付けがましく聞くと「むかつく」といつもの調子で返される。それでも麻人の口から聞きたくて、「じゃあ、止める？」と答えを促うながす。

　耳殻を舌先で辿ると、麻人が縋り付くように俺の肩かたをぎゅっと握にぎる。

「麻人、どうする？」

「………なめて」

　注意しないと聞き取れないほど小さな声だった。真っ赤な顔を覗き込むと、拗すねた目に睨にらまれる。潤んでいるせいで迫はく力りよくのない目尻にキスをしてから、再び開いた足の間に顔を埋めた。

「あ、あっ」

　会陰を指でぐりぐりと刺し激げきしながら、舌を陰いん茎けいの付け根に這はわせる。裏筋に吸い付いて、舌を動かせば、あがる声はもっと高く大きくなった。

　先端を口の中に含ふくんで手を使って擦こすりながら、形のいい臍へそを見下ろす。肩にぶつかる麻人の足が、ときどき緊きん張ちようするようにびくびくと震える。尿によう道どうが唾だ液えき以外のもので濡れていく。

　一度口を放すと、麻人の手が隠かくすようにそこを包んだ。その途と端たん、麻人が達する。

「あ、や、ぁ」

　指の隙すき間まから、精液が零れた。そんないやらしい光景を目の前で見せられて、我が慢まんできずに濡れた指に舌を這わせる。自分の精液なんて口にしたことはないし、それ以外の奴のはもちろんない。初めて舌に乗せたそれは、青あお臭くさい味がした。

「なんで、今日はこんな風にやるんだよ」

　責めるような声こわ音ねで甘く詰なじられる。

　掌を取って、丁てい寧ねいに舌で拭ぬぐってやりながら「前は、上手うまく気持ちよくしてやれなかったから」と答える。整った指の間に舌を這わせるだけで、麻人は感極まって体を震わせた。

　一度目はわけが分からないまま、麻人にやられた。二度目はがっつきすぎて、麻人を気持ちよくさせることよりも、自分の欲望を吐き出すことばかり考えていた。

「こんな風にしなくても、前のままで気持ちよかった、けど」

「でも、こんな顔はしてなかった」

　今までに見たどの顔よりも溶とけきった淫いん蕩とうな表情をしている。

　濡れた唇くちびるにキスをしようとして躊躇ためらうと、麻人の方から唇を近づけてきた。

　触ふれるだけの軽いキスを繰くり返していると、舌が入りこんでくる。音を立てて舌が吸われた。

　嬲るような舌の動きに、俺の方が溶かされそうになる。

「ん、ふ」

　キスに夢中になっている麻人の腰こしを抱だきながら、その奥にある穴に触れた。

　先程弄ったそこは、柔らかく指を吞み込む。波打つ肉の感覚に、息が荒くなる。ごくりと唾つばを飲み込んで、指を増やした。濡れた音がして、びくりと麻人の体が震える。どこまでも吞み込んでいくきつい隙間で、指先を回すように動かすと麻人は、吐息が混じった高い声を漏もらす。唇の隙間から覗く白い犬歯が可愛かわいらしくて、舌を伸のばして嘗なめた。

「麻人」

　指を引き抜くと下に穿はいていた服を下着ごと脱ぬいで、張りつめたそれで麻人の穴に触れる。興奮して喉のどが渇かわく。膝ひざを大きく開かせながら、熱い隙間にゆっくりと埋めた。

「あつ……」

「ひ、ぁ……や」

　ずるずると、入っていくその感覚に麻人の眉まゆが寄る。向かい合う形で抱いているから、その表情の変化を具つぶさに見ることが出来た。まだ苦痛があるらしく、吐はき出される息は苦しげだった。

　最後まで入れて軽く揺ゆさぶると、麻人は「大きい」と掠れた声で口にする。

　甘えるような声だった。だから甘やかすように、髪に口付ける。

　抱きついてくる腕が背中に回るのを感じながら、奥の方まで突つき上げた。

「い、ぁ、あああっ、ぁ、ん」

「気持ちいい、お前のなか」

　背中が撓しなったせいで、角度が変わる。ねっとりと絡みついてくる湿った肉の感覚に、目の奥が赤く染まる。揺さぶる度たびに、締しまりは良くなっていく。麻人の指先が、背中を滑すべる。

「も、う…、いく、いく」

　そう言って震える麻人が可愛くて仕方がない。こんな風になるくせに、今までどうやって女子を抱いていたのか気になる。

「あ、あっ、ひ……っ、悠仁」

　キスを求める唇が寄せられた。キスは麻人の方が上手い。器用な舌が深く入ってくる。

「ん、んー……ぁ、ん」

　必死にキスを続けようとする様子が可愛くて、唇を重ねながら腰を打ち付けた。肉のぶつかる音に、目の奥が熱くなる。

「っ」

　そのうちにびくっと麻人が大きく震えて、腹が温かく濡れた。

　唇が一度離はなれる。肩で息をする様子に、麻人が達したのが分かった。

　陰茎を包み込む穴がきゅう、っと締まる。再び口付けながら、その体を揺さぶった。

「んっ、んぅっ」

　注ぎ込まれる刺激に怯おびえるように、背中に回されていた指が爪つめを立てる。

「ひ、ぁ、ぁあっ、悠仁、深い、ふ、ぁ」

　ときどき走る痛みすら甘く感じながら、力強く抱だきしめる。うねる内側に我慢できずに奥の方で果てた。繫つながったまま、熱い肉にく壁へきが揺れるのを感じながら、息を吐き出す。

「悪い」

　引き抜こうとすると、それを引き留めるように肉がざわりと蠢うごめくのが分かった。

「あっ、まだ……っ」

　ぎゅっとしがみついてくる。達した時の快感の余よ韻いんがまだ続いているのか、穴の中は時折きつく締め付けてくる。その刺激に、自分のそれが萎なえる兆きざしもなく張りつめるのが分かった。

「もう一回、させて」

　心地ここち好よい肉のざわめきに煽られて頼たのみ込むと、麻人が小さく頷うなずく。

「……いっぱいして」

　赤い顔で、自分の言葉を恥じるように言った麻人に口付ける。

「たくさん、触さわって。悠仁が触れてない場所……なくしてほしい」

　唇が甘えるように擦すりつけられる。瞼まぶたと頰ほおにキスをすると、麻人は嬉うれしそうに目を細めた。こいつのことは昔から知っているのに、この顔を知らなかったのは惜おしいと思った。

　もっと早く俺が麻人のフェイクに気付いていたら、高校時代も仲良く出来たのかもしれない。キスをされたときに殴なぐらなければ、麻人は俺を惑まどわすような言葉を口にしなかっただろうか。そしたら、今よりずっと前にこうしていたかもしれない。もっと抱き合えたはずだ。

　そのことを心の底から惜しいと思った。

「悠仁」

　声には甘く優やさしい気持ちが溶けている。俺の名前を、こんな風に口にするのはきっと麻人だけだ。名前を呼ばれただけで「好きだ」と言われている気分になる。

「お前……可愛い」

　触れても触れても、足りない気がする。何度キスをしても、すぐにまたしたくなる。

　潤うるんだ目に自分の姿が映るのが嬉しい。麻人の心臓が、高鳴っているのが嬉しい。キスをすれば、必ず応こたえてくれるのが嬉しい。

　触れ合うだけで、こんなに幸福な気分になれることを、俺は麻人に教えられた。

「すき」

　何度もキスを繰り返した後で濡ぬれた唇が呟つぶやく。甘い声に体の奥がじわりと熱くなる。

「ずっと前から、ずっと好き」

　素す直なおになった麻人は殊こと更さら可愛くて、何故なぜだか泣きたい気分になった。

「だから悠仁……、俺のこと、できるだけ長く好きでいてよ」

　二人の間にある熱の塊かたまりが濡れている。わざと音が立つように扱しごいた。指の隙間まで濡らす麻人の先走りだか精液だか分からないそれを、陰茎に擦こすり付けるように弄いじった。

「できるだけとか、言うなよ」

　幸福そうな顔で終わりを口にする麻人に、切ない気分になる。

　本当はそんな殊しゆ勝しような性格じゃないくせに、こんなときだけ物分かり良くなるなよ。

「ぁ、いい、……っぁ、ゆう、っん」

　カリを指で撫なでてやる度に、中が締め付けられる。汗あせばんだ肌はだを嘗めてやりながら、麻人の髪かみを搔かき上げた。生え際ぎわにキスをしながら、ずっとだ、と口にした。

「ん」

　小さく頷いて目を瞑つぶる顔に胸が疼うずく。上気した体も、尖とがる胸の先も全部いやらしくて可愛い。俺が初めてなら良かったのに、と身勝手なことを考えてしまうのは、この姿態を誰だれにも見せたくないと思うからだ。麻人もそうなんだろうか。

「ぁ、来ちゃ……ぁ」

　耐たえるように自分の左手首を摑つかんだ麻人の右手を振ふり払はらう。

　小さい頃ころ、その左手を握にぎって歩いたときのことを不意に思い出す。

　本当は俺よりもずっと、麻人は不器用な子供だったんだろう。あのとき頼たよりない顔で俯うつむいて泣いていたのが、本来のこいつなんだ。優等生のふりをして無理に大人ぶっていた麻人が、俺の前でだけ本来の自分でいられるなら、俺はずっと傍そばについていてやる。

　そう思いながら指と指を絡からめた。あのとき出来なかった代わりに、しっかりと手を繫ぐ。

「ずっと、お前のことを好きでいる」

　これから先、きっと俺は同じ言葉を何度も口にする。

「俺も、好き……っ」

　そして同じ言葉を何度も聞くんだろう。

　キスをするのも、こうして抱き合うのも数え切れないくらいに何度も繰り返すだろう。

　その相手は、ずっと麻人であればいい。

「麻人」

　幸せにする。この先もお前のことをずっと好きでいる。

　心の中で勝手に誓ちかった。柔やわらかな唇くちびるにいやらしいキスをして、限界を目指して目を瞑る。

　自分勝手な衝しよう動どうに任せて吐き出した欲望を、受け止めてくれた麻人が小さく笑ったから、それだけで何もかも満たされた気分で、腕うでの中の体をきつく抱きしめた。










　新人戦のスタメンが発表された日の掃そう除じ当番を終えて更こう衣い室に戻もどると、そこにはうんざりした顔の麻人と、満面の笑えみを浮うかべる正輔がいた。

「どうしたんだよ？」

「ぐふ、むふふふ、んふふ、聞きたい？　聞きたい？」

　俺が聞きたいかどうかよりも、お前が言いたいんじゃないのかと思いながら、部活で顔を合わせて以来にやついている正輔に「何があったんだ？」と訊たずねる。

　すると正輔の口元がにやにや歪ゆがんだ。

　俺と同じく掃除当番だった奴やつが「俺、それ講義中に散々聞かされた」と食傷気味に口にする。

　麻人も鬱うつ陶とうしそうな顔をしているので、何となく予想が付いた。

「実は、彼女が出来ました！」

　そう言って正輔が俺に拳こぶしを出す。俺も拳を出すと、ゴツっとぶつけてから、ハイタッチだ。そう言えばジュニアの時に、綺き麗れいにシュートが決まった後は二人してよくやっていた。いつからこれをやり始めたのか覚えていないが、たぶん映画かＮＢＡの選手に影えい響きようを受けたんだろう。

「ごめんな、悠仁。お前を置いていくのは忍しのびないが、俺は先に進むぜ」

　正輔はそう言うと、「ちょっと勝ち気だけどそこが可愛かわいい」彼女について口にする。仕方なく自じ慢まん話ばなしに付き合っていると、いつの間にか更衣室には俺と麻人と正輔だけになっていた。

　まさか正輔が一度目の合コンの幹事と付き合うことになるとは思わなかった。

　馴なれ初そめは在あり来きたりだった。バイト中に強こわ面もての客に彼女が絡まれ、それを正輔が助け出したらしい。そのお礼でバイト後に食事に誘さそわれ、帰り道に告白したら頷いて貰もらえたようだ。

「年上の方が合ってるって言ったお前等、結構先見の明があるよ」

　心持ち上から目線でそう口にすると、正輔は俺の肩かたを慰なぐさめるように叩たたく。

「俺の方が先に脱だつ童どう貞ていかもなぁー。夏前に大人の階段上りまくっちゃうかもなー。そのうち麻人も追い越こしちゃうかもなぁ」

「あーそう、良かったね」

　麻人がうんざりと口にする。恐おそらく俺が掃除をしている間にも散々惚のろ気けられたのだろう。それでも今まで我が慢まんして聞いていたのは、一応長年の友人に恋こい人びとが出来たことを祝福しているからなのかもしれない。でも表情を見る限り、そろそろ限界が近づいているようだ。

「お前今彼女いないんだろ？　寂さみしくね？　一人って、耐えられなくね？」

　恐らく生まれて初めての彼女が嬉しくて仕方ないんだろう。正輔は浮かれた表情で、麻人の顔を覗のぞき込んでいる。

「たぶん俺のが先に経験するから、もし悠仁がやるときになったら俺がアドバイスしてやるし。あ、なんなら俺の女に頼んでまた合コンでもやる？」

　正輔がそう言った途と端たん、麻人が「駄だ目め」と口にする。

「え？　なんでだよ」

　正輔とは小さい頃からのつき合いだ。これからずっとこいつに隠かくし通すのも面めん倒どうだったし、女性関係の世話を焼かれるのも勘かん弁べんして欲しい。その度たびに麻人を不安にさせるのは嫌いやだった。

「正輔、言ってなかったけど俺もう童どう貞ていじゃない」

「え!?」

「いや、もしかして尻しりってノーカンか？」

　視線を移して訊ねると、麻人は俺が何を言い出すのか気付いて、苦く笑しようしながら首を傾かしげる。

「うーん、どうだろ？　調べとく」

「尻!?　尻って何!?　相手、誰だよ!?」

　驚おどろいた顔の正輔を見ながら、親指で麻人を指す。

「こいつ」

「はぁああああ!?」

　俺が滅めつ多たに冗じよう談だんを言わないと知っている正輔は、更衣室に響ひびき渡わたる大声を出して驚いた。

「……俺、悠仁のそういう思い切りのよすぎるところ好きだよ」

　目を剝むき出しにした正輔を見て、麻人が噴ふき出す。

「うそうそうそ！　だって、お前ら犬けん猿えんの仲だったじゃん。フェイクだろ、それ！」

　疑う正輔の前で、俺が麻人の頰ほおにキスをする。これぐらいしないと、正輔は信じないだろうと思った。麻人は途端に照れたように俯いてから、俺の顔を見ると「自分でしておいて、照れないでよ」とぼそりと呟いた。俺の顔も赤くなっているのかもしれない。

　慣れないことはするものじゃないと、赤面した顔を隠すように俯く。

「ぴ、……ぎゃああああああああ!!!」

　目にした光景に、二、三テンポ遅おくれて更衣室どころか体育館中に響く声で正輔が叫さけんだ。










「言って良かったの？」

　マンションまでの道を歩きながらそう聞かれて「だってお前すぐに不安になるだろ」と返す。

「悠仁が無自覚にもてるから、不安になっても仕方ないと思うよ」

「別にもててねぇよ」

　嫌いや味みか、と思いながらそう口にすると「だから無自覚なんだって」と言われる。

「高校のときとかも、同じ学校の先せん輩ぱいにもててただろ？　牽けん制せいするの大変だったんだから」

　麻人はそう言って、自分の唇を親指で拭ぬぐう。その仕草を見て、あのとき何故なぜ唐とう突とつに校舎裏でキスをされたのか分かった。

「俺の高校、男子校だけど」

「男にも女にももてるのは、俺だけじゃないんだよ」

　それが本当なら、知りたくはなかった。あのとき、俺と麻人しかいないと思っていたが、もしかして他に誰かいたのだろうか。

「でも、本当に正輔にばらして良かったのかな」

「あいつは言いふらすような奴じゃない」

　麻人は頷うなずきながらも「そうだね。だけどうっかり口を滑すべらすタイプだよ」と続ける。

　それは確かにそうだ。でも別に、ばれるのは恐れていない。ばれたらばれたで、構わない。

　麻人に好きだと告げたときから、その覚かく悟ごは出来ている。だけど麻人が周囲から好こう奇きな目で見られるのは嫌だ。

「あいつのフォローは任せる」

「仕方ないな」

　麻人が頷き、笑って目を瞬まばたく。たったそれだけで俺は乱される。麻人はまだときどき不安になっているみたいだが、そんなことを恐れなくても日毎ごとに好きになっている。

　きっと麻人が知ったら呆あきれるような些さ細さいなことでも、可愛いと思ってしまう。

　麻人の手をとり、指を絡からめるように繫つなぐ。

「悠仁、付き合うと結構こういうのするんだ」

「他ほかの奴と付き合ったことないから分からない。お前限定かも」

　俺の言葉に麻人は照れて俯うつむく。簡単に赤くなる顔を見ながら、俺は小さく溜ため息を吐ついた。

　触ふれていないときは、いつもと同じように俺をからかうこともあるし、人前では今までのように嫌味な口調で喋しやべるときも多い。二人きりになってもそれほど甘えられることはない。

　だけど触れただけで、良く喋る口は簡単に閉じて、困ったように俯いてしまう。

「お前、慣れろよ」

　何度も抱だいて毎日キスをするのに、手が触れただけでどうしてここまで反応するんだろう。

「……俺が何年悠仁のこと好きだったと思ってんの？　今いま更さら悠仁のことを好きじゃない自分なんて想像できないぐらいなのに、そんな簡単に慣れるわけないだろ」

「人の上に乗っかってきておいてよく言う」

「あのときは、好きになってもらえないなら体だけでも欲しくて……。一いつ緒しよに暮らしてるのに触れられないのが限界だったし。自分で言ってても最低だと思うけど、切せつ羽ぱ詰つまってたんだよ。でも、殴なぐられるかと思ったら悠仁意外に乗ってくるし、途と中ちゆうから俺の方が怖こわかった」

　そんな風に詰なじる様が可愛かわいくて、人目がないのを言い訳にして頰に口付ける。

　麻人は足を止めて俯きながら、俺がキスした場所を抑おさえて「悠仁のくせに」と呟つぶやいた。

　待っても言葉の続きはない。歩かない麻人に焦じれる。早く帰ってもっと触れたい。

「麻人」

　明日も部活だから今日は抱けないが、それ以外のいやらしいことをたくさんしたい。

　下心ばかりの内心を気取られないように「なぁ、帰ろう」と手を引く。

　麻人はのろのろと歩き出した。

「言って置くけど、俺の方が好きなんだからな。家に帰ったら、覚えてろよ」

　一体なんの牽制か知らないけど、拗すねた様子で麻人が呟いた。

　手を引きながら夜道を歩く。子供の頃ころ、こうして歩いたときとは何もかもが違ちがう。

　ぎゅっと、麻人が強く俺の手を繫ぐ。

　家に帰ったら、麻人が何をどうやって俺に教えてくれるのかは知らないが、そのときは速そつ攻こうでカウンターを仕し掛かけてやろうと思いながら、冷たい手を握にぎりしめた。

　たったそれだけのことで、麻人が嬉しそうに微笑むから、俺まで幸せな気分になる。

　その笑顔が壊れないように、ずっと側にいる。

　麻人に知られたら笑われそうな気障な誓いを立てながら、もう一度、やわらかな唇にキスをした。
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